

































アビス・コーリング




元廃課金ゲーマーが最低最悪のソシャゲ異世界に召喚されたら
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夢か幻か、気がつくと僕は【始まりの遺跡】にいた。

　前触れはなかった。僕の視界に入ってきたのは日本ではまず見られない光景だった。

　どこまでも広がる背の高い草が茂る草原。藍あい色いろの空にはそれぞれ別の色をした七つの月が輝き、頰ほおを撫でる空気もついさっきまで感じていたものと明らかに変わっている。

　だが、唐突に放り出された僕の中にあったのは混乱ではなかった。それは、目の前の光景が見覚えのあるものだったからだ。

　ただし、現実ではなく、スマートフォン向けソーシャルゲームのムービーの中で。

　何な故ぜ、と考える前に衝撃が脳を揺さぶった。それくらいに目の前の光景は鮮烈だった。

　円を描くように建てられた無意味に精せい緻ちな彫刻の成された七つの柱。

　柱に囲まれた中央に描かれた無意味に重厚な雰囲気を醸し出す無意味に複雑な魔法陣。

　スマホ向けＲＰＧ、『アビス・コーリング』のマップの一つ。

　プレイヤー──召しよう喚かん士しがチュートリアルで訪れる【始まりの遺跡】。

　ゲームのユーザーならば嫌になるくらいに見たことのあるはずの光景で、しかし僕はその光景にただ滂ぼう沱だの涙を流した。

　夢か幻か。僕は果たして狂ってしまったのか。

　現状が全く理解できなかった。唯一わかるのは──その光景は僕が求めてやまないものだったということだけだ。

　自分の格好を見下ろす。服装は記憶に残る最後のものだった。

　黒のジャケットにジーパン。幸いなことにちゃんと外出できる格好をしていたので行動に支障はないだろう。室内にいたので足元は靴ではなくスリッパだが、今はそんなことも気にはならない。

　吹ふき荒すさぶ冷えた風にジャケットの襟えりを寄せる。頰を流れ落ちる涙。圧倒的な現実感。視覚嗅覚聴覚触覚味覚、五感の全てが、これが現実であると訴えかけてくる。

　自分でも驚く程すんなりとそれが理解できていた。

　ありえない。ゲームの中に入り込むだなんて、いくらアビス・コーリングの廃プレイヤーだった僕でも絶対ありえない……はずなのに。

「アビス・コーリング……そんな馬鹿な……」

　試しに言葉で否定してみるが、何の意味もない。

　空に七つの月が浮かんでいる時点でまずここは日本ではないだろう。少しずつ、時間の経過とともに少しずつ頭の中から興奮が引き、冷静になっていく。

　涙を拭い、ズボンのポケットの中を探る。硬い小さな石ころのような物が幾つか、指先に触れる。それを摑つかみかけた瞬間、ふと声が聞こえた。

「あれ……？　こ、こは……」

　先程までは誰もいなかったはずだ。慌てて声が聞こえた方向を見る。

　そこにいたのは一人の少女だった。黒髪に黒目、黒のブレザーにスカート姿は学生のようにも見える。おそらく僕と同じ境遇なのだろう、不安げにあちこちを見渡していた。

　確かに先程までいなかったはずだが、僕もいきなりここに連れてこられたのだから今更だ。既に超常の現象が発生しているのは自明である。考えても仕方ない。

　石を握りしめ、僕はとりあえず女の子に声をかけることにした。

　アビス・コーリングは多人数同時参加型のスマートフォン向けＲＰＧである。当然だが、プレイヤーは一人ではない。基本的には一人プレイのゲームだが、特定プレイヤーとフレンドになって協力してゲームを進めることもできるし、対戦することだってできる。

　といっても、対戦には双方の同意が必要であり、基本はライト層の好む『仲良く楽しくゲームをする』ことをコンセプトとしたゲームなのでプレイヤーは味方だと言っていい。

　協力すれば有利にゲームを攻略することもできるし情報の交換もできるだろう。そして、眷けん属ぞくが見当たらないということは僕と同じ初期プレイヤーである可能性が高い。

　周囲に他に人影がないことを確認し、女の子に声をかけると、女の子の方はこちらに気づいていなかったようで、ぴょんと跳び上がった。

「なななななな……」

　余程驚いたのか、目を大きく見開き、意味をなさない言葉を吐き出す。

　よく見ると随分と美人の子だ。年は僕よりも幾つか下だろうか、学生時代に同じクラスにいたら間違いなくアイドルだっただろう。

　僕は面倒だったので、何も言わずにしばらく腕を組んで少女が落ち着くのを待った。

　ある程度動揺が収まったのを確認して、自己紹介から入る。もっと先に話すべきことはあるはずだが、僕はさっさと眷属召喚アビス・コールをしたい。

「初めまして。僕の名前は……ブロガー。君の名前は？」

　本名を言うか一瞬迷って、ゲーム内で使っていたハンドルネームを言う。もう既に今の状態が常識の範はん疇ちゆう外がいなのだが、ネットで知らない人間に本名をばらしてはいけない。

　女の子は僕の言葉に一瞬固まっていたが、慌ててあちこちを見回した。そして、周囲に誰もいないことを確認してそっと唇を開く。

「あの……ここは……」

　この光景、どう見ても【始まりの遺跡】だろ！

　アビス・コーリングのチュートリアルで流れるムービーは出来が良いことで有名であり、スキップ不可能なので大抵のプレイヤーは覚えていたはずだ。七色の月に七本の柱は単純であるが故にそうそう忘れるものではない。

　だが今はそんなことどうでもいい。僕はそれに答えずにもう一度尋ねた。

「君の名前は？」

「私、さっきまで家にいたはずで……」

「君の名前は？」

「……あお……青あお葉ば、です。七なな篠しの青葉」

　怯えながらも少女が答える。












　ナナシノ・アオバ。

　まるで本名のような名前だ。だが、そんなわけないだろう。今時ネットに本名を出してはいけないなんて小学生でも知ってる。まぁ、ここはネットじゃないんだけど、とりあえず呼ぶための名がわかればいい。

　僕はできるだけ警戒させないように穏やかな微笑みを浮かべ、小動物のようにキョロキョロしているナナシノアオバに尋ねた。

「おーけー、ナナシノ。じゃーまず不ぶ躾しつけなのは承知で聞くけど……君、現金とか持ってる？」

「……え？」

　ちなみに僕は持ってない。ポケットを探っても入っているのは小さな石が五個だけだ。

　ナナシノは家にいたはずなのにいつの間にかここにいたと言いかけたが、僕も同様である。日本での最後の記憶はコンビニから帰ってきて財布とスマホを机に放り出した所で終わっている。

　ナナシノが僕の言葉に、おずおずとスカートのポケットに手を入れ、恐る恐る出した。ゆっくりと手の平を開く。そこにあったのは五つの小さな宝石だった。

　金色に光る石。何故か申し訳なさそうにナナシノが呟つぶやく。

「これしか……入ってないです」

「そうか。僕も同じものを持っている」

　先程ポケットで摑み取った石を取り出す。金色に光る透明感のある石は月明かりの下、神秘的な輝きを見せている。

　アビス・コーリングのプレイヤーならば誰もが見覚えのあるものだ。

　──魔ま導どう石せき。

　アビス・コーリングというゲームはこれなしには始まらない。一番初め、ゲーム開始時にプレイヤーに与えられる魔導石は特別なものだが、普通の魔導石も形は同じだ。

　そして、僕は密かに落胆した。

　ナナシノが魔導石に向けている視線はどう考えても魔導石を知っている者のものではない。この場所がどこだか知らなかった時点でなんとなく予想してはいたが、彼女はアビス・コーリングのプレイヤーではなかったらしい。

　ならばＮＰＣか。いや、話を聞く限りでは僕と立場は同じだ。

　僕は一度息を呑み、恐る恐る言葉を選んで尋ねた。

「ナナシノ、君さ、アビス・コーリングってゲーム知ってる？」

「え…………は、はい……名前だけは。やったことは……ないですが……」

　ナナシノは訝しげな表情で小さな声で答える。

　予想通りの答えだった。ナナシノはプレイヤーではない。

　ナナシノの姿をもう一度確認する。年齢は十代後半くらいだろうか。

　アビス・コーリングというゲームが日本を席せつ捲けんしていたのはもう三年前のことだ。

　当時、アビス・コーリングは国民の半数がプレイしているとも言われた驚異的なシェアを誇るアプリゲームだった。もちろん、機械に疎うとい年寄りはプレイしていなかっただろうから、若者のプレイ率は更に高いだろう。

　ナナシノの年齢ならばやっていても不思議ではない──いや、やっていなければ不思議なくらいだ。そのくらいアビス・コーリングは人気があり、当時はそれをプレイするためのスマホ本体すら品薄になっていた。

　僕の視線に気づき、ナナシノが言い訳のように言う。

「あの……私、スマホ、持たせてもらえなかったので……」

「へー、そうなんだ。大変だね」

　しかし僕はその時にはナナシノに対する興味を失っていた。

　まだ確定ではないが、ゲーム知識なしということは彼女がこの世界で役立たずである可能性が高いことを示唆している。

　話すことは話したので、僕は早速【始まりの遺跡】に立った七本の柱に向き直った。

　七本の柱は眷属召喚アビス・コールにより異界から呼び出される眷属、それぞれの種族に対応したもの。ただし、何を呼び出せるかは選ぶことはできない。

　魔導石をじゃらじゃらと手の平で鳴らしながら柱の中央に向かおうとすると、ナナシノが慌てたように声をかけてきた。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「何？　もう話は終わったけど」

　ナナシノがショックを受けたような表情をした。

　十代の少女が見知らぬ土地に一人。心細いのはわかるがこちらを頼ってもらっても困る。こっちだって同じ立場なのだ。自立しろ。

　僕がもうナナシノに興味を持っていないことがわかったのだろう、ナナシノは一瞬言いよどみ、手の中の石を見下ろしながら言った。

「あの……その……えっと……アビス・コーリングって……なんですか？」

　これはまた難しいことを聞く。

　足を止め、しばし考える。僕はアビス・コーリングのプレイヤーだった。当時石を投げればプレイヤーに当たるくらいに日本のプレイヤー密度は高かったが、アビス・コーリングが何かと聞かれれば答えはたった一つだろう。

　僕は一番最初、チュートリアル終了後にもらえる特別な魔導石──『レア度７以上眷属確定魔導石』を握りしめて、一言で答えた。




「課金ゲーだよ」





　　　　§　§　§






　かつて、アビス・コーリングというゲームがあった。

　日本中で凄まじく流行ったスマートフォン向けのアプリゲームである。パソコンでもプレイできたが、大抵の人間はずっとパソコンの前にはいられないので多くの人がバスの中や電車の中で熱中していた。

　アビス・コーリング。通称アビコルを一言で表現するのならば、課金ゲーだ。ストーリーとかゲーム性とかイラストが可愛いとか、一部キャラには声がついていてその声優が豪華だとか色々な特徴があるが、それをプレイしたことのある人にそのゲームを一言で表現してもらえば確実に『課金ゲー』と表現することだろう。

　アビス・コーリングはＲＰＧだ。

　現れる魔物を倒しながらダンジョン攻略やら何やらを進めていくＲＰＧ。

　プレイヤーは召喚士コーラーと呼ばれる存在になり、天使やら悪魔やらドラゴンやらその他やら、多種多様の『眷属』を『奈落アビス』より召しよう喚かんし、それを使役・育成しながらストーリーを進めていくロールプレイングゲーム。

　眷属召喚アビス・コールは最初、ユーザー登録した際に一回だけできる。

　召喚対象はランダムなので、これは完全に運だ。大抵の人はそこで毒にも薬にもならない眷属を得る。

　最初に召喚した眷属が弱かった運の悪い人には三通りの道がある。

　そのまま弱小の眷属でゲームを進めるか、ゲームを消して再度ユーザー登録をやり直しクソ面倒くさいチュートリアルをクリアしてもう一度眷属を引き直す、リセットマラソン……通称リセマラを行うか。

　あるいは──魔導石を新たに集めてそれを使って召喚するか。

　召喚は魔導石と呼ばれるアイテムを一定数消費することで行うことができる。

　魔導石の入手手段は色々あるが、一番手っ取り早いのはリアルマネーだ。魔導石は課金──現実世界の金で購入することができる。

　魔導石は一個百円だ。五個五百円で一回の召喚。何が出るかは運次第、結果は神と運営のみぞ知る。それを高いと感じるか安いと感じるかは人次第。

　俗に『ガチャ』と呼ばれる奴である。

　さて、ここまでは他のソシャゲーなどでもよくある話だが、アビス・コーリングは幾つかの点で他の似たようなゲームを完全に上回っていた。

　まことしやかにささやかれる運営による確率操作！

　搭載された類たぐい稀まれな物欲センサーに、課金必須のゲームバランス！

　開き直って自ら奈落（アビス）を名乗る豪胆さ！

　課金させるためにあらゆる手間を惜しまない無駄に量の多いアップデート！

　最強の集金システムと呼ばれ、数千万人のユーザー達をどん底に叩き落としたアプリ。

　社会現象にさえなり、新たな法の整備を促進、結局国に潰されサービス終了となった伝説のアプリ。

　それがアビス・コーリングだった。紛うことなきクソゲーである。

　そして、そんなゲームの廃課金ユーザーだった僕が『アビス・コーリング』に酷似した世界に迷い込んだのは運命の導きによるものという他ないだろう。
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　アビス・コーリング。スマートフォン向けソーシャルゲーム。通称、アビコル。

　眷けん属ぞくを召喚コールし、それを育成しながら様々な依頼クエストをこなしていくＲＰＧ。

　無駄に多彩なクエストと奥が深すぎて運営ですら把握しきれていなかった育成システム。得た利益の殆ほとんどをつっこんで運営されていると噂うわさされたそのゲームはグラフィック、システム、ストーリー共に他のゲームの追随を許さず、そして何より課金で得られる魔ま導どう石せきを湯水の如く使うことで知られた──究極の課金ゲーだった。

「課金……ゲー？」

　ナナシノが呆然と言葉を反はん芻すうする。もしかしたら聞き慣れない言葉だったのかもしれない。

　僕はナナシノから視線を背け、もう一度、満天の星を見上げた。

【始まりの遺跡】の七本の柱と天に浮かぶ七色の月は呼び出せる眷属──七種の種族を意味する。【始まりの遺跡】はその名の通り、ゲームのスタート地点であり、プレイヤーはチュートリアルの中で、この場所で初めての眷属を呼び出すのだ。

　石を天に掲げれば、自然と呼び出し方が理解できた。その脳を揺らす不思議な感覚に何な故ぜか目から涙がこぼれ落ちる。

　ナナシノが僕の表情を見てぎょっとする。

「!?　あ、あの、どうしたんですか!?」

　郷愁。

　僕の中にあったのは郷愁だった。

　アビス・コーリングはすでにサービス停止したゲームだ。客観的に見てひどいゲームだった。法整備でサービス終了するゲームとか他に何があるだろうか。

　それでもそのゲームは確かに僕の生きがいだった。当時僕は大学生だったが、寝る時間と食事の時間以外の全てをゲームに費やしたものだ。

　楽しかった思い出があった。苦しかった思い出があった。殺意が湧いた思い出や虚脱感があった。そして──やり残したことも。

　ゲームそのものがプレイできるようになったわけではないとはいえ、それに似た世界に来ることができただなんて、僕が感極まるのも仕方がないだろう。

「ど、どこか怪我でもしたんですか？」

「うっせー、失せろ」

「!?」

「ごめん、感動に水を差されたせいで本音が出ちゃったよ」

　僕はどうでもいいことに対しては歯に衣着せぬタイプだ。

　いきなりの暴言にナナシノがあたふたしている。現状を飲み込めてないのだろう。

　僕はそこで考えた。ナナシノは完全な足手まといである。ゲーム知識のない人間ではアビコルは満足にプレイできない。多分、攻略サイトも見られないし、概ね詰んでる。

　だが同時に、この世界がアビス・コーリングと同じシステムになっているのならば、他のプレイヤーがいたほうがいいことも確かだ。アビコルには膨大なコンテンツがあり、その中には他プレイヤーと協力しなければ挑むことすらできないものも存在する。いくら僕がアビコルに慣れていても一人だとできることが制限されてしまう。

　となると、足手まといでもいないよりはマシだ。

　困惑しているナナシノを見つめると、頭の上に情報が浮かんできた。

　名前、ナナシノアオバ。プレイヤーレベル１。

　そしてその下に緑のバーが見える。ＨＰバーではない、スタミナバーだ。

　普通のＲＰＧとは異なり、アビコルでプレイヤーは死なない。

　ＮＰＣだったらスタミナバーとか出ないはずだし、そもそもアビコルで日本語の名前を持ったＮＰＣは少ないので十じつ中ちゆう八はつ九くプレイヤーだろう。一瞬でそこまで考えると、僕はナナシノに迎合することにした。どうせ大した負担があるわけでもあるまい。

　もしかしたらナナシノ以外にも同じ境遇の人間がいるのかもしれないが、もっとマシなプレイヤーがいたその時はさっさと切り捨てよう。

「まーわからないことがあるかもしれないけど、二人で協力して乗り越えよう」

　笑みを浮かべ、握手でもするように手を差し出すと、ナナシノの表情が一転、胡散臭いものでも見るようなものになる。僕の顔をじろじろと不ぶ躾しつけに観察し、

「……手の平返しひどくないですか？」

「なんかもう面倒だから一人で頑張ろうかな」

「あああああ。噓うそッ、噓うそですッ！　ごめんなさい、全然何がなんだかわからなくて……」

　自覚があるのかないのか、媚びたような笑みを浮かべるナナシノ。

　そう言われてみれば、まだ何一つ説明してなかった気がする。

　僕は召喚用の魔導石を見て、ナナシノの顔を見た。続いて魔導石が握られているナナシノの手を見る。見られていることに気づいたナナシノが慌てたようにその手を身体の後ろに隠した。

　余りにも大仰なその仕草に呆れてしまう。

「盗らないよ」

「……」

「というか、盗れない、と言うべきか。少なくとも、アビコルにそんな機能はなかった」

　アビコルはあくまで全年齢向けの『健全』なゲームである。

　ちょっとばかりクレジットカードが限度額までいって使えなくなったりするが、他人の魔導石を奪ったりできるシステムは存在しないし、ましてや一番初めに与えられる魔導石を奪えるようなゲームなどそもそも存在しないだろう。

　ナナシノが戸惑ったように数度瞬きして、僕を見上げた。

「あの……さっきから言っている内容が……ちょっとわからないんですが」

　これはだめだ……完全に一から説明する必要があるな。めんどくさい。

　まぁ重要なことだけ教えとくか……。

　僕は深いため息をつき、僕達が置かれた状況を、推測を交えて説明した。
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　呆然としたようにナナシノが呟つぶやく。

「ゲームの世界……信じられません」

「僕だって信じられないよ。夢かもね」

　だが、リアリティがありすぎる。

　夜空に浮かぶ月の輝き。嗅覚を刺激する夜の臭いに、肌を撫でる風の感触。そのどれもがこれが現実世界だと訴えている。が、そもそも──

「僕はその真しん偽ぎについて語り合うつもりはないよ」

「……え……」

　ただ、僕はこれがゲームの世界だと考えて動く。それだけの話だ。

　考えても仕方のないことは考えない。もしもこれが夢でないのならば、情報を収集する機会もあるだろう。

　最後に大事な言葉を付け足す。

「ナナシノがどうするのかは任せるけどね」

　足手まといにも程度がある。情報を持っていないのは仕方ないとしても、現実逃避するような人間が役に立つとは思えない。

　僕の言葉を、ナナシノは目を閉じて咀そ嚼しやくした。

　数秒間待つ。再び目を開いた時にはその目に光が灯っていた。まだ戸惑いは残っているが、どうやら決めたようだ。

　かすれた声でその意志を言う。

「わかり……ました。私も、その前提で動きます」

「物わかりがいいね」

　僕の言葉に、ナナシノが疲れたような笑みを浮かべた。

「物わかりの良さだけには……自信があるんです」

　そんなことに自信を持たれても困るぜ。

　ナナシノがそっと手を差し出してくる。改めて協力関係を結ぶことに決めた証か。

「あの……私、何も知らなくて……よろしくお願いします。えっと……」

「ブロガー」

　その手を取ってしっかり握手を交わす。それほど意味のない儀式だ。何かあったら僕はすぐさまナナシノを見捨てる気でいるのだから。

　ナナシノは目を白黒させながら、握手に応えた。

「ブロガー……さん。……本名ですか？」

「んなわけないでしょ。僕は純日本人だよ。ブロガーはゲームプレイ時に使っていたハンドルネーム」

　黒髪に黒目。身長は平均である百七十、体重は平均より少し軽めだが、どこからどう見ても日本人以外には見えなかろう。

　僕の言葉に、ナナシノが恐る恐る聞いてくる。

「……えっと……本名は？」

「知らない相手に本名なんて言うわけないだろ。マナー考えなよ」

「……私は、本名なんですが……」

「……そんなの知らないよ。そっちが勝手に言ったんだから」

　本名だったのか……まぁどうでもいいけど。

　ナナシノは一瞬傷ついたような表情をしたが、諦めたように遺跡に視線を向けた。

【始まりの遺跡】は遺跡とはいうものの荒れ果てた様子はない。

　七本の柱に魔法陣。周囲にはどこまでも波打つ草原が続き、幻想的な光景が広がる。

　遺跡からは幅の広い道が続いていて、そこを通れば最初の街まで行けるはずだ。

　ナナシノはしばらく周囲の光景を呆けたように見ていたが、やがて気を取り直したように僕を見上げて聞いた。

「えっと……初めはどうするんでしたっけ？」

　本来のアビコルならばプレイヤーがまず行うのはチュートリアルだ。

　チュートリアル用の眷属を使ってダンジョンを攻略し、その後に報酬として得た魔導石で初めて召喚ができる。

　だが、すでに魔導石は手元にあるので、今はチュートリアル完了後なのだろう。

　僕はもう一度七つの月を見上げて、祈るような気持ちで声を出した。

「『眷属召喚アビス・コール』かな」
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　アビス・コーリングでプレイヤーは例外なく召喚士コーラーと呼ばれる特殊な職についている。コーラーとは簡単に言うと、召喚魔導師だ。サモナーでないのはきっと運営が変なオリジナリティを出したかったからなのだろう。

　魔導石を使用して眷属を召喚し、それを育成・使役する特殊な魔導師。当然だが眷属なしでは何もできない。

【始まりの遺跡】はゲーム中では召喚士コーラーに縁のある地と説明されていた。

　眷属の召喚元である異なる世界と最も繋がりの強い遺跡。

　僕達がいつの間にかこの場所にいたのも偶然ではないだろう。

　ナナシノがじっと自分の手の中の金色の魔導石を見ている。

　本来の魔導石は虹色をしているが、一番初めに手に入る魔導石だけは違う。

　そして、その五個の魔導石が召喚士コーラーとしての運命を左右すると言っても過言ではない。

　五個の金色の魔導石。それの正式名称を『レア度７以上眷属確定魔導石』という。

　一般のソーシャルゲームで言う、ＳＲ確定ガチャチケットのようなものだ。

　眷属はそれぞれレア度という項目名でランク付けがなされている。

　本来の魔導石はレア度が３以上の眷属の中からランダムで召喚されるが、一番初めの召喚だけはレア度７以上の眷属が保証されるのだ。基本的に眷属はレア度が上であればある程強力で召喚確率が下がるので、これは最初にして最後の大チャンスなのである。




　……ちなみにレア度は21まである。




「召喚……ですか……」

　僕は、遺跡の中央に立った瞬間頭の中にすべきことが浮かんできた。多分ナナシノも同じなのだろう。不思議そうな表情で、しかし躊躇いなくその石を天に掲げる。

　一歩後ろに下がり、その様子を見守る。初めはさっさと召喚するつもりだったが、ナナシノの方を見てからでも遅くはないだろう。

　そして、ナナシノアオバは一度深呼吸をすると、その言葉を唱えた。

「眷属召喚アビス・コールッ[image: ]」

　天を仰ぎ、七色の月を目を皿のようにして確認する。

　その内の一つがきらりと輝く。白色の月──白月が輝いたのは召喚された眷属が『天てん種しゆ』に区分される証だ。

　俗に天使種とも呼ばれる、光の属性を持つ個体ユニツトが多い種族だ。

　そして、ナナシノが浮かれたような明るい声を上げた。

「わ……なにこれ。かわいー！」

　視線を落とす。ナナシノの足元に小さな人型が現れていた。

　本当に召喚できるのか。驚きを味わうよりもまず先にその見た目を観察してしまう。

　体長はおよそ五十センチだろうか。頭を守る白いフルフェイスの甲、よく磨かれた白いハーフプレートアーマーを着た、形だけ見れば小さな騎士だ。その背には包丁と同じくらいの大きさの剣が背負われている。

　ナナシノの声に、その人型は大きく天を仰ぎナナシノを確認すると、優雅な動作で剣を抜き、それを横にして剣を捧げるような仕草をした。

　その仕草に、ナナシノが黄色い悲鳴を上げて身体をくねらせた。先程まで浮かべていた表情とは正反対である。

「な、なんですか、これ！　かわいい！　ねぇねぇ、ブロガーさん。なんですか、これ！　これが、眷属？」

　僕は興奮冷めやらぬナナシノにそれの名前を教えてあげた。僕はそこそこやりこんだプレイヤーだったので大体の眷属の名前は知っている。

「アイリスの単たん騎き兵へいだね」

「あいりすの？　たんきへい？　名前じゃないみたいです」

　まぁ、固有名詞ではない。

　僕はため息をついて忠告してあげた。

「ナナシノ、リセマラした方がいいよ、そいつレア度低いし」
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　アビス・コーリングは眷属の種類がやたらと豊富だ。おまけにアップデートのたびに大量に追加されていたので、ほとんどの眷属は雑ざ魚こであった。

　アビコルが前代未聞の課金ゲーとして名をはせた理由の一つである。

「リセ……マラ？」

「いやだって、そいつレア度７だし」

「レア……度？」

　愕がく然ぜんとした表情でナナシノが呟く。どうやらナナシノはこの手のゲームにとても疎うといようだ。

　ソーシャルゲームにおいてレア度というのは非常に大切なのである。

　アイリスの単騎兵。レア度７の天種。攻撃、防御、敏捷、全てのパラメーターが平均的に伸びる物理攻撃型の眷属。

　まぁ、膨大に存在する眷属達の中ではそう悪い方ではない。僕が名前を覚えている程度には有名で、レア度７としては破格の潜在能力を持つユニットだ。

　だが、同時にそれは断じて初心者向けの眷属ではない。

　僕がナナシノだったら間違いなくリセマラを決行する案件である。

　だって、レア度は21まであるのだ。アビコルでは眷属の種類が膨大で、同時に上と下の能力差がとてつもなく大きい。レア度７以上眷属確定魔導石ならば最低でもレア度15以上の眷属が欲しい。

　ナナシノはなぜだか足元でかしこまる『アイリスの単騎兵』に泣きそうな表情を向けると、顔をあげて恐る恐る尋ねてくる。

「えっと……その……外れ？」

「いや、そこそこの当たりだね」

「え……っと……弱いんですか？」

「いや、めっちゃ強いよ。そういう意味だとレア度７でもそれを引いたナナシノはラッキーかな」

　大体のレア度７ユニットというのは使い物にならない。序盤は戦えるが中盤以降は力不足が目立つ。アイリスの単騎兵はレア度７ユニットの中では数少ない終盤まで戦える可能性を持つ眷属だ。

　ナナシノの表情が困惑に変わる。身じろぎ一つしない自らの眷属に視線を向ける。

「じゃあ……なんで」

　すがるような目つきのナナシノ。

　アビコルは眷属の種類が多いので、初心者では何の眷属が強いのかわからないものだ。攻略ｗｉｋｉも見られない現状では更にどうしようもない。今ここで僕のアドバイスを受けることができるナナシノはきっと幸運だろう。

　僕は少しだけ考え、理由を教えてあげた。

「いや……そいつ、育てると強いんだけど、育てるのがめちゃくちゃ大変なんだよね」

　眷属はレア度以外にも様々な要素で区分されるのだが、その一つに育成タイプというものが存在する。簡単に言うと、育てやすさの指標だ。

　そして、アイリスの単騎兵は代表的な『大器晩成型』のユニットだった。

　眷属は特定条件を満たすことで進化ステージアツプして新たな姿と能力を手に入れるのだが、その条件がアイリスの単騎兵の場合──他のレア度７の眷属とは比べ物にならないくらい難しい。アビコルの進化はただでさえ面倒なのにそれに輪をかけて面倒くさい。中堅プレイヤーくらいじゃ手が出ないくらいに難しいので、その強力なアイリスの単騎兵の最終進化形は滅多に見ることのないレアなキャラであった。

　序盤じゃどうあがいても作れないので、それを気長に育てるくらいならリセマラしてもっと強い眷属が出るまで粘った方がマシだ。

『アイリスの単騎兵』じゃなくて、『アイリス』の方が出てたら最高だったのに。

　初めて得た眷属のためか、ナナシノが未練がましい声をだす。

「で、でも、時間をかければ……強くなるんです、よね？」

「ならないよ」

「……」

　黙り込んでしまったナナシノ。暗い表情のナナシノをまるで僕から守るかのように単騎兵が立ちはだかる。足を上げれば跨げてしまうので壁になっていないが……。

　どうやら眷属は忠実らしい。初めて見る動く眷属に僕は強い興味と憧しよう憬けいを覚えたが、それを抑えて続けた。

「かけなきゃいけないのは時間じゃなくて──手間だ。時間かければ強くなるだろうなんて意識でいてもそれは進化させられない」

　別に僕はナナシノをいじめたいわけじゃない。というか、どうでもいい。

　眷属の進化には条件がある。レベルか、素材か、はたまた別の変わった条件か。

　アイリスの単騎兵の進化条件はレア度が最上位の眷属の進化条件と同じくらいに困難だ。中堅プレイヤーが挑むには難しすぎる。そして最上位プレイヤーはもっと強いユニットを持っているのであえて進化させたりしない。

　が、リセマラをするかどうか決めるのは僕ではない。価値観は様々だ。もっと弱いユニットを可愛いという理由で使う者だっている。一番初めの召喚は最大のチャンスだが、別に召喚できる機会はこれだけではないのだ。

　必要なのはそれが修羅の道だと知って前に進む覚悟である。

　情報は与えた。途中でくじけても僕の知ったことではない。

　ナナシノが目を丸くする。僕のものよりも濃い黒の目が僕の仏頂面を映している。

「えっと……それは、頑張れば、強くできるってこと、ですか？」

「リセマラするかそいつをそのまま使うか決めるのはナナシノの自由ってことだよ」

　リセマラを強要する程僕はナナシノに価値を見出していないということでもある。彼女が妹だったりしたら兄としてリセマラすることを強くおすすめしていただろう。だが、彼女は赤の他人だった。全ては自己責任だ。

　ナナシノは僅かの間も空けずに即座に応えた。

「このままこの子を使います！」

「へー、それは良かったね。頑張りなよ」

「ありがとうございます！」

　おざなりな対応に、ナナシノは花開くような笑みで言った。

　別に礼を言われるようなことはしていない。決めたのはナナシノで、きっと彼女はその必要な努力の量を履き違えている。そしてそれに気づいた時は、アイリスの単騎兵に強い愛着を抱いてしまっているのだ。そうやってリセマラの選択を取れない人は多い。

　ともかく、ゲーム通りに眷属が召喚できることはわかった。次は僕の番だ。

　ナナシノが後ろに下がり、僕が代わりに遺跡の中央に立つ。そして、僕は何の覚悟も決意もなく、ゲームの時は数え切れないくらい実施した眷属召喚アビス・コールを実行した。

「眷属召喚アビス・コール」

　視線を天に彷徨わせる。だが、そんなことをしなくても目に入ってきた。

　月の一つが輝く。闇の中、より深く輝く黒色の月だ。

　手に握った魔導石が消失し、気配が生じる。

「なななな……」

　ナナシノが口をパクパクさせて奇妙な声を上げる。

　そして僕は顔を下ろし、それに視線を向けた。

　そこにあったのは影だった。のっぺりとした人型の影だ。本来の影と異なるのは、それが二本の足で立っていること。目も鼻もない容貌。その顔に口が生じる。三日月形をした裂けた口がノイズ混じりの声で僕に言う。

「くっくっく──貴様が我の新たなる主あるじか……」

「しゃ、喋った……？」

　ナナシノが呆然と呟く。












　他の月の光の中、くっきり浮かぶ闇色の月──黒月が輝いたのは冥めい種しゆの眷属が召喚される予兆である。悪あく魔ま種しゆとも呼称される、ナナシノの眷属の正反対に位置する種族だ。

　そして、僕はその姿形に見覚えがあった。

　個体名、『サイレント』。

　レア度17。冥種。そこそこ高い攻撃力とＨＰ、回避率に加え、なかなか替えの利かない固有能力を持つ、ゲームの中でもまあまあ評価の高かった眷属の一体。

　それが実体を持って僕に語りかけてきていた。

「我が名は『静寂サイレント』。この世に真の静寂をもたらす者──」

　なんか偉そうに色々と言っているが、僕は一旦それを聞き流し、冷静に考えた。




　サイレント。サイレント、かぁ。




　悪くはない。確かに悪くないよ？　最初の眷属としてはかなりの幸運だし、もしも普通の眷属召喚アビス・コールで召喚できたのならばちょっと嬉しい、そんな眷属だ。何回召喚してもサイレントが引けなくて困っているサイレント難民なんて言葉があるくらいにはいい眷属だ。

　だが、僕が使ったのは『レア度７以上眷属確定魔導石』。たった一回しか使えない特別である。もうちょっと良いキャラを狙える気がしないでもない。

　大体、アビコルにはもっと魅力的なキャラが沢山いる。サイレントのグラフィックは完全に手抜きだ。どうせ最初の眷属にするならば可愛い女の子がいいし、僕にはゲーム時代にやり残したこと──是非とも召喚したかったキャラがいるのだ。

　性能が良かったら別にそれでもいいんだけど、ベターではあってもベストではないし。

　そこまで一秒で考え、僕は大きく頷いた。

「ゆめゆめ忘れるな。我を失望させることなかれ。その時貴様の──」

　まだ何事か語り続けているサイレントを無視し、ナナシノの方に向き直る。

　戸惑ったようにサイレントが唸る。

「む？」

「ごめん、ちょっと軽くリセマラするわ」

「……え？」

　ナナシノが呆けたような表情をする。僕はナナシノと違って理想がかなり高いのだ。

　ゲーマーは妥協したりしない。

　戸惑ったように沈黙するサイレント。不思議そうな表情のナナシノを置いて、地面に落ちている尖った石を拾う。

　全く。初回でサイレントとかラッキーなのかラッキーじゃないのか。どうせ同じレア度17の眷属だったら可愛い女の子の形してる『ブライト』とかその辺りが出てくれればよかったのに。

　ぐちぐち文句を言いつつも、すでに引いてしまったものは仕方ない。

「おい……主？　貴様、何をするつもりだ？」

「リセマラだって」

「？？？？？　リセマラ？　ってどうやってやるんですか？」

　アビス・コーリングのリセマラはアカウントを削除して再登録である。

　ゲームならその後にチュートリアルをやり直さねばならないのでかなり面倒なのだが、どうやらチュートリアルはスキップされるようなので今回はそんなにかからないだろう。

　鋭利な石の先を見つめる。もしも突き刺さったら凄い痛いだろう。だが、背に腹は代えられない。

　僕はその石の尖端を自分の目に向かって叩きつけようとした。ナナシノが息を呑む。

　躊躇ためらいはなかった。だが、尖端が視界一杯に広がった瞬間、手が止まる。視界が暗くなっていたが、痛みも感じないし、いくら力を入れてもそれ以上先に進まない。

「え……ええええ……ええええええええ？　なにやってるのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?!?」

　サイレントだ。サイレントが石を受け止めたのだ。

　その影のような腕が伸び、石を包み込んでいた。サイレントの身体は影のような見た目だが、その性能はどちらかと言うと近接戦闘タイプに近い。

　悲鳴のようなサイレントの声には先程まであった威厳が欠片かけらもなかった。

　なんかキャラが早速崩壊しているサイレントに、石で何とか自分の眼球をかき回そうとしながら説明する。

「邪魔しないでよ。リセマラだって」

　リセマラ。リセットマラソンの略である。他のゲームでもよくあるが、いいキャラやアイテムを引けるまでゲームを初めからやり直すことを指す。これくらい常識だ。

　アビコルは確率がしょっぱいので運が悪ければ一週間くらいかかるだろう。

「何を言っているかわからないんですけどぉ!?」

　僕の懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明を聞いたサイレントは悲鳴をあげ、いやいやと首を左右に振る。そりゃ、僕だって痛いのは嫌いだ。だが、リセマラはゲーマーの嗜たしなみである。

　そもそもの原因を考えると、召喚されてきたサイレントが全て悪いのだ。

　だがサイレントを罵ったりしない。責任転嫁などしない。

　ただ僕はやり直す。納得できる眷属が出るまでやり直す。

　サイレントが首をぶんぶん振っている隙すきに今度は右目目掛けて石を振り上げる。頭の中はもう次の眷属のことでいっぱいだ。

　それまで硬直していたナナシノが背中に飛びつき、僕の腕の動きを妨害してくる。

「ブロガーさん!?　死んじゃう、死んじゃいますって！」

「いや、大丈夫だよ。すぐに戻ってくるから」

「そ、その保証あるんですかッ!?」

　ナナシノが悲鳴を上げる。だが僕は冷静だった。

「いや、アビコルならリセマラは嗜みだって」

「どんな常識ッ!?」

　むしろリセマラがないゲームなんてないだろ。
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　サイレントが地面をばんばん叩き、泣きそうな声を上げる。

「うぅ……主は……わたしの何が不満なのだ……」

　サイレントが情けない声をあげる。キャラ崩壊しすぎて一人称まで変わっていた。

　ナナシノはともかく、眷属にリセマラを止められるのは予想外だった。

　やはりゲームと現実世界は違うというべきだろう。チュートリアルはなかったとしても、毎回こんな感じで止められていたらリセマラが面倒で仕方ない。

　僕はため息をつき、結局、サイレントに説得されることにした。

　特別な魔導石はもう手に入らなくても、この世界がアビコルならばいくらでも召喚の機会はやってくるだろう。確率は低くても試行回数を増やせばいいだけの話だ。

　大きく舌打ちして、サイレントを見下ろし、吐き捨てるように言う。

「仕方ない、とりあえずサイレントで妥協しよう」

「えぐっ……あ……ありがとうございます……」

「ブロガーさんってまさか……頭おかしい？」

　確かに、リセマラという単語すら知らなかったナナシノにとっては、アカウント削除という面倒な手間を踏んでまでレアキャラに命をかける者達は頭がおかしいように見えるかもしれない。これが文化の違い……か。

　一番初めに手に入る魔導石は五個だけだ。もう遺跡には用はない。そもそも、眷属召喚アビス・コールは魔導石さえあればどこでもできるんだけど……。

　そういえば、召喚のエフェクトがなかったな……ゲームならゴミ箱をひっくり返すというプレイヤーを馬鹿にしたようなエフェクトがあったんだが……。

　やはりゲームと現実、多少の差異は存在するのだろう。

　遺跡を出る僕につづいて、強張った表情のナナシノ、そして、すっかり憔しよう悴すいした様子のサイレントがとぼとぼ後ろをついてくる。最初の偉そうな口調はどこにいったのか、その有り様はとても冥種には見えない。最初は演技していたのだろうか？

　眷属召喚アビス・コールで現れる眷属には七つの種族が存在する。

　冥種。天種。無む種しゆ。竜りゆう種しゆ。獣じゆう種しゆ。霊れい種しゆ。異い種しゆ。

　冥種は七種族の中では変わった特徴こそないものの、攻撃力に秀で優秀な特殊能力を持つものも多く、序盤から終盤まで安定している種族である。グラフィックもけっこう可愛いかったり格好良いのが揃そろっており、その観点で評価するとただのシルエットみたいなサイレントはかなりの手抜きだろう。

　若干げんなりしている僕の隣にナナシノが並ぶ。その足元には機敏な動作でアイリスの単騎兵が歩いていた。

「あの……これから、どうするんですか？」

「……街に向かうよ。ゲームに則ってね」

　アビコルには幾つもの街があるが、プレイヤーが最初に訪れる街を【古都プロフォンデゥム】と言う。

　そこには召喚士コーラーに仕事を斡あつ旋せんしてくれる召喚士コーラーギルドを初めとした主要施設が揃っており、ゲームではプレイヤーはそこでチュートリアルを行った後に最初の召喚を行う手順になっていた。ゲーム序盤から中盤あたりまでのホームタウンになりうる街である。

【始まりの遺跡】から伸びている道を辿れば【古都プロフォンデゥム】に着くだろう。道は一本だ、迷う心配もない。

　ぞろぞろと二人と二体、連れ立って、道を進んでいく。

　空はまだ暗いが、七つも月が出ていることもあり、視界は十分確保されていた。

　歩いているとふとナナシノが聞いてくる。

「そういえば……サイレントさんは話せるんですね。私のアイちゃんは話せないのに」

　早速名前つけたのか……それにしてもアイちゃんって、ネーミングセンスがなさすぎる。他のアイリスシリーズの眷属を引いたらどうするつもりなのだろうか。

　ゲームでもキャラにニックネームをつけることができた。僕は面倒だったからつけなかったが、とりあえずサイレントはサイレントのままでいいだろう。面倒だし。

「な……当然だろ、小娘！　この我を誰と心得る！」

　その言葉を聞き、サイレントが憤ふん慨がいしたように叫ぶ。その影の身体がまるで風船のように大きく膨れ上がる。

　ナナシノがビクリとして僕の腕を取り僕を盾にした。人の眷属と喧嘩すんなや。

「まー、レア度の高い眷属には固有イベントあるしね……」

　基本的に眷属はただのユニットだが、特定の眷属にはそのキャラを持っていなければ発生しないイベントが存在し、そこで多少の会話描写がある。アビコルは無駄に細やかな配慮がされたゲームなのだ。ボイスもついたりする。まぁ、会話があるのはイベント内だけで、普段は会話とかできないのだが、現実ではまた違うらしい。

　僕は膨れ上がったサイレントをぶん殴り、ナナシノの眷属に視線を向けた。

「アイリスの単騎兵も話せるようになるよ……進化させないといけないけど」

「ほ、本当ですか!?」

　ナナシノが目を輝かせる。……喋りたいのか。

　ちなみにアイリスの単騎兵は進化するにつれ身体が大きくなり、最終的には普通の人間並みの大きさになる。そこまできて初めて、アイリスの単騎兵というキャラの持つ知りたくもない設定が披露されるのである。

　僕はそこまで話してしまうか迷ったが、面倒くさかったのでやめておいた。
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【古都プロフォンデゥム】はアビス・コーリングにおいて、最古から存在するとされる都市だ。広い街全体が壁で囲まれており、四方に巨大な門を持つ。

　門はあっても審査はほとんどなく、僕とナナシノは簡単な幾つかの質問に答えるだけで街の中に入ることができた。

　街並みを見てナナシノが短い歓声をあげる。

「わぁ……なんか予想と違いますね」

　アビス・コーリングの世界観はファンタジーによくある中世風の世界ではない。

　最古の都市と言っても、街並みが古臭かったりするわけではない。実際に見る【古都プロフォンデゥム】の街並みを僕の乏しい語彙で表現するのならば、現代のヨーロッパ風の街並みと言えるだろう。

　僕は日本から出たことはなく、当然ヨーロッパに行ったことはないのでただのイメージだが、工業製品に溢れ街並みは清潔で道路も舗装されている。規則的に並んだ電灯により、夜中にもかかわらず街は明るい。

　現実世界と異なるのは電気の他に魔力と呼ばれるエネルギーも使用されていること。そしてファンタジー御用達のファンタジックな動植物が存在していることくらいだろうか。現代社会にあるものがすべて完全に再現されているわけではないが、僕はその街並みに対して強い違和感を覚えなかった。

　流石さすがに自動車は走っていないが、その代わりに四足歩行の蛙に似た変な生き物が引いた馬車が頻ひん繁ぱんに行き来していた。変な生き物の名前は知らない。眷属にもいない。ゲームでも名前は出てこなかった。なんなん、あれ。

　ともかく、【プロフォンデゥム】の街並みは古都という割には全然古都っぽくない。

　ナナシノが目を見開き、店の壁に張られた剣の写真が印刷されたポスターを見ている。

　これはアビコル世界全体に言えるのだが、車がないのに飛行船があったり列車が走っていたり、テレビやパソコンがないのにカメラがあったり、巨大ロボが出てきたり、アビコルの文化や技術体系、時代設定はかなりザルである。運営が細かく設定するのを面倒臭がったせいではないかとプレイヤーの間ではもっぱらの噂であった。

　育成ゲーなので多分世界観とかどうでもよかったんだろう、僕もどうでもいいし。

「まぁ、中世ヨーロッパはうんことかその辺に撒き散らかされてたらしいけど、そんなの再現されても困るしね」

「うんッ!?　……ブロガーさんデリカシーないって言われません？」

　ナナシノが興味深そうに行き来する馬車を見ていたが、僕は古都なんかに興味はない。

　街に入った時に貰った地図を確認しながら、早速ギルドに向かう。

　召喚士コーラーギルド。

　それは、召喚士コーラーに仕事を斡旋する組織だ。

　ゲームの中ではプレイヤーが最初に所属することになる。

　召喚士コーラーギルドでは仕事の斡旋の他にも、召喚士コーラー用のアイテムの売買、師や弟子の斡旋、魔物やアイテムの情報収集などが可能であり、時たまイベントなどをやったりもする。

　ゲームには詳しくても、まだこの世界に詳しくない僕が向かう先としてはちょうどいいだろう。

　街灯のおかげで足元は確かだ。僕達は程なく召喚士コーラーギルドにたどり着いた。

　召喚士コーラーギルドはそれほど大きくない建物だった。それでも、数階建てであり個人の家などとは比べ物にならないくらいの大きさはあるが、両隣を見上げる程巨大な魔導師ギルド、剣士ギルドに挟まれているので、実体以上に小さく見える。

　アビコルの世界では、召喚士コーラーは魔法使い、剣士と比べて希少な職業とされる。といっても、アビコルは召喚士コーラーになるゲームなので魔法使いや剣士はたまに敵や味方として出てくるくらいだったが、現実で建物を見ると規模の違いは明白だった。

　もう夜だがギルドの前の人通りは少なくなかった。ファンタジックな鎧やらローブやらを着た人々が両隣のギルドに出入りしており、この世界がファンタジーであることを示している。

「わぁ……わぁ……」

　そういえば僕達はどこに泊まればいいんだろう……。

　お上のぼりさん全開でわぁわぁ言っているナナシノをよそに考える。

　アビコルはソシャゲーだ。操作は簡略化されており、街中では移動さえなかった。宿屋もショップもメニューを選んでワンタップだったが、この世界では違うようだ。

　なんだかお腹も減ってきたし、金はない。リアルマネーもないしゲームマネーもない。

　その辺の現実故の面倒な部分は自分でなんとかしなければならないのだろうか？

　面倒くせえ。僕はそういう積極的な行動が大の苦手なのだ。ゲーマーはみんなそうだ。

　難しい表情をする僕に、足元の影が偉そうな口をきく。

「主、心配はいらぬ。我がいる限り主は敵なしよ」

「……そうだね」

　じゃーお前、宿探して金稼いで僕を食べさせろよ、そして魔導石持って来いよ、という言葉を僕は呑み込んだ。

　そんなのサイレントに言っても無意味だし、僕は意味のないことはしない主義であった。もちろん、ナナシノに言っても無意味だろう。

　とりあえず、無駄にやる気満々のサイレントに提案する。

「サイレント、邪魔だから僕の頭に乗りなよ。小さくなれるだろ？」

「……容易いことだ」

　サイレントの身体がゆらめき、僕の半分くらいの身長からネズミくらいの大きさに変化する。ぴょんと大きく跳ねると、僕の頭の上に着地した。

　思った通り、サイレントにはほとんど重さを感じない。影だから当たり前だが、これくらいの大きさだったら目立たないだろう。

　小さく呼吸をすると、僕はギルドの大きな扉を、身体を押し付けるようにして開いた。
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「我らが召喚士コーラーギルドは新たな二人の仲間を歓迎する」

　強こわ面もてのおっさんが厳げん粛しゆくな声で言う。

　僕達は何の障害もなくあっさりと召喚士コーラーギルドに登録することができた。

　特に料金など必要ないらしく（ゲーム内でもいらなかったが）、登録処理も簡単だった。もっとも、これは僕達が既に眷属を連れているからできたことで、召喚士コーラーギルドへの登録は召喚士コーラーしかできないらしいがまぁそんなことはどうでもいい。

　ナナシノが満面の笑みで、召喚士コーラーの証──七色の七しち芒ぼう星せいの細工がなされたペンダントを首からかける。そこそこ膨らんだ胸の上で七色がキラリと光った。

　女性の召喚士コーラーは珍しいのだろう。ましてやそれが美少女ともなると希少価値は更に高まるに違いない。その様子に、少し離れた場所に群れている召喚士コーラーの男達がちらちらと視線を投げかけている。

　日本人故なのかもともとそういう気質なのか、はたまた育ちがいいためなのか、余りそういったことに聡くない僕から見てもナナシノの様子は無防備に見えた。

　別に好きにしたらいいと思うけど、僕にだけは迷惑を掛けないで欲しいものだ。

　一通り見回し確認するが、プレイヤーらしき者は一人もいない。髪の色がカラフルだし何より、プレイヤーは注視すれば名前とスタミナバーが見えるからすぐにわかる。何も出ないのはＮＰＣだろう。どうやら僕達のような境遇の者は少ないようだ。

　もう傍はた目めから見ても完全に浮かれているナナシノが砕けた口調で聞いてくる。

「ねぇ、ブロガーさん。今日の宿はどうします？」

「ナナシノを売り飛ばしてその金で高級宿に泊まりたいかな」

「……またまた」

　僕の言葉に本気を感じ取ったのか、ナナシノが一歩下がった。

　そこで、少し考えていたことを相談してみる。

「ねぇ、ナナシノ。僕達って食事とらなくても生きていけるかな？　どう思う？」

「……へ？　普通に死んじゃうと思いますが……」

　訝しげなナナシノの表情。丁度タイミングよくそのお腹からきゅるるーと可愛らしい音がして、その頰ほおに朱が差した。

　やはりそうか……死んじゃうと思うか……。

「いや、僕に常識がないとかじゃないんだけど、ゲームじゃ食事なんてなかったからさ」

　食べなくても死なないと思うじゃん？　というか、ゲーム内では眷属は死んでもプレイヤーは死んだりしない。

　ナナシノが声を抑えて、呆れたように言った。

「……ブロガーさんには常識が足りてないと思います。お腹減ってないんですか？」

「減ってるけど、ただの気のせいかなーと」

「……そんなわけないでしょう」

「ナナシノの腹の音を聞く限りではそんなわけないみたいだな」

「ッ!!」

　さて、しかしそうなると困った。

　アビコルでゲーム内マネーを手に入れる方法は大きく分けて二つだ。

　ギルドで依頼──クエストを受け、それを達成して報酬として手に入れる。

　魔物を倒して落としたアイテム──ドロップを売却して手に入れる。

　順当にプレイしていけばお金は最終的にめちゃくちゃ余るので気にしたことはなかったが、宿や食事を取らないといけないとなると面倒くさい。

　まだ夜間である。テンションが上がっているためか疲労は感じないが、今後のことも考えなくちゃならないし、やらなきゃならないことも多いので休んでおきたい。

　ふとその時、ギルドの横に併設された酒場の方に視線が向く。夜間にもかかわらず、そこには酔っ払い召喚士コーラーが何人もくだを巻いている。

　ほとんどが男だ。その無駄に自由が利きそうなＮＰＣの様子に僕はナイスなアイデアを思いついた。

「ナナシノさ」

「……はい？」

「あそこの酒場にたむろしてる連中を軽く相手してお金恵んでもらってきてくれない？」

　だいぶ酔いも回ってるようだし、ナナシノは目を引く容姿をしている。お酌するか軽く身体触らせてうまくおだてればなんとかなる気がする。

　僕の言葉に、ナナシノは一瞬ぽかんとしたが、すぐに顔を真っ赤にした。照れではない、怒りだ。

「はぁ？　な、ブロガーさん、貴方、今何言ってるかわかってるんですかッ!?」

「苦手？　やりたくない？」

「ッ……」

　唇を嚙み締め、ナナシノが怒りでぶるぶると震える。眉が釣り上がり、その漆黒の目がこちらの真意を問いかけるように睨みつけている。

　足元のアイリスの単騎兵が剣を抜いてこちらに向けた。銀の刃が明かりを反射し輝く。

「苦手っていうか……なんで、私が、そんなことを──」

「いや、まだ君、僕についてきてるだけだし、何も知らないみたいだし、役に立ってないから少しくらい役に立ちたいかなってさぁ」

　この調子じゃナナシノが役に立つのは随分先だろう。

　だがまぁしかし、僕にデリカシーがなかったのは確かかもしれない。この年の少女に言うべきことではなかったか……気をつけよう。

　もはや殺意さえ感じさせる視線を向けてくるナナシノの肩を軽く叩いた。

「まーいいか。じゃあ僕が少し稼いで来るから、ナナシノはその辺で少し休んでなよ。疲れただろ」

「……ッ……は、い」

　まだ怒りをこらえきれない様子でナナシノはぶっきらぼうに答えた。

　とりあえず外に出よう。そして人通りの少ない暗がりを歩こう。今更、街の外に出るのは面倒だが、見たところ、街中にもガラの悪そうな連中が何人かいた。

　ゲームなのにプレイヤーが疲労するなど仕様外である。こちらも仕様外の手段で金を稼いでも文句は出まい。

　サイレントに早速役に立ってもらうことにしよう。
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「人を襲うだなんて人間的にどうかしてるよね」

　サイレントは全体から見ればそれほど強い眷属ではないが、古都は最初の街だ。そこに住むＮＰＣは一部例外を除けばアビコルでも最弱であり、勝負は簡単についた。

　地面に横たわりピクリともしないＮＰＣ剣士をひっくり返し、懐を漁る。アビス・コーリングにおいて、戦う相手は魔物だけではない。クエストの中には剣士や魔導師と戦うものもあるし他の召喚士コーラーと戦うこともある。そういった場合も魔物と同様にドロップ──アイテムとお金を得ることができる。罪悪感はない。多少オーバーキルだっただけで、襲ってきたのはこいつらの方だし、所詮はＮＰＣだ。

　血まみれで倒れ伏す三人から財布を抜き取る僕に、頭の上のサイレントが若干呆れたような口調で言う。

「……まぁ、主がそれでいいなら我は構わんがな」

「しかし、このあたり治安悪いな」

「まったくだな」

　誰かに目撃されたら誤解されてしまうかもしれない。手短に目的を達すると、速やかにギルドに戻る。

　中に一歩足を踏み入れたところで、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「や、やめてくださいっ！」

　まるで蟻に集られる角砂糖のように、ナナシノが五人の男達に囲まれていた。

　アイリスの単騎兵が足元をちょこちょこ歩き回り守ろうとしているが、男達もその側に眷属を連れている。中にはレア度が単騎兵よりも高い者もいる。育成していないナナシノの単騎兵ではとても敵わないだろう。

　ギルドの隅。強面の男達に囲まれ、ナナシノの声は気弱だった。

　僕はうんざりしながら呟いた。

「……何だ、やればできるじゃん」

　なんてベタなんだ……。

「……あれを見てそんな感想が出る主は凄い」

「もしかしたら僕の意見を聞いて金を貢いでもらうつもりかもしれない」

「そんなわけないだろう」

　そんなこと言われたって、あの年頃の女の子の考えることなど僕にわかるわけがない。

　受付カウンターの職員も見ているだけで特に止める様子はない。他にも酒場にはＮＰＣ召喚士コーラーがいるが、誰も助ける気配はない。ただ強張った表情でそちらを見ているだけだ。

　そこから見てもその行為はある程度黙認されているようにも思える。

　そんなことをぐだぐだ考えていると、ナナシノがこちらを見つけ悲鳴をあげた。

「ブ、ブロガーさんッ！　た、助けてッ！」

「なんかこのまま引き取ってもらったほうがいい気がしてきた」

　視線を集めていたことは気づいていただろ、自衛しろや。

　僕の言葉に、ナナシノが蒼白になる。男達が壁になっているため、ナナシノは一歩も動けないようだ。

　取り囲むＮＰＣの眷属を眺め、ため息をつく。

「だからリセマラしたほうがいいって言ったのに」

　アビコルは課金ゲーである。強い眷属を手に入れた者が当然勝つ。

　ちゃんと強力な眷属を手に入れていたらこの程度屁でもなかったのに。

「わ、私に死ねって言うんですか!?」

「いや。死ぬんじゃなくて、アカウント削除、再登録だって」

「どどどど、どーやってやるんですかぁッ!!」

　アビコルでプレイヤーに死の概念はない。強いて言うならアカウントの削除が死と呼べるだろう。だから、この世界の死はアカウント削除に該当するのではないか。僕のその理論はまっとうなものである。

　と、僕とナナシノの仲が余り良くないのは明らかなのに、男の一人がニヤケながらこちらに近づいてきた。

　焦げ茶色のぼさぼさの髪に髭ひげ面づら。最初ギルドに来た時にじっとこちらを見ていたＮＰＣだ。一緒にいたところは見ていたはずなのに、わざとらしく聞いてくる。

「んん？　あんた、彼女の連れかぁ？」

「いや、ナナシノが僕の連れなんだけど」

「……んなのどうでもいいッ！」

　男が唐突に怒鳴りつけてくる。

　僕は細身だ。目の前にきた男は僕とは比べ物にならないくらい、召喚士コーラーという職に似つかわしくないくらい身体がでかい。やや色褪せた赤褐色のローブは歴戦の証に見える。その後ろにはライオンと同じくらいの大きさの獣種の眷属を連れていた。

　ギョロリと濁った茶色の目が僕を見下ろす。

「わりぃが、失せてもらえねえかねえ？」

　荒々しいガラガラ声を聞き、僕は少しだけ考えて答えた。

「ロリコン」

「!?」

　男が瞠どう目もくし、後ろの獣種の眷属が唸り声をあげる。

　助けるメリットはないが助けないメリットもまたない。それにその前に確認せねばならないことがある。

「君ってプレイヤー？」

「な、てめえ！　今なんつった!?」

「何だやっぱりＮＰＣか……」

　無駄なＡＩ積みやがって。

　アビコルの男性キャラクターは筋骨隆々とした男が多い。僕の姿はここに来る前から変わっていないし、見上げなければいけない程の男は大体プレイヤーではないだろう。スタミナバーがないことからもわかっていたことだが、随分と……人間に似ているな。

　しかし、プレイヤーじゃないってことは……クエストか。

　アビコルでは何もない時にＮＰＣの召喚士コーラーに喧嘩を売られたりしない。

　ダンジョン探索や事件の発生、依頼など、プレイヤーが取り組むべきイベントをまとめてクエストと呼ぶ。こんなクエスト記憶にはないが、アビコルには眷属の種類と同じくらいクエストがあるのでさすがの僕でもどうでもいいクエストまで覚えていない。

　基本的にクエストとはギルドで受けるものだが、突発的に発生するものも決して少なくない。もちろん受託するかどうかはプレイヤーの意志に委ねられるが今回の場合は……クエスト名は少女を助け出せ、ってところだろうか。戦闘があるクエストは最もポピュラーなものだ。べったべたなシチュエーションもきっとクエスト故だろう。

　ゲームではこういう時はクエストウィンドウが表示されたのだが、出て来る気配はない。まぁこの辺りは要検証、か。

　顔を真っ赤にする男を置いて、男達の眷属の方を観察する。

「報酬はなんだろう……ランク的にはそんな高くないよなぁ」

　相手の召喚士コーラーの眷属……リセマラしたプレイヤーならば開始直後でも勝てるレベルだ。クエストは難易度に比例して報酬が違うので余り期待できないだろう。

　眷属を注視するとその頭の上に眷属名とレベル、ＨＰバーが浮かんで見えてくる。男達の頭の上には何も見えない。名前もないモブキャラのようだ。

　目の前の名もなきモブが先程とは異なり、少し気味の悪そうな表情で言う。

「な、何言ってんだ、こいつ？」

「まー一番最初だし、とりあえず受けとくか……」

　僕の言葉から察したサイレントが僕の前に飛び降り、人型程の大きさに膨れ上がった。

　ナナシノを取り囲んでいた小柄な男が愕然とした表情で僕の顔を指差す。

「あ、兄貴、そいつの顔についてるの……」

　そう指摘されて、初めて頰に何か付着しているのに気づいた。指先でこすると、ヌメッとした感触が指に残る。痛みはない。さっき襲ってきた剣士の血が飛んでいたようだ。

　ぬめぬめした血の感触に、僕はサイレントに文句を言った。

「おいこら、サイレント、跡は残すなって言っただろ」

「いや、主が前にいたのが悪いんだし」

　主人に文句を言うとはとんだ眷属である。

　僕は手の平で血を拭き取って、気を取り直して向き直った。後でちゃんと洗おう。

「さぁ、かかってきなよ」

「あ……兄貴……」

「怯えるんじゃねえ！　こっちは五人いるんだぞ!?」

　怯えてる奴が言うセリフを吐き出し、兄貴と呼ばれた男が怒鳴りつける。男達が戦闘態勢に入り、後ろに待機していた眷属がその前に立ちはだかる。もはやナナシノのことなど忘れているようだ。

　僕は冷静に全員を観察した。ＮＰＣが五人。最後に男達の後ろで青ざめて立ち尽くすナナシノを見る。

　やはり、頭の上には名前とプレイヤーレベルとスタミナバーが表示されている。

　ナナシノアオバ。プレイヤーレベル１。

　もう一度ぐるりと周囲を見渡すが他に名前とレベルが表示される者は見当たらない。

　……やっぱりプレイヤーはナナシノだけか。もうちょっとおとなしいプレイヤーがいたらよかったのに。

　男達が僕を取り囲む。解放されたナナシノが小さい声をあげる。

　僕は順番に男達の眷属を指差した。

「荒ぶる風のアングリー・ホーク。自じ在ざい鉄てつのストリーミング・メタル。地底で泣き叫ぶブラック・バンシー。タナトスのダークナイト。そして、獣王精鋭のブレードキマイラ」

　僕の言った通りの名が眷属の頭の上に浮かんでいる。男達がざわめいた。

　全部ゲームをやっていた頃は腐る程見た名前だ。基本的に名前の頭に装飾がつく眷属は外れである。そこを変えて眷属の種類をかさ増ししているのだ。腹立つぜ。

　一度ため息をつき、兄貴が連れていたこの中では一番マシなレア度９のブレードキマイラを差して宣言した。ＮＰＣに言うようなことでもないが──。

「僕なら間違いなく『リセマラ』だ」
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　アビス・コーリングは札束で殴り合うゲームだ。

　勝負は一瞬だった。アビコルはレベル制のＲＰＧである。魔物を倒したりアイテムを食べさせたりすることによって眷属のレベルを上げることができ、それに比例して能力も上昇するが、それぞれの眷属には生まれつき大きな格差がある。

　レア度にここまで大きな差があると勝負にもならない。男達の眷属のレベルは上限いっぱいまで上げられていたが、それでも覆せない差があった。

　即座に複数に伸びたサイレントの腕を奴らは避けられなかった。全て僕の想像通りだ。

　ギルド内がしんと静まり返っている。先程は目を背けるようにしていた連中が唖あ然ぜんとした表情で僕を見ている。

　今まで黙り込んでいたナナシノが息を呑み、呟いた。

「す、凄い……」

「我の力を使えばこんなものよ」

　床に串刺しにされた眷属達。まだ生きてはいるがＨＰは九割削られており、もう行動不能だろう。アビコルではＨＰの消耗具合によってステータスや行動にペナルティが発生するのだ。

　音すらなく、抵抗することすら許されずに行動不能に追い込まれた眷属達に、先程まで威勢が良かったその主は化け物でも見るような目を僕に向けていた。

　といっても彼ひ我がの力量差など種族を見た時点でわかっていた。そんな目で見られても感想はない。そんなことより、もっと気にしなくてはいけないことがある。

「報酬はどこで受け取るんだろう？」

「何を言っているんだ、主は」

「経験値だけかな？　しょっぱいクエストだぜ」

　そもそも経験値入ってるのかも怪しいし……。

　序盤のクエストとはいえ、お金くらいもらえてもいいと思う。

　固まっていたナナシノがフラフラと駆け寄ってくる。ちらちらと床に縫い付けられた眷属達を見ながら。

　その側にはアイリスの単騎兵もちゃんと付随していた。どうやらバトルには発展しなかったらしく、傷一つない。

　よかったねー、死ななくて。

　ナナシノは一瞬言い淀み、しかしすぐに浅く頭を下げた。

「あの……ありがとうございます」

「面倒かけるなって言ったのに……」

「す……すいません」

　まー、言ってもしょうがないか。終わったことだ。

　遠巻きにこちらを見ている視線をいくつも感じる。それまで黙っていた受付さんも今になって目を剝いて僕を見ていた。

　面倒なのは嫌いだ。流石に先程の光景でナナシノが悪かった、にはならないだろう。

　それらの視線を無視して、少しふらついているナナシノに言う。

「とりあえず宿を取れるだけのお金は手に入れてきたから今日は泊まろうか」

「あ……はい」

　どうせあがいても元の世界には戻れないだろう。ゆっくり状況を確認しよう。
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　怖かった。

　強引に迫ってきた男達が、ではない。いや、それも青あお葉ばにとっては今まで体験したことのない恐怖だったが、それ以上にそれに対して何ら興味を持たないブロガーという青年が恐ろしかった。

　七なな篠しの青葉は今まで順風満帆に生きてきた。資産家の家に生まれ、小中高と同じランクの家柄の子息が通う学校に所属していた。厳格な気質な両親は青葉を甘やかしたりはしなかったが、それでも容姿端麗、成績優秀の青葉の周りに自ずと集まってきたのは人当たりのいい人間が殆どだった。

　だから、この世界に来て初めて出会った同じ境遇の青年は今まで青葉が出会ったことのないタイプの人間だった。

　そこに情も品もデリカシーもなく、ただ自分のやりたいことをやる人間。

　青葉は人を見る目には自信がある。

　見たことのない世界に興奮する自分に向けられた視線には何の感情も籠もっていなかった。まるで無機物でも見るような視線──それと比べれば劣情に近い感情を抱いて寄ってきた連中の方がまだマシだ、そんな風にすら思える。

　適当に入った宿の部屋はゲームの世界とは思えないくらいに違和感がなかった。

　ベッドにサイドテーブル。卓上のランプ。シャワーにトイレまで完備の部屋はホテルのようで、疲労した精神を少しだけ誤魔化してくれた。

　頭からお湯を浴びれば疲労まで溶けていくかのようだ。

　いつだって青葉の周りには友達や家族がいた。ここまで周りに誰も知っている人がいない状況というのは初めての経験だったが、まるで青葉を慰めるように近くにいる『眷属』のおかげで寂しくはない。

　アイリスの単騎兵。青葉がこの世界にきて初めて召喚した眷属。

　白い金属の鎧を纏まとった眷属は大きさこそ青葉の半分以下だったし甲で表情はわからなかったが、その挙動からこちらを慮っているのがわかった。

　たとえ異国の地でひとりぼっちでも、一人でも味方がいるというのが青葉にとってありがたかった。

　清潔なベッド──白いシーツの上に腰を下ろして、アイリスの単騎兵を撫でる。その小さな身体でこちらを守ろうとしてくれた、それに対する感謝を込めて。

　声を出さずただこくこくと頷くアイリスの単騎兵に、青葉は残念そうに呟いた。

「アイちゃん、……早く話せるようにならないかなぁ」

　ブロガーは冷淡な人間だが、その一挙一動には戸惑いがない。

　ゲームで得たというその知識は信じるに足る。育てれば会話できるようになるという話も恐らく本当なのだろう。

　いや、たとえ信憑性がなくても青葉はその情報を信じていただろう。数時間前に出会ったばかりのアイリスの単騎兵は孤独な世界でそれほどまでに心の支えになっていた。

　しばらく物憂げな瞳で自らの眷属を見下ろしていたが、青葉がぽつりと言った。

「……おやすみなさい」

　何もない。お金もなければ着替えもないし、夜中だったのでご飯も食べていない。

　空腹を我慢し、布団を抱きしめ枕に頭を埋める。文句を言う権利がないことはわかっている。宿代だってブロガーがどこからともなく持ってきたもので、部屋だって分けてくれたのだから。

　だがしかし、祈ることくらいは許されるはずだ。

　目を覚ました時に──状況が少しでもよくなっていますように。




「ナナシノッ!!　ナナシノ!?」

　そして、青葉はどんどんと扉を叩く音で目を覚ました。

　飛び起き、何が何だか思考が定まらない状態で卓上の時計を見る。短針が六の時を差していた。

　今まで聞いたことがない焦ったブロガーの声が薄い扉を通して伝わってくる。

「ふぁいッ!?」

　ただならぬ雰囲気に、眠気を振り払い急いで鍵を開けると、まるで体当たりするような勢いでブロガーが飛び込んできた。

　昨日と同じ穏やかそうな容貌を焦りに歪め、鬼気迫る様子のその姿に初めて青葉は目の前の青年が同じ人間だということを実感する。

　そして、ブロガーは青葉の肩を摑つかみがくがく揺さぶって叫んだ。

「ログインボーナスがきてないんだけど、ナナシノはきてるッ!?」

「え……？？？？？？」
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「馬鹿な……ログインボーナスなしで僕はどうやって生きていったらいいんだ……」

　ナナシノにもログインボーナスが来ていないことを知り、僕は絶望した。

　ログインボーナス。それはアビス・コーリングにおける一つの救いだ。

　アビコルはひどい課金ゲーだったが、同時に頻ひん繁ぱんに魔ま導どう石せきを配っていた。ログインボーナスはその中でも最たるものだ。

　アビコルでは一日に一個、ログインしただけで魔導石が配られる。僕は呼吸するように課金をする重課金プレイヤーだったので特にその石を当てにしたことはなかったが、それはなくてもいいってことではない。

　一日一個石が手に入るのならば一年で三百六十五個、基本的に五個で一回眷属召喚アビス・コールできるので、召しよう喚かん換算で七十三回召喚できるってことになる。

「……」

　冷静に考えたら、大した数じゃないな。

「ブ、ブロガーさん!?　大丈夫ですか!?」

　事態がわかってないナナシノが心配そうな声をあげる。

　その心配そうな表情を見ていると彼女の無知が羨ましくなってくる。

「いや、それでも……ログインボーナスがないなんて信じられない」

　もしかしたらバグじゃないだろうか。ゲームだったら運営に問い合わせる案件である。

　真剣にシステム不備の可能性を考え始める僕に、ナナシノがおずおずと手を上げた。

「……あのー……ブロガーさん……ログインボーナスってなんです？」

「……ナナシノってもしかして無知？」

「!?」

　いや、ゲームをやったことないならわからないものなのか？

　一体ナナシノはどういう生活をしてきたのだろうか。余りにも住む世界が違い過ぎて想像すらできない。

　ともあれ、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してあげると、ナナシノは若干引いたような表情をした。

「あの……それって、ゲームの話じゃ……」

「ゲームの話だよ？」

「……一応聞くんですが、ここ、現実ですよね？」

「だからなんだよ。どちらにせよアビコルの世界なのにログインボーナスがないなんておかしいだろ！」

　僕は断じて抗議するぞ。運営への報告画面すらないけどな。

　必死の言葉に、また一歩ナナシノが後ろに下がった。

　その様に少しだけ落ち着きを取り戻す。いくら年下とはいえ、興味ないとはいえ、女の子にあからさまに引かれるのは僕といえど辛いものがある。

　一度深呼吸をして、言葉を選んで説明した。このままでは僕はピエロだ。

「確かに……ナナシノの言うとおり、ログインボーナスなんて課金して手に入る魔導石の数と比べたら微々たるものかもしれない」

「そんなこと全然言ってませんが」

「でも塵ちりも積もれば山となるって言葉もあるんだよ。何よりも、魔導石を持っていない状態って凄い落ち着かないじゃん？　ゲームやってた頃は、僕は魔導石を最低五百個は常備しておくようにしてたんだ」

　魔導石はリアルマネーで一つ百円なので五万円分の魔導石ということになる。

　まとめ買いで安くなったりはしないが、たまに安く魔導石を購入できるキャンペーンをやっていたのでその際に全財産を突っ込むのがプロプレイヤーの嗜たしなみであった。

　僕の言葉を聞いても、ナナシノは腑ふに落ちない表情をしていた。

「魔導石の価値がわからないのでなんとも……」

　なんだろう。何も知らない素人に説明するのはとても難しい。もともと僕は余り他人に説明するのが得意な方ではないのだ。

　僕は少しだけ考えていい例えを思いついた。

「そうだな……ナナシノは丸裸で財布も持たずに外に出たりしないだろ？　そういうことだよ」

「まるはだッ!?　へ、変態じゃないですか！」

「そうだよ。変態なんだよ」

　そう、今の僕達は変態なのだ。

　何にしても魔導石がないとアビコルでは何もできない。ゲーム攻略ｗｉｋｉにもまずは魔導石を貯めましょうとある。

　今後どうすべきか。迷う僕に、ナナシノが小さく手を上げた。その視線を足元のアイリスの単たん騎き兵へいにちらりと向け、はっきりと言う。

「あの……すいません。ブロガーさん、もしよければ、この世界？　アビコルのこと、詳しく教えてもらえませんか？」

　何もできなくても意見は言うらしい。だがしかし、プレイヤーの立ち位置を確かめるという意味でサンプルはいた方がいい。行動を共にするにせよ、しないにせよ。

　僕が持っている情報はアビス・コーリングのプレイヤーならば誰しもが知るレベルだ。

　アビコルには特に難しいシステムなども存在しない。眷けん属ぞくの種類やクエストの種類まですべて説明するのは難しいが、基本を教えるなら三十分もあれば十分できるだろう。

「……とりあえずご飯でも食べながら今後の方針でも話し合おうか……お金もこの分なら一ヶ月は持つ」

　僕の言葉に、ナナシノが今気づいたとでもいうかのように目を見開いた。

　訝しげな表情で尋ねてくる。

「……そういえば、ブロガーさん。どこでお金手に入れたんですか？」

「ドロップだよ。とりあえず後ろ暗いことはないから安心してよ」

　断言する僕に、ナナシノは戸惑いながらも小さく頷く。

　今まで黙っていたサイレントが余計なことを言った。

「……我が言うのもなんなんだが、あれはドロップと呼べるのか……？」

　魔物だろうが人だろうが落とした物なんだからドロップだろう。

　どちらにせよ、ギルドのシステムはゲームと変わりないようだった。もう夜道で襲ってきた相手を倒して金銭を強奪するような真似、することはないだろう。
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　宿のレストランで食事を取る。メニューに書かれた言語は日本語ではなかったが、何な故ぜか自動的に脳内で日本語に変換された。特に不都合はなかったので納得しておくことにする。きっとゲームの時のシステムを踏とう襲しゆうしているのだろう。

　僕は運ばれてきたカラッといい色に揚げられた唐揚げにフォークを突き刺し、掲げてみせる。

　目の前でトーストを頰張っていたナナシノがパンくずを口元につけたまま首を傾げた。

「ゲームでは食事は必要なかった。空腹度なんて値もなかった。だから僕はこの世界でも食事はいらないと思う」

「……んぐっ……」

　ナナシノがむせ返り、慌てたようにオレンジジュースでトーストを流し込む。

　けほけほ言いながら呼吸を落ち着かせると、僕の方を上目遣いで見た。

「ずっと思ってましたが、ブロガーさんって……ゲーム脳？」

「……僕は正気のつもりだよ」

　空腹度なんてプレイヤーにはなかったし、眷属にもなかった。だからきっと、断りなく僕の皿から唐揚げをかっさらっているサイレントの行動は完全に無意味である。

　憮ぶ然ぜんとしながら唐揚げを口の中に入れる。匂いも味も食感も唐揚げそのものだ。間違ってもスマホでゲームをプレイしていた時には味わえなかった。

　唐揚げを丸呑みしたサイレントがちょんちょんと僕の袖をつっつく。

「主あるじ、我にも食事を注文すべきだ」

「『送還デポート』」

「!?　や……いやぁああああああああああああああ……！」

　サイレントがまるで空気に溶け込むように消え去った。

　ナナシノがトーストを口に咥えたまま硬直する。

　眷属を使って戦闘するアビス・コーリングで召喚士コーラー本人ができることは多くない。『送還デポート』は数少ない召喚士コーラー本人が取れる選択肢である。チュートリアルで説明を受ける奴だ。

　もっとも、ゲーム内ではメニューという形ではあったが、僕達プレイヤーはその項目をわかりやすく『パーティ編成』という単語で呼んでいた。

　静かになったところで食事を進める。僕の理論が正しければ食事なんて取らなくても問題ないはずだが、金はいずれあり余るわけで、とりあえず節約する必要はないだろう。

　平然と食事を再開する僕にナナシノが上ずった声をあげる。

「あの……サイレントさんは……」

「後でまた呼び戻すよ」

『送還デポート』は眷属召喚アビス・コールで入手した眷属を使用パーティから外すメニューだ。消え去ったが完全にいなくなったわけではない。どこに行ったかは語られていなかったので知らないが、ゲームと同じなら『召喚コール』というメニューでパーティに戻せる。

　ナナシノが少しだけ眉を顰ひそめ、テーブルの上にかしこまるアイリスの単騎兵を見た。

　恐らく、自分の眷属を『送還デポート』した時のことを考えているのだろう。

「……でも……かわいそうじゃ……」

「別に。あいつ人じゃないし」

　データである。人じゃなくてデータである。

　大体、サイレントなんて何体も持っていた。そんなに好きなキャラじゃないし、実体化したからといって思うところなどない。

　ナナシノは一瞬だけ絶句して、少しだけ責めるような目を向けてくる。

「……そうですか……」

「まぁ、すぐに出すけどね。クエストには必要だし」

　それに、アビコルには親愛度という隠しパラメーターも存在する。

　眷属をパーティに編成しておくと時間単位で値がたまり、能力に補正がかかるのだ。故に、頻繁に使う眷属は常に召喚しておくのが常道であった。

　サイレントがイベントじゃなくても会話できるようになってしまったので現実的ではないだろうが……サイレントなのに静寂サイレントじゃないってどうよ。

　食事を終え、食後のコーヒーが運ばれたところで僕は本題に入った。

「じゃあそろそろ本題に入ろうか」

　僕の言葉に、コーヒーカップを覗いていたナナシノが居ずまいを正した。

　見た目からして、ナナシノはきっとまだ学生だ。その挙動からは自立心というものが余り感じられない。

　もともと自分から行動する方ではないのだろう。迷子で異世界に放り出されたような現状では仕方ないのかもしれないが、それでは困る。

　もっとも、困るのは僕じゃない。僕はナナシノなんていつでも放り出せるのだ。この困るは、ナナシノが困ることになるだろう、ということである。

「とりあえず僕はしばらくギルドの依頼クエストを受けてお金や魔導石を貯めることにするけど、ナナシノはどうする？」

「ど、どうするって…………ど、どうしましょう？」

　困ったようにナナシノが上目遣いで僕を見る。もしかしたら考えていなかったのかもしれない。

　仮定しよう。日本で充実した生活をしていた女の子が突然異世界にやってきた。

　アビコルの文化水準は現代日本とあまり変わらない。テレビや携帯電話はないがエアコンはあるしシャワーもあった。娯楽が少しばかり少ないかもしれないがお金さえなんとかすればそれなりに快適に生活できる。

　だがそれでも家族も友人もいないこの世界で生きていこうと思うだろうか。

　僕は一口、食後のアイスコーヒーを口に含み、グラスを置いた。

　苦い。アビコルの世界でもコーヒーや唐揚げの味は変わらないようだ。

「例えばさ、目標とかあるじゃん？」

「目標……」

「ほら。例えば日本に帰る、とかさ」

「!?」

　今初めて気づいたのか、ナナシノが瞠どう目もくした。そのまま流れるように眷属を見る。

　この世界は現実感がありすぎる。ちょっとした外国に旅行に来ている気分だったのかもしれない。

　だが、帰れない。少なくとも僕にその方法はわからない。

　何か言われる前に返す。

「まー、残念ながら僕には帰る方法なんて見当もつかないけど。そもそも、どうして【始まりの遺跡】にいたのかもわからないし」

「そ、そうですよね……」

　ナナシノが涙ぐみ、俯いた。

　そして、僕とナナシノの間には一つ決定的な違いがある。

　帰れたとしても多分僕はその選択を取らないだろうという点だ。何故ならば僕はもともと既にアビス・コーリングにどっぷり浸かっていた人間だからである。

　ゲームがサービス終了してからの日本の生活は僕にとって色がなくただの夢のようなものだった。家族にも友達にも立場にも未練なんて全くない。

　黙ってしまったナナシノを鼓こ舞ぶするように続ける。

「でも、指針がないと動けないでしょ？　僕に言う必要はないし、今すぐにじゃなくてもいいけど、何か決めておいた方がいいよ」

　面倒事はごめんだ。ナナシノに肩入れする理由もない。ナナシノは美少女だが美少女なんてこの世界には腐る程いるのだ。なんたってゲームですから。

　僕だって帰るつもりはないがやりたいことくらいある。

　当時、アビス・コーリングのサービス終了は事前告知なく突発的に行われた。アビコルが未だクソゲーとして語り継がれる理由の一つである。

　前の週に大型アップデートがあり、多数の眷属やクエストが追加されたばかりだった。

　晴天の霹へき靂れきだった。胸に穴が空いたような気分だった。

　やり残したことがあった。召喚するつもりで召喚できなかった眷属も、クリアするつもりで後回しにしてしまっていたクエストもあった。

　ただのゲームだと言ってしまえばその通りだが、それは未練だ。僕に残された未練。そしてきっと大勢のプレイヤーが抱いていた未練でもある。

　それを全てやりつくし未練を果たすまで、僕は現実に生きられない。

　指を折りながら説明する。指針すら持たない無知な少女へのせめてもの手向けだ。

「アビコルでプレイヤーがやることは単純だ。眷属を召喚し、それを育て、育てた眷属を使役してギルドや街中でクエストを受けてそれを解決する。報酬として魔導石やお金、アイテムを手に入れる。メインストーリーも一応あるけど、あってないようなものだ」

　じっと僕の言葉を聞くナナシノアオバ。何も言わないがちゃんと考えているのだろう。

　少なくとも見た目だけならナナシノは優等生に見える。勉強だけだったら僕よりも余程できそうだ。だがアビコルでは何の意味もない。

　僕はせめて彼女が僕のいいフレンドであることを密かに祈った。優秀なフレンドはアビコルにおいて最も大切なものの一つだ。もしかしたらそれ以外においても。

　恐らくソシャゲーをやったことがないであろうナナシノに念のため説明する。

　このゲームは家庭向けゲーム機でやるようなゲームとは違う。

「ナナシノ、アビコル──アビス・コーリングの本質は……育成ゲーなんだよ。コンテンツは膨大で何より……ゲームクリアなんて存在しない。だから社会人も学生も、多くの人が深みに嵌まったんだ」

　ナナシノが真剣な表情で僕の言葉を聞いている。

　クリアはない。たとえ魔王を倒しても次から次へと新たな壁が現れる。

　札束を食らって成長した眷属を使い、どこまでも広い世界を切り開いていくゲーム。それが僕の知るアビス・コーリングだった。

　目的のないゲーム。終わりのないゲーム。ある意味ではこのゲームと現実の人生との間に差異なんてほとんどないのではないだろうか。

　そして、その世界がこうして実体化してしまった以上、この世界と現実の差なんてそれこそ誤差のようなものなのだろう。

「あの……ちなみに、ブロガーさんは何か目標とか、あるんですか？」

　おずおずとナナシノが聞いてくる。その表情には迷いが多分に含まれていた。

　答えてあげてもいいが、僕はゲーマーだ。現実よりもゲームに比重を置いていた人間である。きっと僕の考えはナナシノには理解できないだろうし、なんの参考にもならないだろう。

　とりあえず意味深な笑みを浮かべ、答えた。

「秘密だよ」
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　僕とナナシノの格好は目立つ。

　アビコルの世界観は現代をベースにしており、純異世界ファンタジーではないが、召喚士コーラーは大体それっぽい格好をしている。僕達の格好は凄くおかしいというわけではないが、道を歩いていると目を引くくらいに似つかわしくない。

　服屋で世界観にあった頑丈そうな服とブーツを一式購入する。着ていた服は何故か高く売れたので、黒字だ。

　ナナシノは着ていたのが学校のブレザーであり、売るのに少しだけ躊躇いがあったようだが僕にこれ以上世話になるのもどうかと思ったらしく、結局売り払っていた。

　新しく購入した灰色のシンプルなローブは地味で色気なんてものはなかったが、その辺りはお金が貯まったら考えればいいだろう。

　もともと召喚士コーラーは軽装な者が多い。アイリスの単騎兵を足元に連れたナナシノはまぁ見た目だけならば立派な召喚士コーラーだった。黒目黒髪も珍しくはないので挙動不審が解ければこの世界に溶け込めるだろう。少なくとも、のっぺりとした意味のわからない影を頭に乗せている僕よりは召喚士コーラーっぽい。

「お待たせしました……」












　ナナシノが僕の目の前に来ると、くるりと回転して見せた。丈の長いスカートに灰色の外がい套とう。腰には小さなポシェットをつけ、アクセサリーなどはつけていなかったが質素な格好でもよく似合っていた。僕は小さく頷き、さっさと踵きびすを返した。

「じゃーギルドに向かおうか……」
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　結局ナナシノはとりあえずの目標を、アイリスの単騎兵の進化にしたらしい。余程会話を交わしたいのだろう。

　その目標は地獄なのだが、僕は何も言わずに黙って頷いてやった。情報くらいは教えてあげてもいいが、それ以上の手伝いをするつもりは一切ないので好きにすればいい。

　ナナシノは女の子だが僕はフェミニストではないし、そもそもアビコルはソロプレイが基本である。勝手にやれ。好きにやれ。利害が一致した時は手伝ってあげよう。

【古都プロフォンデゥム】は今日も賑わっていた。

　現代並みに整備された道路を幻げん獣じゆうの牽引する馬車や西洋風の鎧を装備した男達が歩く姿は違和感がひどいが、時間が経てばきっと慣れるだろう。

　僕達の姿もなんとか景色に溶け込めているらしく、特に視線などは感じなかった。

　召喚士コーラーギルドにたどり着く。昼間改めて見ても、左右を囲む巨大な建物のせいで召喚士コーラーギルドは寂れて見えた。まるで剣士ギルドと魔導師ギルドに挟み潰されてしまいそうだ。

　そして実際、召喚士コーラーギルドは剣士ギルドや魔導師ギルドとあまり仲が良くない。

　内容は余り記憶に残っていないが、クエストには魔導師ギルドや剣士ギルドとの確執を描いたものも少なくない。ライバルを強大な相手にしておけばクエストを作る上で好都合だったのだろう。

　ナナシノは居心地悪そうに左右を見ていたが、僕が扉を開けると大人しく後ろについてきた。

　一歩足を踏み入れた瞬間に視線を感じた。日中だけあって、ギルド内にいる召喚士コーラーの数は昨晩よりもずっと多い。その内の何人かははっきりとこちらを見てひそひそと会話をしている。中にはこれみよがしに指を差してくる者もいた。

　ナナシノが僕の陰に隠れるように身を縮める。

　召喚士コーラーというのは絶対数が少ないという。ならばこの中に昨日一いつ蹴しゆうした連中の仲間がいてもおかしくはない。

　だが、正直僕は奴らに興味がない。こちらに手を出してきたから倒しただけで、確かについでにサイレントに財布を掠め取らせたりしたがそれは迷惑料みたいなものだ。

　なによりも名前もないモブＮＰＣにどうして興味を抱けようか。

　サイレントが頭の上から肩の上に移ってくる。僕は声を出さずに唇だけ動かして指示を出した。僕は平和に魔導石を貯めたいだけで誰かに敵対するつもりもない。

　さすがに殺しはＮＧだ。こちらからの攻撃もよくない。冥めい種しゆとは簡単に言えば悪魔であり倫理観に乏しいことが予想される。ちゃんと指示を出しておかねばならないだろう。

　受付に座っていたのは昨日と同じ強こわ面もての職員だった。夜にも担当していたのに朝にもいるのか……ゲーム内ではギルドの職員は可愛らしい猫耳のＮＰＣだったはずだが、世も末である。

　強面の職員さんは僕の顔を見るとはっきりと眉を顰ひそめた。まるでクレイマーでも見つけたかのような表情だ。

「依頼クエストを受けたいんだけど」

「ブロガー。その前に当ギルドから連絡がある。……昨晩の件だ」

　昨晩の件……もしかしたら時間差でクエスト達成報酬がもらえるのだろうか？

「報酬でもくれるの？」

　期待を込めて尋ねると、職員さんは馬鹿でも見るような目で僕を見た。

　そして、咎めるような口調で言う。

「……警告だ。昨晩の件については、事情が事情だから特に処罰はない。が、余りおおっぴらな所で戦闘をするな。ギルドには一般市民だってくる」

　……何だ、報酬じゃないのか。期待して損した。まぁ、多少金銭がドロップしたということで、納得することにしよう。雑ざ魚こだったし。

　ため息をつき、職員さんに答える。

「わかったよ。で、依頼を受けたいんだけど」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　そこで、今まで後ろで大人しくしていたナナシノが震える声を上げた。僕の横に出ると、強面の職員さんの顔を見て一瞬怯み、しかし震える手でばんとカウンターを叩く。

「な、ブロガーさんは、私を助けようとして──」

「いや、別に助けようとしてないけど？」

　クエストだと思ったから、そして勝てると思ったから戦っただけだ。別にナナシノだからどうとかそういうわけではない。勝てそうになかったらクエストを受けなかった。

　問い詰めようとしたナナシノはあっけにとられたように言葉を止め、僕を凝視する。

「あっちが攻撃をしかけてきたから反撃しただけだし、最初だったから消失ロストもさせてない。僕に非は一切ない」

「……正当防衛とはいえ、眷属を殺していれば大きな問題になっていた」

　僕の言葉に、しぶしぶといった様子で職員さんが続ける。

「奴らは問題児だった。だが、人が集まれば問題もまた発生する。なまじ実力があるせいでどうにもならない。今回の件はいい薬だっただろう」

　いい薬。その言い方に被害者であるナナシノが唇を嚙む。

　だが僕はナナシノが何か言い出す前に高く声を上げた。

　ギルドのゴタゴタなんてどうでもいいし、問題児についてもどうでもいい。進化もしていない眷属を連れていた連中が実力者呼ばわりな件についてもどうでもいい。

　僕は依頼を受けたいのだ。そのためならば被害にあったことなど水に流すし、こちらに注意が来たことに文句を言うつもりもない。

「ナナシノ、僕は全く気にしてないから」

　どうにもならなくなったらならなくなったでその時に考えればいいのだ。幾つものことを同時にできる程僕は器用ではないのだから。

　とりあえず僕は魔導石を貯めて、できれば次の眷属召喚アビス・コールをしたいのだ。召喚できないアビコルに何の価値があろうか。育成できない育成ゲーなんて育成ゲーではない！

「で、でも──むみゅッ……」

　それでも抗議の声をあげようとしたナナシノの口を手で塞ぐ。目を丸くする職員さんに笑顔を作って尋ねた。

「で、依頼を受けたいんだけど？　戦いのない、街中でもできる簡単な奴がいいかな」
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　ギルドで受けられる依頼には大きく分けると三つの種類がある。

　一つ目は納品クエスト。

　特定のアイテムを入手し、それをギルドに納品することで達成される。場所の指定はなく、アイテムの入手手段は問わないが、大抵は魔物を倒してドロップしたアイテムを納品することになる。

　二つ目は討伐クエスト。特定の場所で特定の魔物を指定された数討伐する。

　そして、三つ目は雑用クエスト。僕が初めに受けるクエストとして選んだのは三つ目の雑用クエストだった。

　雑用クエストは他の二つとは異なり、一定時間を消費することでクリアになるクエストだ。報酬は少ないが戦闘は発生せず、リスクなしで受けられるのが大きなメリットだった。

　ゲームだった頃は、雑用クエストを受けるとステータスが労働中になり、クエスト完了までキャラを動かすことができなくなった。まぁ、社会人などの日中まともにプレイできない人への救済措置だったのだろう。

　受けたのは大きな倉庫を掃除するクエストだ。

　人気がないクエストらしく、受付のおっさんに変な顔をされたが無事受領できた。

　意気揚々と外に出ると、憮然とした表情でナナシノが話しかけてくる。

「な、どうして止めたんですか!?」

「僕は平和主義なんだよ」

　争いは少なければ少ない程いい。たとえこちらが汚名を被ったとしても、僕は無駄なエネルギーを使いたくないのだ。

　きっとナナシノの機嫌が悪いのもお腹が減っているからとかだろう。

　道端にサンドイッチの屋台が出ていたのでそこでサンドイッチを二人分購入する。

　昨日、モブＮＰＣからこっそりドロップした財布から千ルフ札を取り出し、サンドイッチとお釣りを受け取った。受け取ったばかりのサンドイッチの袋をナナシノに渡す。

　残りの一人前はあげてもいないのにサイレントが奪い取っていった。

「あ、ありがとうございます」

「別に」

　僕のお金じゃないしね。

　財布の中を軽く確認する。得体の知れないカードに紙幣が数枚。貧乏人だな。

　だが、宿はそんなに高くなかったのでこれだけでも何泊かできるだろう。

　カードは真っ赤に塗られた金属製のカードだ。獣のような意匠が施され、文字の類いは書かれていない。アイテムとしても見覚えはなかったが、会員カードなどではないだろう。僕はちょっと考え、カードをナナシノに気づかれないように投げ捨てた。身元がわかるようなカード持ってちゃダメだぜ。

　一昨日に夜道でドロップしたものと合わせれば、しばらくの間は率先してお金を稼ぐ必要はない。つまり、報酬の少ない雑用クエストを受けても問題がないということだ。

　今必要なのはお金ではなく魔導石だ。サイレントは中盤くらいまでならば十分戦っていける眷属だが、魔導石の一個も持たずに戦闘を行うのは危険である。

　いや、危険というよりは……落ち着かない。

　たまごサンドに懐柔されたのか、ナナシノが若干落ち着いた様子で聞いてきた。

「でも……良かったんですか？　倉庫の掃除の依頼なんて……」

「掃除、嫌い？」

「え……や、いや、そんなことは……ないですが……」

　言いづらそうにナナシノが目を伏せる。

　まぁ、言いたいことはわかる。ナナシノは余りゲームに詳しくないようだが、倉庫掃除が召喚士コーラーに余りふさわしくない依頼であることはわかるのだろう。

「僕は掃除とか嫌いだなぁ。余りしてなかったし」

　だから、逆に掃除しなくていいように余り汚さないようにしていた。

「え……じゃあなんで……」

「掃除するの、僕じゃなくてサイレントだし」

「っ!?」

　食休みに頭の上に寝そべっていたサイレントがびくりと痙けい攣れんした。

　僕が掃除の依頼を受けた理由は単純である。誰も依頼を受けたがらずに依頼人が困っていたからとか、そんな殊勝な理由ではもちろんない。

　納品クエストや討伐クエストもいくつもあったし、そちらは報酬でもらえる金額も高かったが、今の状況で危険なクエストはやるべきではないのだ。

　レア度17の眷属ならば序盤の依頼で負ける可能性は皆無に等しいが油断してはいけない。アビコルではちょっとした気の緩みが取り返しのつかない事態を巻き起こしたりする。例えば、序盤の依頼で突然、本来出てこない強力な魔物が現れたりするので油断はできないのだ。

　倉庫掃除ならばいきなり強い魔物が現れてサイレントがやられたりしない。

「で、でも。サイレントさんって……強いんですよね？」

「そうだぞ！　主、我は掃除をするために召喚されたわけではない！」

　バカコンビがギャーギャー喚く。

　が、ナナシノについては行動を強制しているわけではないし、サイレントは僕の眷属だ。その言葉、考慮するに値しない。

　そもそも、どんなゲームでもクエストは簡単なものからやるのが王道である。

　何事もコツコツ積み重ねることに勝るものはない。僕はとりあえず『送還デポート』してサイレントを黙らせた。

　歩くこと数十分。たどり着いたのは巨大な倉庫だった。軽く見積もってギルドと同じくらいの大きさはある。一人で掃除するのならばどれだけ時間がかかるのかわからない。

　誰も依頼を受けたがらないわけだ。

「まさか……本当に来てくれるとは……」

　依頼人である初老の男性は随分と長い間依頼を出していたらしく、依頼を受けた僕に喜びというよりも戸惑いを感じているようだった。

「魔導師の方じゃないと難しいと思いますが……」

　確かに魔法でもないとこの大きさの倉庫を短時間で綺麗にするのは難しいだろう。ナナシノもその予想外の大きさに圧倒されているように見える。

　だが、僕は自信満々に答えた。

「ご安心ください。うちのサイレントに不可能はありません」

　サイレントが聞いたらどんな口を挟んでいたか……依頼人と会う前に送還デポートしておいてよかった。

　まだ心配そうにしている依頼人から掃除道具を受け取り、倉庫の扉を開く。

　中は暗くひどく埃ほこりっぽかった。乱雑に置かれた木箱の上には埃が積もり、長い間、開いていないように見える。もしかしたら鼠なども出るかもしれない。

　どうやら今は使っていない建物らしく、中にあるものもガラクタだけらしい。もしも万が一ほしいものなどがあったら確認して問題なければくれるとのこと。

　ナナシノが恐る恐る僕の後ろから顔を覗かせ、倉庫の様子に頰ほおを引きつらせた。

「あの……ブロガーさん。実は私、余り掃除したことが……家ではお手伝いさんがやっていたので」

「まー見よう見まねでやってみたら」

　お手伝いさんとかいいとこのお嬢様かよ。

　だが、何もやらないとか、さすがに足手まとい過ぎる。

　僕は掃除には参加しないけど、眷属であるサイレントがするのだ。ナナシノも自分が掃除したくなければアイリスの単騎兵にやらせるべきだろう。

　僕はさっさと倉庫の外に出て、『送還デポート』していたサイレントを『召喚』で呼び戻した。

　現れるや否や、サイレントが足にじゃれついてくる。

「あ、主、いきなり送還デポートするなんて、我を一体何だと思ってるのだ!?」

「じゃー後はよろしく。最後にチェックするからサボるなよ。それ、掃除用具ね」

「説明すらないッ!?」

　サイレントは変幻自在の身体を持っている。召喚されたての状態でも掃除くらいは簡単にできると思う。

　僕の言葉に、サイレントは掃除用具に視線を向けると、嫌そうに言った。

「あるじぃ、私これでも実は──『一単語の系譜ザ・ワード』なんだけどぉ？」

「もちろん、知ってるけど？」

『一単語の系譜ザ・ワード』。

　アビス・コーリングの眷属の中で『一単語』の名がついている眷属の総称である。第十六次大型アップデートで実装された眷属のシリーズだ。

『静寂サイレント』の名を持つサイレントもその内の一体だが、最低レア度は15であり、特に有用な能力を持つ眷属が多いため、攻略サイトにもそれらの眷属の内の一体を手に入れるまでリセマラすることが推奨されていた。

　ちなみにアビコルプレイヤーの中では運用チームも名前をつけるの面倒臭かったのだろうというのが統一見解である。増やすの簡単だしね。

　凍りついているサイレントの頭をぐりぐり手で撫でて説得する。

「後でなんか美味しい物買ってあげるから」

「……い、致し方あるまい、な」

　ショックを受けたような口調でサイレントが了承する。

　まさか僕がサイレントのことを知らずに無む下げに扱っていると思っていたのか？

　ならば舐められたものだ。

　僕はすべてを承知の上で、サイレントを雑用に使っているのだ。

　サイレントが大人しく腕を伸ばして掃除道具を取ったのを確認する。

　どうやらナナシノは眷属に任せることを良しとしなかったらしい。箒ほうきを持つナナシノと、雑巾を手に取るアイリスの単騎兵の姿はどう見ても召喚士コーラーとその眷属には見えない。

　僕は鼻で笑い、倉庫の近くの喫茶店で休憩することにした。
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　サイレントが僕を呼びに来たのは一時間程経った頃だった。

　小さな猫程の大きさの影が、カフェテラスで紅茶を飲みながら買ったばかりのノートを広げていた僕の足にじゃれつき、子供みたいな声をあげる。

「ああああああ、あるじぃ、ずるいいいいいいいい！」

「サイレントなんだからちょっとは静かにしようよ」

　会計をする僕の足にサイレントが縋り付いてくる。

　僕はそれを自分も紅茶を飲みたいという要求だと判断し、まだグラスに半分くらい残っていたアイスティーを振りかけた。

　何でできているのかもわからない漆黒の身体が雫をまるで真ま綿わたのように吸い込む。

　だばだばと紅茶を振りかけられたサイレントはしばらく沈黙し、ぽつりと呟つぶやいた。

「……あるじはもっとわたしを慈しむべきだとおもう」

「眷属にそんなこと言われるのは初めてだ」

　まぁ眷属はサイレントしかいないわけだが。

　サイレントに引っ張られるように倉庫に向かう。

　埃まみれだった倉庫は見違えるように綺麗になっていた。

　積もっていた埃はすべてどこへともなく消え、床はピカピカに磨かれている。その片隅で、箒を投げ出したナナシノがへたり込んでいる。

　どうやら一応頑張ろうとしたようで、買ったばかりのローブが埃で白くなっていた。

　僕を見つけると恨みがましい目で見上げてくる。

　サイレントがぴょんと木箱の一つにジャンプすると自信満々に胸を張った。

「どうだ、主。我が力を見たか！」

　……そうだな。

　僕は無言で木箱に人差し指を当て、つーっとこすった。

　指を確認し、眉を顰める。微かに黒くなった指を見せつける。

「もっかい初めからやり直し」

「!?」

　僕はなんでもきっちりやる性格である。こちらはクエスト報酬という形で報酬をもらっているのだ、手を抜くことは許されない。

　確かに広大な倉庫をたった一時間でここまで掃除するのは凄いと思うけど……。

「そ、そんなぁ……ちゃんとここまで綺麗にしたのに」

「もう一回初めからやり直せばもっと綺麗になるだろ」

　足元に縋り付いてくるサイレントを蹴っ飛ばし、倉庫の最終チェックを行うことにした。

　薄暗い倉庫内を歩く。一時間前とは異なり、埃っぽさはほとんどない。

　やはり、形状自在で腕を複数本作れるサイレントには掃除というクエストがあっていたのだろう。

　そして、しばらく歩いているとふと床に何かが光るのを見つけた。

　虹色に輝く小さな石。アビス・コーリングの要。魔導石だ。

　それは、僕が倉庫掃除のクエストを受けた大きな理由の一つだった。

　アビコルでは課金やログインボーナスを除けば魔導石を手に入れる方法は限られる。

　クエストやダンジョンのクリアボーナスはその中の一つだ。

　アビコルでは初回に限り、クエストやダンジョンをクリアした時、魔導石が一つ手に入るのだ。

　その仕様は変わらないらしい。労力に対して微々たる数だが、ログインボーナスが配られずに絶望していた僕には朗報である。

　一個とは言え、石を持っているとやはり安心感が違う。

　いつの間にか近くに来ていたナナシノが瞬きして僕に聞いてきた。

「あれ？　そんなの落ちてましたっけ？　さっき箒で掃いた時には見つからなかったですが……」

「クエスト報酬がクエスト中に見つかるわけないだろ」

「？？？」

　理解できないのか、首を傾げるナナシノアオバ。

　詳しい説明はせず、僕は準備しておいた袋に丁寧な手つきで魔導石をしまった。

　しかし、ナナシノの分はないんだな……依頼を受注したのが僕だからだろうか。

　まぁ、別にいいけどね。どうせ眷属と二人合わせてもサイレントの半分も働けてないだろうし。

　何をするにしてもまずは地盤を固めるのが先決だ。この調子でどんどん魔導石を貯めていこう。
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　アビコルの世界に迷い込んで一週間。

　窓口で依頼達成の報告をして戻ってくると、何故かナナシノがどよんとした空気を纏まとっていた。

　ナナシノの格好は初日に買い替えた地味なローブではない。ここ一週間、僕は幾つもの雑用クエストをこなしたが、クエスト報酬の取り分は半分ずつにしていた。もちろん施しではなく、単純にナナシノも一緒に同じクエストをやったからである。

　それで買い替えたのだろう。ナナシノの格好は若干可愛らしいデザインの召喚士コーラーのローブに変わっていた。手にも飾り気のない木の杖が握られており、格好だけならば初級召喚士コーラーに相応しいものになっている。

　一方で僕の格好は初日のままだ。杖なども持っていない。召喚士コーラーの一番の武器は眷属だから僕自身は何も持つ必要がないのだ……などと格好いいことを言っているが、単純に重い物を持ちたくないだけだ。

　ナナシノは戻ってきた僕を見て暗い声をあげた。

「ブロガーさん、私達、何してるんでしょうね……」

「今日は草むしりだね。はい、これ報酬半分ね」

「ありがとうございます……ってそうじゃなーいッ！」

　しっかりと渡した三千ルフを懐にしまった後につっこみを入れてくる。どうやら随分とこの世界の生活にも慣れたらしい。

　ナナシノを注視すると、ナナシノアオバの名前の隣に鉄色の丸が見える。

　これは召喚士コーラーのランクを表しており、ナナシノが鉄ランクの召喚士コーラーである証だ。ギルドの依頼を一定数こなせばランクが上がり、ランクが上がればより難易度の高い依頼を受けられるようになる。

　登録したての頃はランクなしなので、それはナナシノのここ一週間の実績でもあった。

　ナナシノはぐるりと辺りを見渡すと、僕の方に食って掛かるように顔を近づけた。

　初日と比べ健康的に日に焼けた肌。ナナシノが早口で言う。

「ねぇ、ブロガーさん。そろそろ……外に出ません？　おかしいですって、一週間ずっと街中でクエストなんてッ！」

　どうやらナナシノは雑用クエストをするのが嫌らしい。

　確かに他の召喚士コーラーで僕達のようにずっと雑用に従事している者はいない。

　もともと、ギルドは特殊技能を持つメンバーに仕事を斡あつ旋せんするためにあるのだ。強力な眷属を召喚して操る召喚士コーラーに持ちかけられる依頼は九割が戦闘に関するものである。

　だが、僕はその依頼を避けていた。なぜ簡単な依頼で魔導石が手に入るのに危険な依頼を受けなくてはいけないのか。なんたって、一週間もたつのにまだログインボーナスが入っていないのだ。簡単な依頼が枯こ渇かつするまで街中で依頼を受けるべきである。

　まぁ、僕ばっかりクエストを受けてるせいかナナシノは全く魔導石が手に入ってないみたいだけど……。

　僕は冒険がしたいのではない。召喚がしたいのだ。

　ナナシノの黒い目がじっと僕を覗き込んでいる。

　どうやらナナシノはここ一週間でこの世界に順応しすぎて頭がぱーになってしまったらしい。その目からは怯えが消え好奇心だけが残っている。

　アイリスの単騎兵はサイレントよりもずっと弱いのだから、少しくらい注意すべきだ。

「そうだぞ、あるじぃ。そろそろざつよういがいのこと、したいぞ」

「『送還デポート』」

「そ、それいやぁぁあああああああああぁぁぁぁッ!!」

　邪魔者も消え、落ち着いたところでナナシノの方を向く。

　誰に入れ知恵をされたのか知らないが、面倒なことを知ったものである。

　もしかしたら僕がギルドの受付さんに討伐依頼を勧められているのに気づいたのかもしれないが、どちらにせよ僕はしばらく戦闘が発生するクエストを受けるつもりはない。

　だが、僕とナナシノは無関係である。彼女が僕についてきているのもただの流れだ。

　魔導石が手に入るし、報酬の分配なんてどうでもよかったから何も言わなかっただけで、別に僕は彼女の行動を妨害してはいない。

　僕は少しだけ考え、大きく頷いた。

「僕はこのまま雑用クエストを受けるけど、ナナシノは討伐クエストか納品クエストでも受けてみたら？　簡単なものならアイリスの単騎兵でも十分クリアできるだろうし」

「……え？」

　予想外だったのか、ナナシノが目を丸くする。

　進化前のアイリスの単騎兵は雑魚だが、もともと序盤のクエストの難易度は易しいものだ。今のナナシノでも余裕を持ってクリアできる。

「別に僕にナナシノの行動を強制する権利なんてないし、もうこの世界にも慣れてきただろうし、そろそろ一人で動くのもいいんじゃないかなぁ」

　遠慮しているのかあるいは怖がっているのか。だが、いつまで経ってもそんなんじゃ自立できない。そもそも石が手に入らないんじゃ雑用クエストやる意味ないよ。

　幸いなことに、初日にナナシノに絡んだ連中もそれ以来見ていない。

　まるで任せろとでも言うかのように、アイリスの単騎兵がナナシノを突っつく。

　ナナシノはその様子を確認した後、少し不安そうに、上目遣いで尋ねてきた。

「えっと……ついてきてもらうことって──いや、なんでもないです。はい」

「初めてならブルースライム・コアの納品あたりがいいんじゃないかなあ……」

　ブルージェル・スライムはアビコル中最弱のモンスターだ。本来ならばチュートリアルで戦うことになる相手である。

　倒した時にドロップするブルースライム・コアが薬の材料になるらしく、報酬は安いがギルドには常に納品クエストが張られている。

　戦闘を行うのはナナシノではなくその眷属だ。スライム相手なら、逆に負ける方が難しい。

　僕の言葉を鼓舞と受け取ったのか、ナナシノが表情を僅かに明るくした。

　雑用ばかりやらされることにストレスでも溜まっていたのだろうか。

　ナナシノは少しだけ逡しゆん巡じゆんしたが、すぐに今のままではダメだと思ったのだろう。唇を結び、真面目な表情で僕を見上げる。

　が、その唇の端っこがまるで笑みを我慢しているようにぴくぴく動いている。

「じゃ……じゃあちょっとだけ、行ってきます……」

「いってらっしゃーい。頑張ってねー」

　ナナシノがギルドからいなくなるまで見送ると、僕はさっさと次の雑用クエストを受けることにした。

　もともと人気がなかったため残っていた雑用クエストの数もそろそろ少なくなっている。魔導石が手に入るのは初回のみなので同じクエストを二度やっても意味もない。

　僕も遠くないうちに戦闘のあるクエストを受けなくてはならないことになる。それまでになるべく魔導石を集めておかなくては……。
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　この世界は広い。

　七なな篠しの青あお葉ばが唐突にアビス・コーリングの世界に迷い込んで一週間。理解したことを一言で述べるならばその一言に尽きる。

　初めはあった緊張も一週間でだいぶ解けていた。相方のブロガーの影響で街から一歩も出なかったが、青葉もずっとその青年と行動を共にしていたわけではない。

　依頼こそ受けていなかったものの、顔見知りの店の店員から、ギルドにいる他の召喚士コーラーから、はたまた図書館で文献を読んで、青葉は新たに現れたファンタジーな世界に思いを馳せていた。

　炎の燃え続ける大地。下から上に流れる大滝。空に浮かぶ巨大な島に、鏡の裏に存在するという無限の洞窟。

　街の見た目は元いた世界と大きく変わらなくても、実態は全く違う。

　青葉はもともと、活発な方だ。だから、それを知った時からいつ街の外に向かうのか、今か今かと待望していた。結局一週間ずっと雑用クエストを受け続けることになったが、そのブロガーの気持ちが青葉は全くわからなかった。

　もともと、ブロガーの口数は余り多くない。聞いたことしか答えてくれないし、その言葉一つ一つもどこか皮肉っぽい。だから、青葉の不満が爆発するのも時間の問題であったのだ。

　だが、今の青葉にはブロガーに対する不満など全く残っていない。

　巨大な門を潜り古都から出ると、眼前にはどこまでも広がる草原があった。

　初日は何がなんだかわからず、考える暇もなかったが、その雄大な光景に感極まってしまい、青葉は息をごくりと呑みこんだ。

　小さな騎士がまるで準備運動でもするかのように剣を抜き放ち、ぶんぶん振っている。

　一見コミカルな動きだが、アイリスの単騎兵の能力が青葉本人を遙かに超えるものだということは既にわかっていた。

　青葉が調べたのは世界に関することだけではない。召喚士コーラーについても調べている。

　召喚士コーラー。

　七つの異界から呼び出した強力な種族を使役する者。特殊な才能が必要なので人数こそ少ないが、一流の召喚士コーラーは複数体の眷属を使役しその力は一軍に匹敵するという。

　青葉の脳のう裏りには初日、五体もの強そうな眷属を一瞬で戦闘不能に追いやったブロガーの眷属──サイレントの力が焼き付いている。

　アイリスの単騎兵の能力はそこまで高くないようだが、それでもその剣の鋭さ、動きの素早さは知っている。……主に、雑用を介して。

　一瞬気落ちしそうになったが、首をぶんぶん振って足元のアイちゃんに笑いかけた。

「……さ、アイちゃん。いこっか」

　アイちゃんがそれに答えるように首を縦に振った。

　不安はない。ブロガーのお墨付きだってある。購入した地図を元に草原を歩いて行く。柔らかな日差しがまるで祝福するように青葉に降り注いでいた。

　街の近くだけあって、草原にはほとんど魔物が生息していないらしく、のんびり歩くこと一時間、一度も魔物と戦うことなく青葉は目的地にたどり着いた。

　強い湿気。どろりと粘度の高い地面。

　今回の討伐目的であるブルージェル・スライムの生息地は湿地帯だ。古都の付近では数少ない魔物の生息するフィールド──【フェッグ湿原】。

　生い茂る濃緑の植物と、そこかしこに広がる小さな水たまりに思わず目を見開く。

　空を編隊で飛ぶ黒い鳥に、遙か遠くには青葉と同じくらいの大きさの巨大な蛙が見えた。好戦的な魔物や強力な魔物は殆ほとんどいない。事前にそう聞いていなければ逃げ出していたであろう光景だ。

　思わず唇を結ぶが、遠くにはぽつぽつと人間の姿もある。恐らく青葉と同じように納品依頼を受けるために来た者だ。いざという時は助けてもらえるだろう。

　視線を落とす。青葉と異なり、アイちゃんは全く怯んだ様子がない。

　その様子に元気づけられ、青葉は湿原に足を踏み入れた。
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　小さな体が滑るように近づき、一メートル近い大きさのカマキリの鎌を回避し、その身体を一刀両断にする。

　アイリスの単騎兵は青葉の想像以上に強かった。俊敏な動作。切れ味鋭い剣に、恐れることなく魔物に立ち向かう様は本物の騎士を見ているようだ。

　カマキリが崩れ去ると同時にアイちゃんは青葉の元に戻る。その純白の装甲には血の一滴もついていない。

「す……すごいすごい！」

　手放しで喜ぶ青葉に、アイちゃんは剣を前にかまえて礼をした。

【フェッグ湿原】は古都近辺の中ではそれほど強い魔物が出ないとは聞いていたが、アイちゃんの働きは青葉の想像以上だった。

　小さく軽い身体は粘性の強い地面においても足を取られることはない。

　逆に青葉の方がなれない足場にもたもたすることが多く、アイちゃんはさっさと先行して遠くに出現した魔物をすべて屍に変えていった。青葉に攻撃が来る気配もない。

　一撃たりとも受けることなくすべての魔物を一撃で屠っていく様はまさに一騎当千。

　その光景に喜びつつ、しかしふと青葉の脳裏に疑問がよぎった。

「……なんでブロガーさん他のクエスト受けようとしないんだろう？」

　リセマラ、といった。

　ブロガーの話はゲームに詳しくない青葉には少し難しかったが、青葉の眷属よりも強力な眷属を呼び出したというその青年ならば討伐クエストを達成するのも簡単なはずだ。

　街中でせこせこ雑用クエストを続けるブロガーの評判はだいぶ低い。どれだけクエストをこなしたとしても、やはり召喚士コーラーの本分は戦闘にあるのだ。

　裏で臆病者をより口汚くした言葉で呼ばれているのを青葉は知っていた。

　当の本人はまったく気にしている様子はないが、青葉は少しだけ悔しい。

「……まぁ、私がクエストを達成できればきっとブロガーさんもやるよね……」

　青葉はブロガーのことが余り得意ではない。が、決して嫌いでもない。突き放すような言動に傷つくことはあっても、悪人ではないと知っている。

　帰ったらこの湿原のことを話してあげよう。そう心に決め、青葉は本格的に討伐対象を探すことにした。
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　サイレントはブロガーのことを嫌っていない。

「あるじぃ、わたしも、もっとちゃんとしたクエスト、受けたいぞ？」

「まだ早いって」

　とりつくしまもなくサイレントの召喚士コーラーが答える。視線を向けることすらせずに。

　だが、どれだけ無下にされても、サイレントがその主の命令に背くことはない。

　サイレントが生まれ育った黒月の世界は冥種のみが棲む混こん沌とんの坩る堝つぼだ。

　黒冥界。常に闇に包まれ、一筋の光もない世界、弱肉強食のみが唯一の法である世界で、サイレントは強者の一体だった。その名を聞いただけで弱者は震え上がったものだ。

　そこでサイレントは宮殿を建て、数多の臣下を侍らせ生きてきた。

　もっとも、その世界にはサイレント以外にも突出して強力な冥種が何体もいたので完全に好き勝手できるわけではなかったが、不意に目の前に発生した召喚門ゲートを潜って召喚士コーラーに使役されるよりは余程自由気ままな生活ができていた。

　だが、それでもサイレントが求めに応えたのは、そこに自分の力を高めるための手段を見出したからだ。

　そして──少しばかり頭のイカれた主を得た今もその選択が正しかったと思っている。

「戦わないと強くなれないのに」

　ばたばた手足を動かし主張するサイレントに、その主人が呆れたように言う。

「『一単語の系譜ザ・ワード』は経験値テーブルが辛いからなあ……こんな序盤じゃレベル上げられないでしょ」

「……」

　冷たい目、冷たい声だ。だが、その主の言葉はサイレントが今まで何度か得たどの主人の言葉よりも自信と確信に満ちていた。

　サイレントは知っている。自分が何者なのかを。

　サイレントは知っている。自分の力は強力だが決して最強ではないことを。

　サイレントは知っている。少なくとも自分と同格の存在が何体も存在することを。

　──今まで戦った経験から知っていた。

「主は……物知りだなぁ。我は……我を知る者と出会うのは……初めてだ」

「何十万もつっこんだからね」

　遠い目をしてため息をつく主をサイレントはじっと見上げた。その目が測る目だということをその主は果たして気づいているのだろうか。

　今までは『一単語の系譜ザ・ワード』の単語を知る者すらいなかった。人間の寿命はサイレント達、超越存在からすると短すぎる。故に大体の召喚士コーラーはサイレントにとって取るに足らないものだった。

　だが、ブロガーは違う。言っている意味はわからないが、その目はサイレントの遙か上を見通している。だから、サイレントはそこに賭ける価値を見出した。

　殴られ蹴飛ばされ、罵られる程度、力の代価だと思えばサイレントにとってなんということもないのだ。
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「六、七、八、九、十……」

　虹色の石を一個一個丁寧に机に並べる。魔導石の輝きはゲーム時代も僕の心を摑つかんで離さなかったが、現実世界となってから一層格別だった。

　今日達成した依頼で得たものを合わせて──全部で十個。クエストをクリアした回数と同数である。毎日こつこつ雑用クエストをこなしていった甲斐があったというものだ。

　サイレントが机の上によじ登り、僕の手元を窺うかがっている。

「主は毎日それをやってるな……」

「魔導石の数はアビコルの中では最も重要な要素だからね」

　ゲーム時代の僕がこの光景を見たら鼻で笑うだろう。十個なんて本来ならば木っ端みたいな数だが、こうして並べてみるとまた受ける印象は違う。

　アビス・コーリングでは……石がなくては何もできないのだ。

「まぁ、主がそれでいいなら我も構わんが……」

　何も知らないサイレントが呆れたように言う。眷属は気楽でいいものだ。

「頑張ってもっと稼がないとね」

「ん？　召喚しないのか？」

「まだしないよ。まだ、ね」

　初めに持っていた魔導石と異なり、この魔導石で召喚できる眷属のレア度は保証されない。十個の魔導石なら召喚を二回できるが、アビコルの眷属はレア度が低ければ低い程種類が多くなるので、普通に召喚しても出るのはゴミみたいな眷属だけだし、魔導石の使用用途は召喚だけではない。ましてや魔導石がゼロの状態で戦闘に出るなんてゾッとしない。

　サイレントはそこそこ強力だ。眷属を増やさなくてもしばらくは戦っていける。

　僕は重課金ユーザーだ。三度の飯よりも召喚が好きだ。だが、それ故にアビコルの眷属召喚アビス・コールの辛さは良く知ってる。あれは地獄だ。立ち向かうためには類たぐい稀まれな運か資金力、あるいは根気が必要なのである。

　……まぁ、一回くらいなら試しに引いてみてもいいかな。

　ふと自然に抱きかけた考えを首を振って振り払う。何度同じようなことをやって地獄を見たか……。

「新たに眷属を得るよりもサイレントをレベルアップさせた方がずっと見込みがある」

「ッ!!　主、どうしたのだ！」

　サイレントが素っ頓狂な声をあげて、テーブルの上でタップダンスを踊り始めた。

　器用に魔導石を避けて踊りながら僕を見上げる。

「熱でもあるのか!?　あの主が、我を、ほ……褒めるなんて！　ありえん！」

「……やっぱりサイレントよりも他の『一単語の系譜ザ・ワード』の方がよかったな……」

「!?」

　いや、『一単語の系譜ザ・ワード』じゃなくても……アビコルには強力な眷属が山程いる。まぁ、上を見ればキリがないんだけど、もう少し静せい寂じやくを求めてもバチは当たらないだろう。

　ショックを受け、固まるサイレントを冷たい目で見下ろす。グラフィックの手抜きが気に食わねえ。

　魔導石を丁寧に布に包み、分厚い革の袋にしまう。ちょうどその時、部屋の扉がノックもなしに勢いよく開いた。

　入ってきたのはナナシノだ。衣装のそこかしこが泥で汚れているがその表情は明るい。

　目が合うと同時に花開くような笑顔を向けてきた。朝の不満げだった様子がまるで噓うそのようだ。容姿が優れているせいか、泥で汚れていても華がある。もしかしたらゲームキャラとしても通用するかもしれない。

　僕はなんと言えばいいのか迷い、結局無難な言葉をかけた。

「おかえり。クエスト、うまくいったみたいだね」

「！　ただいま、です」
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　ナナシノアオバという少女は生真面目だ。

　優等生な見た目通り、余り外れたことはしない。頭の回転が速く、ある程度物怖じしない社交性を持ち、しかしリセマラする勇気も覚悟もなく、余り自立心に溢れているわけでもなさそうなごく一般的な少女。

　この世界に来て抱いた大きな疑問の一つが、何故僕と一緒にここにいるのがナナシノなのか、という点である。僕はアビコルの廃プレイヤーだった。だからまだ共通点があるが、ナナシノアオバとアビス・コーリングにはあまりにも共通点がない。

　この世界に来て一週間も経つが、未だナナシノ以外のプレイヤーを見かけない。

　まだいないと断定するのは早いが、しばらく僕はこの少女に付き合わねばならないようだった。

「その様子だと湿原に行ったんだね」

「！　よくわかりましたね」

「いや、泥だらけだからさ」

「あ……」

　今まで気づいていなかったのか、自分の格好を確認してナナシノが恥ずかしそうに身を縮めた。

　古都は一番最初の街だ。その周辺には魔物が生息するフィールドやダンジョンがいくつも存在しているが、その大部分は初心者向けである。

　中でも湿原は最も易しいフィールドの一つだった。それでも僕ならばむやみに納品クエストを受けてフィールドに向かったりはしないが、ナナシノには初心者特有の蛮勇があった。今回はそれがうまく働いた形だ。

　ナナシノがまるで言い訳のように言う。

「魔物がいっぱいいて……ブルージェル・スライムが全然出てこなくて……」

「【暗闇の岩洞窟】の方ならスライムしか出ないよ」

「……へ？」

「というか、僕はそっちに行くように言ったつもりだったんだけどね……」

　納品クエストは特定のアイテムを納品するクエストである。入手場所の指定がされている場合もあるが、初級の納品クエストは場所の指定がないことが多い。

【暗闇の岩洞窟】は本来、チュートリアルで攻略する一番簡単なダンジョンである。深さは一階層でブルージェル・スライムしか出現しない。

　アビコルでは魔物の現れる場所は『ダンジョン』と『フィールド』の二種類に分けられる。【暗闇の岩洞窟】が前者で、【フェッグ湿原】が後者だ。

　どちらも魔物が出ることには変わりないが、それぞれ特性がある。

『ダンジョン』はマップの広さが狭く、魔物の強さが同レベル帯のフィールドと比べて高めだ。罠わなが仕掛けられていることも多いが宝箱が見つかったりもする。

　逆に『フィールド』はマップが広く、魔物の強さはそれほど高くはない。罠が仕掛けられている可能性は低いが宝箱が置いてある可能性も低く、だが逆に薬草などの拾える資源が豊富なことが多い。そして何より──イレギュラーが発生し得る。

　どうやらナナシノはそんなダンジョンがあるのは初耳だったらしい。一瞬言いよどみ、慌てたように言う。

「そ、そんな所も……あ、で、でも、ちゃんとスライム・コア、手に入れましたよ！」

「アイリスの単騎兵、強かった？」

「は、はい！　すっごく強かったです！」

　力強いナナシノの言葉に当の眷属は微動だにしていなかったが、それでもどこか誇らしげに見えた。

　序盤のフィールドは難易度が低めになっている。ぶっちゃけると、そこそこ強い眷属を引けたのならそのまま攻略できるくらいだ。アイリスの単騎兵はレア度にしては強力だ。進化させていない状態では特殊な能力も持っていないが、攻撃力と防御力が高めで使いやすい。【フェッグ湿原】くらいならば問題なく戦い抜ける。

　と、初心者は考える。そして、しばらくは湿原でクエストを受けることを選ぶ。

　だが、その選択はかなり危うい。アビコルにはそこかしこに落とし穴が存在する。

　念のため警告だけはしておくことにした。

「まぁ、レアエンカウントには気をつけてね」

「レア……エンカウント？」

「アビコルのやらしいシステムだよ。たまーに出るんだよね、本来そのフィールドで戦うレベルでは敵わないような強力な魔物が」

　それがフィールドのみで発生するイレギュラー……レアエンカウントだ。めったに出ないが出たらまず初心者では勝てない、そんな魔物。

　フェッグ湿原では確か蟹みたいな魔物だったはずだ。ぶっちゃけサイレントでもかなり厳しい。

　ダンジョンならばレアエンカウントなどない。序盤のダンジョンは罠などのギミックも少ないので、安全性を考えるのならばダンジョンメインで進めるのが吉である。

　初耳だったのか、ナナシノは及び腰になっていた。

「そ、そんなのいるんですか……」

「ゲーム通りならほとんど出現しないけど、一応覚えておいた方がいいよ。どのフィールドでも一種類はいるから」

　ちなみに、レアな素材がドロップするので上級者はあえてぐるぐる出るまで回ったりしていた。

　が、そういう時に限って出ないんだよね。巷ちまたではプレイヤーのレベルによって出現率が異なるだとか、噂うわさがあったくらいだ。ていうか、絶対プレイヤーのレベルで出現率変えてたぞあれ。運営死ね。

　ともかく、進化もしてないレベルの低いアイリスの単騎兵じゃ間違いなく敵わない。

　と、そこまで考えたところで、重要な情報を教えていなかったことに気づいた。

「アビコルじゃ眷属が死んだら消失ロストするからね。気をつけてね」

「え？　どういうことですか？」

　不思議そうに首を傾げるナナシノ。

　この子、微妙に物わかり悪いよなぁ……年齢、十は離れてないはずだけど、世代差というやつなのだろうか。これまで歩んできた道が違いすぎるのだろうか。

「……死んじゃったら二度と使えないってこと」

「？　死んじゃったら終わりって普通じゃ……」

　普通じゃないんだなあそれが。

　キャラが完全にロストするソシャゲーなんて僕は他に聞いたことがない。

　何しろ、アビコルの眷属はリアルの金を使って買った魔導石で召喚したものなのだ。データと侮ることなかれ、強力な眷属は召喚するだけで何万何十万もかかっている。

　長く育てた眷属が一瞬の油断でロストするなんて夢に出るわ。アビス・コーリングがクソゲーと言われていた理由の一つである。

　ゲームの常識など知らないのだろう、ナナシノは納得いかなそうな表情をしていたが、最終的には小さく頷いた。

　本当にわかっているかどうかは知らないが警告はした。こういうのは実際に味わってみないと理解できないものなのだ。

「まぁ、とりあえずお疲れ様。シャワーでも浴びてきたら？」

「あ……はい。そうします」

　泥だらけだったのを再度思い出したのか、顔を真っ赤にして部屋を出て行こうとするナナシノ。その寸前に、確認しなくてはいけないことがあったのを思い出した。

「そういえば、魔導石手に入った？」

「魔導石……あ、はい。ブルージェル・スライムの中にありました…………いります？」

「いらないいらない」

　納品クエストでもちゃんと手に入ったか……少しだけホッとする。

　僕の言葉に、ナナシノが意外そうな表情をした。

　ゲームで魔導石の譲渡などはできなかった。

　きっとナナシノからもらっても何の意味もないだろう。
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「やれやれ、ナナシノの嬢ちゃんは最近ちゃんとしたクエストを受けてるってのに……ブロガーはまた雑用か」

　もはや顔見知りになったギルド職員さんが呆れたように僕の顔を見る。強こわ面もての壮年の男だ。名前はゴンズというらしい。

　どの依頼クエストを受けるか選択するのは召喚士コーラー本人だ。だから、文句を言われる筋合いはないのだが、召喚士コーラーギルドの職員として僕に一言言いたくて仕方ないらしい。

「親離れしたんだよ」

　納品クエストを経験して以来、ナナシノは僕につきまとうのをやめた。

　まだ三日に一日はついてくるが、残りの二日は納品クエストをやっているようだ。多分、湿原のクエストをたった一人でクリアしたのが自信になったのだろう。確かに報酬やギルドからの評価も雑用クエストより余程いいので気持ちはわからなくもない。

　初めのうちは、ナナシノもバツの悪そうな表情をしていたが、僕が何も言わないのに気づくと気負いなく依頼を受けるようになった。たまにお土産を持って来てくれる。

「最近じゃあパーティも組んでうまいことやってるようだ」

「へー、なんだかんだナナシノ、コミュ力あるからね」

　ちょっと世間知らずな所はあるが顔もいいし、単たん騎き兵へいもまあまあ強い。性格も別に悪くないのだ、パーティくらい組めるようになるだろう。ＮＰＣとパーティ組んでどうなるのか知らないが。

　むしろ逆になんでまだ僕につきまとっているのかわからないくらいである。もう慣れたのだから自分で金も稼げるはずだ。

　すっかり定位置になってしまった頭の上のサイレントが僕の額をぺちぺちと叩いた。

「ななしぃばかりずるいぞ？　主あるじも名を上げるべきだ」

「君……いつの間にナナシノと仲良くなったんだよ」

　ななしぃって何しぃ？

「主に邪険にされた者の会みたいなの作ってるから」

　やめろ。邪険にした記憶なんてない。

　眷けん属ぞくになめられている僕を見て、ゴンズさんがにやにやしている。

「せっかく、たった一人で五人を倒せる程の眷属を引いたんだ。討伐クエストも簡単なものからこなしていけばすぐにナナシノの嬢ちゃんに追いつく」

「興味ないなあ。いいからさっさとまだ受けたことのない雑用クエストを教えてよ」

　大体、いつ僕はナナシノに追いつかれたのだ。

　プレイの傾向が違うだけで追いつく追いつかれたなど存在しない。アビコルのイベントの中にはクエストで得られるポイントをどれだけ貯めたかプレイヤー間で競うものもあったが、僕はあまりそういったものは好まない派だった。

　まー毎回上位だったけどな。

「ななしぃに見捨てられるぞ、主」

　サイレントがしみじみと悪乗りする。

　だが、僕が求めるのは地位でも富でも名誉でもない。魔ま導どう石せきである。とにかく石を集めなければ話にならない。ナナシノなんてどうでもいい。

　言葉を翻す気のない僕に、ゴンズさんは疲れたようなため息をついた。

「……はぁ。ま、ブロガーがそれでいいなら構わんがな。誰も受けなかった雑用クエストを受ける者が現れてうちの評判も上がってるし……」

「同じ人からの依頼は受けないから新しいクエストで頼むよ」

「ああ、わかった。わかったよ」

　雑用クエストは安全だ。時間はかかるが、お金だってもらえる。

　惜しむらくはそれほど数がないことだろうか。頼まれなくても、すぐに納品クエストや討伐クエストをやることになるだろう。

　まぁ、アビコルは雑用をやるためのゲームではないのでそれは仕方ない。

　溝掃除の依頼をゲットして依頼主の所へ向かう。

　どうやら雑用クエストを出した者同士で噂うわさが流れているらしく、最近では僕が訪ねても「ああ、やっときたか」みたいな反応が来ることが多くなっていた。

　最初は戸惑い気味だったサイレントも慣れてしまったのか、今では僕が目を見張る程スムーズに仕事をこなすようになっている。

「主は我の使い方……間違ってる……」

　ぐちぐち言いながらも身体を膨張させ溝をさらう姿は目を引いていた。やっぱり威厳ないよなぁ……。

　しばらくごそごそと掃除し、最後にその腕をこちらに伸ばしてきた。

「ほら、主。見つけたぞ」

「ああ」

　溝の中にあったにしては汚れていない魔導石を受け取る。

　魔導石を光に透かし、ふと首を傾げた。

　ゲーム準拠だが考えてみれば不思議な話だ。一体どういう理屈なんだろう……。

　まぁ、どうでもいいか。

　ゴミをすべてまとめて袋に入れる。その頃には黒く淀んでいた溝は見てはっきりわかる程透き通っていた。口を酸っぱくして注意したおかげか、最近のサイレントの仕事っぷりは本当に堂に入っている。

「おお、こんな短時間でここまで綺麗にするとは……さすが今評判の──おっと」

　依頼人のおじさんが笑顔で言いかけて止める。一体どんな評判になってるんだろう。

「また頼むよ」

「はい」

　まぁ、同じ依頼は無駄だから二度と受けないがね。

　依頼達成の証をもらってギルドに戻る。サイレントの身体は汚らしい溝の中にいたにもかかわらず清潔だ。異臭などもしていない。

　サイレントの身体は肉でできていないので匂いが染み付いたり汚れたりしないのだ。本当に便利な身体である。

「しかし、主。そろそろ本当に我も討伐クエストをやりたいんだが？」

「ゴミを討伐してるじゃん」

「ち……ちがあああああああああああうッ！」

　サイレントが地べたに寝っ転がってジタバタし始める。子供みたいだ。

　周囲からまるで僕が虐待しているかのような視線が向けられていた。面倒だなぁ。

　サイレントがまるで泣きわめくような声で言う。

「あるじぃは、わたしが、なんのために召喚されたのか、わかっているのかぁ!?」

「……え？」

　その言葉に目を丸くする。

　理由が……あるのか？

　想定外の言葉である。何しろ、サイレントはただの召喚ガチャで引けるユニットなのだ。そもそも、こんなにうるさいのも想定外だし。

「えっと……課金させるため？」

「……何を言っているのだ、主は」

　シルエットなサイレントには表情はないはずなのに、なぜだか最近感情が読めるようになってしまった。

　呆れたようにこちらを見るサイレントの様子はその容姿に反して人間臭い。

　僕は早口で続ける。僕は騙されないぞ。

「いや、サイレントが気づいていないだけで君の存在意義は課金させることなんだよ」

　サイレントは優秀な能力を持つユニットだ。基本的なパラメーターも『一単語の系譜ザ・ワード』に相応しいが、それ以上にスキルに代えが利かない。

　だから、サイレントは実装された当初、数え切れないくらいの犠牲者を出した。当時は猫も杓しやく子しもサイレントだったのだ。……まぁすぐにインフレの波に消えてったけど。

「えええ？？　なんでわたし、主に存在意義を決められてるのぉ？　ち、違う。違うんだ、あるじ。そんなわけわからないもののために我は召喚されたんじゃなーい！」

「僕は君に十万近くかけたんだ。出るまで引いたからね」

　しかし、召喚に眷属の意志が介在しているとは思わなかった。せいぜい運営の意志だと思っていた。

　だがなるほど、なんでサイレントが僕の言うことを聞いているのか若干不思議だったが、本人の意志で召喚されたのなら言うこと聞くわけである。

　サイレントは上半身を起こすと、路面に座り込んだ状態で言う。どうやら僕の言葉は無視することにしたらしい。

「主、我は、この世界で力を蓄えるために来たのだ」

「力を蓄える……」

　……レベルを上げればいいのかな？

「そうだ、主。だから、我は討伐クエストを受けたいのだ。魔の力を持つ者を食らうことにより、我は強くなれる」

　サイレントが僕の様子を見てはっきりと言い切った。それに即座に返す。

「でも君、前も言ったけど、レベル上げるのに経験値めっちゃ必要じゃん」

　眷属を強化するには大きく分けて二つの道がある。

　一つは一定数の魔物を倒したり、ドロップした素材アイテムをエネルギーとして食べさせたりすることにより発生する『成長レベルアツプ』。

　もう一つは、特定条件を満たし儀式を行うことにより存在を上位に押し上げる『進化ステージアツプ』だ。

　育成ゲーであるアビコルのメインコンテンツと呼べる要素であるそれは、メインコンテンツであるが故にとてつもなく奥が深くそして、面倒臭い。

　おまけにその難易度はレア度に比例する。レア度17のサイレントはレベルアップにもステージアップにも莫大な時間と手間がかかるのだ。

「女の子のキャラならグラフィック豪華になるから頑張るんだけどサイレントじゃなあ」

「？？　んん？　今、なんか聞いてはいけない言葉を聞いた気がするぞ？」

　サイレントは強いが、決して最強ではない。

　能力も普通の眷属と比べたらずっと強いが、『一単語の系譜ザ・ワード』の中では下から数えた方が早いくらいだ。サイレントの真髄はその特殊能力なのである。そして特殊能力は進化させなくても使えたりする。つまり進化させる必要がないのだ。

　何よりも、影だからなあ。

「主、このあいだ我をレベルアップさせたほうがいいって言ってたよな？　な？」

「……」

　それは言葉の綾だ。

　雑魚を得るくらいならサイレントを育てた方がマシだがもっと強い眷属が手に入るならそれに越したことはない。

　アビコルでは育成コストが非常に高いので育てる対象は吟味する必要がある。

　僕はしばらく黙り込んで考えていたが、サイレントが仕事をサボると困るのでお茶を濁すことにした。

「まぁ、いい子にしてたらね。どのみち、そろそろ雑用クエストもなくなりそうだったし、討伐クエストも受けるつもりだったよ」

「ほ、本当か？　我、とっても不安なんだが？」

　ただし、魔物を倒してサイレントが得られる経験値は微々たるものである。アイテムを食べさせる方がずっと経験値効率がいいので、アビコルではそちらの手法でレベルを上げるのが主流だった。

　そもそも、下から順番にこなしていくつもりなのでサイレントのレベルが上がるのはだいぶ先だと思うけど……それをもって義理を果たしたことにしよう。

　まだ不安げなサイレントにしっかりと説明義務を果たした。

「ダンジョンのクエストをメインで受けていこう。初回ダンジョンクリアボーナスと合わせてうまくいけば魔導石が二個手に入る」

「……主の言うことは難しいなあ」

「焦りは禁物だ。慎重にいかないと、アビコルは落とし穴がいっぱいだからね……っと」

　そこで、進行方向を塞ぐ影に気づいた。

　僕と同じ召喚士コーラーらしき男が三人。大通りを塞ぐかのように立っている。後ろには取るに足らないレア度の眷属をそれぞれ一体ずつ伴っていた。

　一体こんな所で何をしているのだろうか。

　仕方ないので端の方から通り抜けようとするが、それを塞ぐように移動してきた。

　ちょっとそのあからさまな動作にむっとして、強面の男を見上げる。

　褐色に焼けた肌に太い眉。焦げ茶色の刈り上げられた髪は剣を持っていたら剣士だと言っても納得していただろう。

　その目はまるで見下すかのような鋭さで僕を睨みつけている。

「……どちら様？」

「てめぇッ！」

　罵ば声せいと共に伸びてきた腕を後ろに下がって回避する。サイレントがぴょんと僕の前に飛び降り、その身体を僕と同じくらいの大きさまで伸ばした。

　男のうちの一人、灰色の髪をした不良のような風ふう采さいの男が僕に向かって歯を剝き出しにして叫ぶ。

「雑用。前回はよくもやってくれたな……」

「ん……あー……」

　その言葉でようやく思い出した。初日にナナシノに絡んでいたＮＰＣだ。

　もうナナシノはいないのにわざわざ僕を捜したらしい。焦げ茶髪の男は初めて見るが、その後ろの眷属も大したレア度ではない。ブレードキマイラにちょっと毛が生えた程度のレア度の眷属だ。

「大兄貴、やっちまってください」

　後ろの痩そう身しんの男が焦げ茶髪の男に言う。覚えていないがそいつももしかしたら前回つっかかってきた男達の中にいたのかもしれなかった。

　ＮＰＣの顔なんていちいち覚えてられん。

　僕は殺意を込めて睨みつけてくるＮＰＣを眺めながら、首を傾げた。

「前回もだけど、本当にベタベタなクエストだなあ……報酬がゼロだったのに、ストーリークエストだったのか……」

　アビコルのほとんどのクエストは独立したものだが、特定クエストのクリアが出現条件になっているクエストをストーリークエストと呼ぶ。

　その名の通り物語ストーリーになっているクエストだ。さしずめこれは『少女を救え②』といったところか。

　あるいは、もしかしたら前回のクエストがまだ終わっていないのか。ゲームと違って完了しているのかどうかわからないのが不便だ。

　大兄貴と呼ばれた男は、サイレントの姿にも怯えることなく、その後ろに庇かばわれる僕を真っ直ぐ見据えた。鋭い、獣のような眼光。

「随分とウチの者が世話になったようだな……ご足労願おうか」

　どうやら、この場でことを起こすつもりはないらしい。

　大通りで真っ昼間だ、余り目立つのが良くないことはわかっているのだろう。

　今も行きずりの人々がこちらを見て、しかしすぐに目を背けている。

　僕はちょっと考えた。クエストの受託の意志は基本的にプレイヤー側に委ねられている。拒否しようと思えばできるだろう。

　だが、こういう突発的に発生するクエストの中には一度拒否したら二度と現れないものもあるのだ。大体ろくな報酬はもらえないのだが、アビコルプレイヤーの中ではこういうクエストはとりあえず受けるのが常道だった。

　街中で発生するクエストはフィールド探索などとは異なりイレギュラーが入る余地が少ない。ダンジョン攻略以上に少ない。

　前回のクエストの難易度を考えると、大したクエストでもないだろう。

　僕はにやにやと笑う二人と鋭い眼を向けてくる大兄貴に言った。

「はい。わかりました。では、行きましょう」

　多分、サイレントのガス抜きくらいにはなるだろう。
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　青あお葉ばはすっかりこの世界に慣れていた。

　初めは家族や友達のことを思い出して枕を濡らした日もあったが、今ではその頻度も少なくなった。まだ帰る手段は探すつもりだが、それ以上に、この世界では──働かなければ生きていけない。泣いてばかりで生きていける程この世界は甘くない。

　親の庇護下ではない。自分の力で金を稼ぎ生きるというのは青葉にとって初めての経験だった。

　危険なダンジョンやフィールドに向かい、魔物の素材や貴重な薬草の類いを入手する。見たこともない恐ろしい魔物や美しい光景は青葉を強く魅了した。

　もちろん、それはアイリスの単騎兵という眷属あってのことだ。この世界の常識についてほとんど知らず後ろ盾もない青葉が一人で生きていけるのも、それが本来一般人ならば難しい所業だからである。

　だが、アイリスの単騎兵は青葉を守りながらそれができる。それくらいに強かった。

　召喚士コーラー仲間もできた。

　何年も古都近辺でパーティを組んで仕事をしているという召喚士コーラー。渡り鳥のようにあちこちを回っていて、今は古都で仕事をしているという者。青葉は元来明るく社交性のある性格であり、そんな青葉が受け入れられるのに時間はいらなかった。

　知り合った中には青葉よりも年下の召喚士コーラーの女の子もいて、それも心の支えになった。

　何度かそういった知り合いとパーティを組んで討伐クエストに向かったが、単騎兵は他の召喚士コーラーの眷属と比べても決して負けてはいない。

　いや、むしろ──素人目に見てもアイリスの単騎兵は強い方だ。

　一緒にパーティを組んだ召喚士コーラー達の眷属は多種多様だった。一番多いのは動植物を模したもの。アイリスの単騎兵に似た騎士のような姿のものもいたし、それ以外にも何種類も見てきたが、青葉が召喚した眷属には癖がない。頑丈な装甲に鋭い剣による攻撃は場所や相手を問わず戦っていける特性で、少なくとも古都周辺のフィールドやダンジョンでは問題なく戦っていけるだけの実力があった。

　青葉は自分の眷属がブロガーの言うような弱い者ではないことに気づいていた。

　召喚士コーラーランクも度重なる依頼達成により、鉄ランクから銅ランクに上がっている。そろそろ一人前の召喚士コーラーとして認められるランクだ。眷属の力も、度重なる戦闘により少しずつ上昇していて、それがレベルアップと呼ばれる現象であることを青葉は既に知っていた。

　今ならばブロガーがこの世界を育成ゲーと言っていた理由もわかる。

　召喚士コーラーの力は眷属の力。眷属の成長が青葉には我がことのように嬉しい。青葉はアビス・コーリングをプレイしたことがないが、これがもしもゲームだったとしても、プレイしていたら、嵌まっていたかもしれない。

　既に生活するだけならば十分可能なだけの収入もある。

　期待の新人という評価に新たに出来た友達。青葉は今存分に世界を楽しんでいた。
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　今日もスライム・コアの納品よりも、もう少し難しい納品クエストを終え、入れてもらった他のパーティ──先輩召喚士コーラー達と一緒に打ち上げをしていた。ギルドに併設された酒場スペースは今日も仕事を終えた召喚士コーラーの姿で埋まっている。

　召喚士コーラーになって五年だという金色の毛を持つ猫のような眷属を連れた金髪の青年──パトリックが陽気な笑い声を上げ、青葉に言う。

「いやー、たった一ヶ月足らずで銅ランクになるなんて、素人とは思えないよ、本当に」

「アイちゃんが強いだけですから……運が良かったんです」

　とか言いつつも、褒められるのは悪い気分ではない。

　周りの他の仲間達もパトリックの言葉に同意の声をあげる。

　パトリックのパーティは中堅のメンバーを集めた男二人、女二人、男女混合の四人パーティだ。だが、それぞれのメンバーが連れている眷属の力は青葉と大きく変わらない。

　既に数年活動しているベテランの召喚士コーラーと、この世界に来たばかりの自分の間にあるあまり大きくない差異に青葉は最初違和感を覚えていたが、今では納得している。

　召喚される眷属は完全にランダムだと聞いている。青葉は運が良かったのだ。

　今ではブロガーから聞いたリセマラという言葉も納得できた。実際にこの世界でそれができるかどうかは別として。

　青葉は幾つかのパーティに入れてもらって何度か依頼を受けたが、中でもパトリックのパーティ──『金きん猫びようの調べ』に入れてもらう機会が多かった。他のパーティは男性ばかりだが、女性も交じっているというパーティは一女子として安心感がある。

「ねぇ、青葉ちゃん。うちのパーティに正式に入らない？　まだ一人くらいは入れるし」

　パトリックの隣で薄緑の飲み物を飲んでいた赤髪の女召喚士コーラー──イレーナがやや酔いの入った眼で聞いてくる。

　召喚士コーラーギルドに張られたクエストの大部分は戦闘が付随する危険な仕事だ。だから、命知らずでもない限り複数人でパーティを組んで依頼を受ける。ギルドの規定にはパーティの人数制限はないが、報酬やギルドの評価は人数で割られるので四人から六人くらいが一般的だと言われていた。

「そうすればうちのパーティの力関係も変わるんだけどねえ……パトリック？」

「おいおい、青葉ちゃんを勝手に取り込まないでくれよ。肩身が狭くなるだろぉ？」

　その言葉に、パトリックが冗談めかして答えた。

　残り二人の仲間──ウバルドとグルナラがそれを囃し立てる。

　青葉はパトリックのパーティ──『金猫の調べ』を初めとして、もう既に数ヶ所のパーティからスカウトをされていた。それを受けていないのは、もう少し様子を見たいと思っていたと同時に、同郷の青年の存在があるからだ。

　ブロガーは相変わらず雑用クエストのみ受けている。何度か納品クエストに誘ったが、誘いに乗ったことは一度もない。

　パーティに興味はある。

　一番初め、納品クエストを行う上で青葉はたった一人で湿原に挑んだが、他のパーティと共に依頼をこなす上で、その必要性を青葉は感じていた。

　人には得意不得意がある。青葉はまだまだ素人だ。パトリック達だって、眷属の力は青葉と余り変わらなくても、依頼をこなす上でのテクニック──依頼者との交渉やフィールドを歩き回るためのノウハウなどは青葉の比ではない。

　何より、アイリスの単騎兵は強力でも、青葉自身は一人の女の子でしかない。顔なじみになったギルドの職員からも、召喚士コーラー本体に向かってくる攻撃にだけは注意するよう再三言われている。安全性を考えても、どこかのパーティに入れてもらうべきだろう。

　そして、きっとブロガーはそれを受け入れる。笑顔で見送ってくれるだろう。

　その青年はこの世界にやってきて一番初めから青葉と一緒にいるにもかかわらず、一番青葉に対してドライだ。だが、だからこそ言い出せなかった。

　物憂げにため息をつく青葉。その心情を見透かしたようにパトリックが言う。

　召喚士コーラーの世界は狭い。青葉がブロガーと一緒にいる姿は既に皆が知っていた。

「ああ、青葉ちゃんは、あの雑用マスターのことを気にしているんだな」

「……ブロガーさんですよ。まぁ、確かに雑用クエストばっかりやってますけど」

　雑用マスター。本来ほとんど受領者がいない雑用クエストばかり受ける召喚士コーラーが現れたとなれば噂になるのも道理である。

　青葉の言葉に、パトリックが周囲を確認し、声を潜めて言った。

「青葉ちゃん、悪いことは言わない。あれはやめておいた方がいいよ」

「……なんか変な誤解を受けてる気がしますが、なんでですか？」

　深刻そうなパトリックの表情に、青葉の隣に座っていたパーティメンバーの一人、グルナラが呆れたようにため息をついて小さな声で言う。

「冥めい種しゆ持ちの召喚士コーラーは問題のある人が多い。ただの……迷信、です。パトリックさん」

「そうかもしれないけどよぉ。あんな眷属見たことないぜ？　俺は」

　冥種。

　青葉の持つ眷属──天てん種しゆの正反対とされる種だ。悪魔とも呼ばれる。

　眷属に種類が書かれているわけではないのでなんとも言えないのだが、青葉はサイレント以外に冥種を一度しか見たことがない。初日に自分に手を出してきた男の一人が連れていたはずだ。

　パトリックがかがみ込み、足元の金色の毛をした猫を抱き上げた。

「やっぱり眷属は獣じゆう種しゆが一番だよ」

「……選べないけどね」

　パトリックのパーティメンバーの眷属は皆、獣種だ。動植物に似た姿をした眷属達である。自然と集まって出来たパーティらしいが、皆可愛らしい姿形をしている。

「まぁ、そんなわけで、ぜひ一度考えてみてよ」

　既に何度か依頼をこなす中で、パトリック達が悪い人間ではないことはわかっている。パーティを組むのも悪くないだろう。

　気け怠だるげにこちらを見てくるパトリックの眷属を眺め、青葉が頷きかけた瞬間、突然ギルドの扉が勢い良く開いた。

「は、はぁはぁ、お、おい、大変だ」

　駆け込んできたきたのは壮年の男だった。格好からして召喚士コーラーではない。

　青褪めた表情。ギルド内に響き渡るような声に、パトリックを初めとした何人もの召喚士コーラーの視線がそちらに向けられる。その時、青葉はその男の顔に見覚えがあることに気づいた。ブロガーと一緒に雑用クエストをやった時の依頼人だ。

「いつも掃除をやってくれてるおたくの召喚士コーラーが連れて行かれた」
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「『赤せき獣じゆうの王』のギオルギだ。間違いない。問題を起こしたという噂は聞いていたんだ。クソッ、絶対にこうなると思っていた」

　駆け込んできた男の話を聞き、パトリックが唇を嚙み暗い声を出した。

　召喚士コーラーと一口に言っても、皆がまともな人間なわけではない。何の眷属を手に入れるかは運だ。中には強力な眷属を手に入れたことで犯罪行為を働くものもいる。

　そして、弱肉強食のこの世界では、強者の下に人が集まる。

　その名に聞き覚えがあるのか、ギルド内はひっそりと静まり返っていた。。

　突然のことに混乱する青葉の肩をイレーナがゆすり、説明する。

「獣種の眷属を召喚した者の中では一番の召喚士コーラーよ。一番初めの眷属召喚アビス・コールで『ゲール』っていう眷属を召喚した男で──」

「この辺りではでかいパーティの一つだ。所属数は十人を超えていたはずだ。評判も……一番悪い」

　一緒に話を聞いていたギルドの職員が眉を顰ひそめているのが見えた。

　召喚士コーラーは召喚士コーラーギルドにとっての宝だ。特に、所属数が魔導師ギルドや剣士ギルドと比べてずっと少ないのでそれだけ強力な召喚士コーラーは優先度が高くなる。評判の悪い、しかし強力な眷属を持つギオルギが未だ野放しになっているのはそのためだ。

「ど、は、じゃあ……早く助けに行かないと……」

　青葉の漏らした言葉に、パトリックが自分の眷属をちらりと見た。周りの席にいた召喚士コーラー達も皆自らの眷属を難しい表情で確認する。

　周りの空気に気づかず、青葉が立ち上がる。傍らのアイリスの単騎兵が主の思いに応えるかのように頷いた。

「わ、私、行ってきます……」

「ま、待て。青葉ちゃん」

　走り出そうとする青葉の腕をパトリックが摑つかんで止めた。

「『ゲール』は強い。格が違う。おまけに奴はそれを鍛えている。多分俺達四人と青葉ちゃんがいても傷つけられない。その上、ギオルギには仲間だっている！」

「じゃ、じゃあ、どうしろって言うんですかッ！」

　握られた腕を振りほどく。自分よりもずっと年下の少女の剣幕にパトリックが一瞬圧される。

　青葉の脳のう裏りに浮かんでいたのは、初日に自分を助けてくれたブロガーの姿だった。

　言動は冷たかったが、その青年は確かに青葉を助けてくれたのだ。もしも青葉一人でこの世界に放り出されていたら今まで生きてこられなかったに違いない。

　青葉はずっと、受けた恩は返すように教育を受けてきた。

　パトリックの言うことは本当なのだろう、何しろ彼は青葉とは違い三年もこの街にいるし、ギオルギとも面識がある。でも、手は、足は、身体は震えても、たとえ相手が遙かに強力な相手だったとしても、何もせずにいるわけにはいかない。

　何もできないならまだしも、今の青葉には騎士がいる。抗うことくらいはできる。

　青褪めた青葉の様子に、パトリックが大声をあげた。

「ここにいる……全員で行くッ！」

　その声に酒場が静まり返った。あっけにとられたように互いの顔を見合わせる。

　規模の小さなギルドとはいえ、時間帯もあり、酒場には五パーティ──二十一人もの召喚士コーラーがいた。

　誰かが文句を言い出す前にパトリックがテーブルを叩き、険しい声で続ける。

「正直、ここにいる全員でかかってもギオルギを倒せるかどうかはわからない。だが、これだけの人数を見ればさすがに手を止めるはずだ」

　険しいパトリックの表情に、青葉は改めてそれがどれだけの難事なのか理解した。

　アイリスの単騎兵では、ここにいるメンバー全員と同時に戦うなんて不可能だ。

　ましてや、それで倒せるかどうかわからないとなると──。

『ゲール』。青葉にはどんな眷属なのか全く予想がつかない。

　張り詰めた空気が漂っていた。先程まで漂っていた明るい空気は既にない。

　やがて、その中の一人──五十センチ程の大きさのスライムを連れた小男が声をあげた。

「む、無茶だ──ギオルギに逆らったら──この街じゃ生きていけねえ。『ゲール』を見たことがないからそんなこと、言えるんだ……あれは、モノが違う。一時的に手を止めたって、今度は俺達が標的になるかもしれないんだぞッ!?」

　悲痛に満ちた声。青葉も一緒にパーティを組んだことのある男だ。陽気で人のいい男だった。そんな顔見知りの出す声に、青葉はぞくりと肩を震わせた。

　その表情を見て、男が目尻を下げた。ばつが悪そうに続ける。

「大体、も、もしかしたら……連れて行かれたのだって、何かの間違いかもしれない。そうだろッ!?」

　同意を求める声に、他の召喚士コーラー達は答えなかった。

　ギオルギがそういう性格だというのを皆理解しているのだろう。

　誰も同調する者がいないことに気づき、男が更に声を張り上げる。

「それに、お、俺は知ってるぞ。雑用が悪いんだ……あいつが、ギオルギの仲間を倒したりするから──」

「……え……？」

「あ……いや……」

　男が失言したという表情をする。

　しかし、青葉は一瞬で、その表情と言葉で理解してしまった。

　ずっと雑用クエストをやっているブロガーがサイレントを攻撃に使ったのは青葉の知る限りたったの一度。初日に青葉が絡まれていた時だけだ。

　青葉の身体がふらつく。倒れかけた小さな身体を、イレーナがとっさに支えた。












　支えられたことにすら気づかず、青葉が呟つぶやく。

「そんな……」

　血の気が引き、生気が見えない青葉はぞっとするくらいに美しい。

　召喚士コーラーの何人かが状況を忘れ、まるで魅入られるかのようにそちらに視線を取られる。

　そこで、パトリックがもう一度机を叩いた。グラスががたりと大きな音を立て、男達が我に返る。

「……このままじゃ、いけない。ずっとそう思っていた。そうだろ？」

「だ、だがな、パトリック。俺だってなんとかしてやりたいが──俺は……『ゲール』の戦闘を、一度だけ見たことがある。あれは作戦でどうにかなるもんじゃない」

　種族にはそれぞれ特徴がある。獣種の特徴は純粋な能力の高さにあった。

　妙な能力は持っていないことが多いが、ステータスだけは随一の伸びを見せる物理攻撃を得意とする眷属だ。

　小男が真剣な表情で周りの召喚士コーラー達を見る。召喚士コーラーの数は少ないだけあって、その殆ほとんどは顔見知りだ。眷属の力も大体知っている。

「数で……今ここにいる全員で向かったところで二十一人しかいないんだ。その程度で──止まるのか？」

「……やってみるしかないだろ」

　重々しいパトリックの声。そこには隠しきれない不安が滲み出ている。

「大丈夫。何も倒せと言っているわけじゃないんだ。ギオルギに、相手をするのは面倒だ、そう思わせるだけでいいんだ」

　その言葉に、酒場が静まり返る。答える声はない。

　パトリック自身の声に既に力がなかったのだ。分が悪いのは誰が見ても明白だった。

　一度、立ち上がりかけた意志の炎は今、また消えつつあった。

　だが、時間が経てば経つ程に状況は悪くなる。

　ギルドの職員も、そして話を持ち込んだ人も、皆が酒場の動向に注目している。

　早く──助けに行かないと。

　青葉がふらつきながらもイレーナの手を振り払い、二本の足で立つ。

　意識が朦もう朧ろうとしていた。そのせいか、恐怖は感じなかった。現実感さえ。

「お願い……します」

　かすれた声が酒場に響き渡る。

　その真しん摯しな目がゆっくりと周りの召喚士コーラーを順番に見つめる。

「なんでも、します。パーティにも、入ります。私にできることなら、なんだって」

　その声は囁ささやくようなものだったが、力があった。

　視線が青葉に集中する。そして、青葉の唇がまるで乞い願うかのように囁いた。

「だから、ブロガーさんを……助けて、くれませんか？」
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　ちょっと数が多いな。僕は目の前にたむろしているＮＰＣ召喚士コーラー達を見てそう思った。

　つれてこられた、というよりは、ついていった先にあったのは寂れたビルだった。コンクリートのビル。世界観ぶち壊しである。

　天井の高さも広さもかなりあるが、そこかしこに破壊の跡があり、恐らく僕が以前クエストで倒した召喚士コーラー達のアジトという設定なのだろう。

　僕のようないたいけな召喚士コーラーを連れ込んで暴行を働いているのだきっと。最低のクズ野郎共め。僕は自分勝手な連中が一番嫌いなんだ。死ね。

　ビルの内壁にはベッタリと赤いペンキで獣のマークが記されている。以前財布に入っていたカードに記載されていたマークだ。

　もしかしたらこいつらのグループのシンボルなのかもしれない。

　シンボルの下には男達がいた。面倒臭そうにため息をついている者、ニヤニヤ笑みを浮かべながらこちらを威圧する者。油断のない鋭い視線を向けてくる者。顔を強張らせこちらを見ている者。全員が召喚士コーラーだ。

　ストーリークエストの難易度は大抵、一個目より二個目、二個目より三個目の方が高めに設定されているものだ。

　だからある程度の数は覚悟していたが、この人数は予想外である。

　一個目のクエストは相手が五人だったはずだ。

　僕は指を差して一人一人ゆっくり人数を数え、眉を顰めた。二個目のクエストなのに人数が倍になっている。どいつもこいつも男男男。華のないクエストだ。

　人数に差があるせいか、半分くらいは油断しているようだ。

　サイレントが僕を守るように前に立ち、呆れたように言う。

「主、いっぱいいるな」

「まぁ、誤差だよね」

「主の図太さを、我は見習いたいぞ」

　男達はどうやら何かを待っているようで、こちらを逃さぬように威圧しながらもかかってくる様子はない。

　イベントスキップ機能ないのかな……僕は暇じゃないのだ。

　四十分程待ったが、何も起こる気配はない。糞イベントである。

　僕はもう飽きてきたのでさっさと終わらせることにした。これ以上待っても何も起こらない可能性だってある。

　瓦が礫れきの上に立ち上がり、かかってこないことをいいことに、一体一体眷属を指差し言う。薄暗いビルの中に僕の声が反響する。

「黄昏たそがれのアンダードッグ。死と絶望のアフレイドフレイム。暗き天のウェザードール。鏡面世界のポーンナイト。雷光纒うホワイトリザード。星王配下のアッパーテイル──」

　唐突に名前を言い出した僕に、連中の表情が強張ったものに変わる。

　注視すると同時に眷属の頭の上に名前が浮かぶが、僕はそれを読んでいるわけではない。すべて覚えているのだ。覚えようとしていたわけではないが、眷属召喚アビス・コールでこの手の眷属はうんざりするくらい出た。嫌でも覚えてしまう。

　そして、最後に僕をここまで連れてきた焦げ茶髪の男、大兄貴の足元にかしこまる眷属を指差す。

　銀色の鎧甲に槍を装備した、少しだけナナシノの眷属に似た眷属だ。似たような眷属だが、こちらのレア度は10であり、似て非なるものである。

「そして──アイリスの重じゆう槍そう兵へい」

　似たような名前だがナナシノの眷属を進化させても重槍兵になったりしない。

　こちらは出た当初の時点では単騎兵よりも強いが、最後まで進化させても大して能力が上がらない外れ眷属だ。

　クソがッ！　似たような眷属で召喚対象を水増ししやがって！　殺意が湧くぜ。

　僕はその思いを言葉に込め、殺意に変えて目の前のモブＮＰＣ達に宣戦布告した。

「僕なら間違いなく『リセマラ』だ」
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　アビコルはスマホ向けのゲームだ。グラフィックは美麗だが所詮スマホで処理できるレベルでしかない。戦闘もまた簡略化されたグラフィックだったが、この世界ではちゃんとリアリティに溢れている。

　ターン制ではなくリアルタイムでバトルが進行する形式なのはゲームと一緒だが、自由度が異なる。何よりも、眷属に細かく指示を出せるのがイカしてる。

　元々、アビコルの戦闘は全てオートで進む形式だった。特殊能力の使用やターゲット指定くらいはできたし、大まかな作戦も立てられるが、細かい動きは全部ＡＩ任せだったのだ。それに歯がゆい思いをさせられたものだが、この現実では違う。

「な……へ……？」

　柱の前にいた召喚士コーラーがあっけに取られたような声をあげる。その前を守るように立っていた白く放電した二足歩行のトカゲ──雷光纒うホワイトリザードの首がずるりとずれ、ほぼ同時に地面に崩れ去った。

　湿った嫌な音が間の抜けた声に被さる。サイレントの身体から伸びた触手が数メートル離れていたリザードの首を完全に切断したのだ。

　レア度７のホワイトリザードではレベルを多少上げてあったところで一撃も耐えられない。サイレントの腕がずるずると引き戻される。

　進化していたらまだ話は違ったはずだが、見たところ相手の眷属はどの眷属も進化していないようだ。

　何が起こっているのか理解できないのか、固まる召喚士コーラーの男に軽い声で話しかける。

「属性補正のついた眷属は面倒だからねぇ……冥種のサイレントは光属性の攻撃に弱いし、タイプ的に物理防御の方が高いから……」

　アビコルの眷属は本当に多種多様なタイプに分類され、それぞれ長所と短所がある。

　当然相性だってある。そこをどこまで暗記できるかがプレイヤーの腕の見せ所で、みんな必死に覚えていた。だって覚えないと眷属死ぬから。

　召喚士コーラーの男が呆然と跪ひざまずき、両断されびくびくと痙けい攣れんするリザードに手を当てた。

　だが、時既に遅く、リザードは触れると同時に光になって消える。残ったのは小さな光のガラス玉のようなアイテムだけだ。

　理解できていないのか、男が呆然と呟く。

「バカな……俺の雷らい太たが……」

　現状を受け入れていない表情。もう無駄なのに光の粒に手を伸ばすその様子は滑稽だ。

　僕はその表情に見覚えがあった。

「なんだ、消失ロストは初めてだったのか。残念だったねー」

　前回は手加減してやったが今回は手加減するつもりはない。

　前回のクエストで報酬がなかったのも敵のＨＰを完全に削らなかったせいではないか。冷静に考えればゲーム中では敵のＨＰはもれなくすべて削りきっていた。

　その反省点を生かして今回の相手の眷属は全員ロストさせるつもりである。もちろん人は対象外だが。

　仲間の召喚士コーラーが僕を化け物のような目で見た。

「眷属をロストさせる、だと……こいつ、正気か!?」

「そうかっかしなくても大丈夫だよ。そのロスト時に残るオーブを使えば次の眷属召喚アビス・コールの時にちょっとだけ同じ眷属の召喚確率が上がるから」

　まぁ有志の検証によるとそれで同じ眷属を引ける可能性は微々たるものという結論が出たが、気休めにはなるだろう。

　雷太の主が今更状況を理解したのか、怖気立つような悲鳴をあげた。

「う……うわああああああああああぁぁあああああ!!」

　空気が震える。仲間の悲鳴に敵は動揺していた。僕はそれを隙すきとみなした。

　指先をちょいちょいと動かし、サイレントにサインを出す。ゲームではできなかったのだが、暇つぶしに仕込んでおいてラッキーだった。

　一番レア度の高いアイリスの重槍兵は硬いから最後だ。さっさと属性攻撃を持つ眷属を片付けねば。

「ま、待て──」

　叫びかけた男の眷属──てるてる坊主のような見た目の暗き天のウェザードールの首を同様の手順で飛ばす。

　ＮＰＣに言っても仕方ないが、こいつらは眷属がロストする覚悟すらなく僕を襲おうとしたのだろうか、動揺で手が止まるなんてほとほと呆れる。

　レア度の低い眷属でサイレントを倒すには隙をつく──これがゲームではなく現実故に発生しうる隙をつくしかないというのに。

　指先を横に動かす。それを察知したサイレントが指示に従い、長く伸ばした鞭のような腕で敵を薙ぎ払った。

「さ、散開だッ！　四方から畳み込め！　俺が防ぐ！」

　いち早くそれに気づいた大兄貴が指示を叫ぶ。と、同時にアイリスの重槍兵が前に出て、右手に持った盾を掲げた。

　盾が光の壁となり襲いかかる触手を迎え撃つ。

　アイリスの重槍兵は天種で、その中でも防御に秀でた特殊スキルを持っている。触手が光の壁とぶつかり何かを削るようながりがりという音が響く。しばらく雷光のような光を発していたが、結局サイレントの触手は盾を貫くこと能あたわず、勢いを失った。

　予想外だったのか、情けなく触手を戻しながらサイレントが呻うめく。

「主、結構強いぞ。攻撃が弾かれた。こんなの初めてだ」

「サイレントは弱っちぃなあ」

「!?」

『フォートレス・オブ・フォース』。一定ダメージを受けるか、一度攻撃を防ぐまで持続する盾を生み出すスキルだ。主に防御型──騎士系の天種が持つ。

　サイレントの攻撃は許容外だったのだろう、光の壁がぱらぱらと粒子となって消える。だが、その時には大兄貴の命令どおり四方から眷属が飛びかかってきていた。

　二体潰したが相手はまだ八体もいるのだ。仲間が二体もロストさせられたのに、その動きに迷いはない。

　剛毛の毛皮と鋭い牙を持つ黒い犬──黄昏のアンダードッグが地面を蹴り下方からサイレントを狙う。

　羽が生え、燃え盛る目玉──死と絶望のアフレイドフレイムが上空から体当たりを仕掛けてくる。

　鏡のように磨き上げられた剣と鎧の騎士──鏡面世界のポーンナイトが正面からその剣を振り上げ、上向きの尻尾を持つ金色の狐──星王配下のアッパーテイルが複数体に分身して周りを囲む。

　もしかしたら練習していたのか、スムーズな動きを見せる眷属に僕は笑った。

　無駄だ。無駄なのだ。なっていない。

　というか、数なんて集めちゃって──もしかしたらこの人達は、サイレントが『全体攻撃持ち』なのがわかってないのか？

　常識である。眷属の特性も知らずに召喚士コーラーを名乗るとか、笑うぜ。

　眷属はそれぞれ最大五つの特性を持つ。

『一単語の系譜ザ・ワード』の一柱、『静寂サイレント』の持つ特性の一つ──『形状自在』は、『拡縮』と『物理耐性（中）』、『武器属性変更可』と、『全体攻撃持ち』の四つの特性を一つにしたレアな特性だ。

『全体攻撃持ち』は威力の低下を代償に、本来単体攻撃である通常攻撃を敵全体を対象としたものに変更できる。

　雑ざ魚こを相手にする上では有用な特性だ。サイレントに数の利は通じない。

　まぁ、ＮＰＣに言っても仕方のないことだが。

　指を鳴らす。

　サイレントの身体が一瞬縮小し、膨張すると同時に全身から無数の触手を槍のように射出した。
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　今思い返してみれば、初めてギルドで見かけた時からその男はおかしかった。

　最強の獣種、ゲールを眷属にするギオルギ・アルガンを旗頭にしたパーティ、『赤獣の王』は古都でも屈指の巨大なパーティだ。古都ではもはや誰も逆らう者はいない。

　マスターであるギオルギは気が短く暴力を振るうことに躊躇ためらいのない性格だったが、召喚士コーラーはもちろん、魔導師ギルドや剣士ギルドをして一目置かせる存在である。ブレードキマイラとアイリスの重槍兵を操る右腕──幹部の二人を入れれば敵はいない。

　故に、赤き獣の印は恐怖と畏い怖ふの対象だった。そこに所属しているだけで好き勝手やっても許された。被害者が出たところで、バックには獣王の主がいるのだ。そしてギオルギは自分が虚こ仮けにされることを決して許さない。

　たまに新たに召喚士コーラーになった者が勘違いして反抗してくることもあったが、『赤獣の王』は全て叩き潰してきた。

　古都の召喚士コーラーギルドのギルドマスターだけは伝説に謳うたわれる召喚士コーラーの一人であり、ギオルギを超えている可能性がある唯一の存在だったが、何も言ってこなかったし、ギオルギは常々、そのマスターを超えることを宣言していた。

　十人を超える大所帯に、最強の眷属を持つボス。栄華はずっと続く。そう思っていた。

　だが、今目の前で漆黒の影がその未来をまるで幻のように打ち崩している。

　一番初めに騒動の発端となったナナシノアオバに絡んだ五人の内の一人であり、唯一今回の襲撃までに半死半生だった眷属の回復が間に合ったダークナイトの召喚士コーラーは今、その幸運を後悔していた。

　その召喚士コーラーは一見優男のような風采をしていた。強そうにも見えないし、眷属を出していなければ召喚士コーラーにも見えない。

　だが、その前に影があった。初めは人形程の大きさだったそれは膨れ上がり、既に人型をなしていない。身体から飛び出た触手はジグザグな挙動で縦横無尽に攻撃をしかける眷属を打ちつける。複数体で囲んだにもかかわらず、その身体に傷一つ与えられない。

　未だかつてそんな眷属は見たことがない。それに似ている存在でさえ。

　未知の眷属の未知の戦闘能力に、ブロガーを囲んでいた仲間の一人が悲鳴をあげる。

「なんだ……あの眷属は──」

　その言葉はこの場で青年と相対する全員の心中を示していた。

　ゲールは強力な眷属だ。『赤獣の王』のメンバーは皆、リーダーの眷属を誰よりもよく知っている。金属を断ち切る膂りよ力りよくに、目にも留まらぬ身のこなし。

　たとえリーダーを除いた全員で戦ったとしても敵わない。『赤獣の王』のメンバーは皆、その『獣王』に憧しよう憬けいを抱きギオルギの配下になることを選んだのだ。

　だが、目の前で暴れる眷属は違う。ゲールにも劣らない強さを見せているが、その様子を一言で示すのならば『強力』ではなく、『異質』と表現できるだろう。

　変幻自在に放たれる影の槍は一本一本が致命の威力を持っており、防御力の低い眷属では一撃すら耐えることはできない。

　そして何よりも、相手は召喚士コーラー最大のタブー、眷属をロストさせることに躊躇いを抱いていなかった。致命打クリテイカルを受け半死半生の眷属すら逃すことなく、確実にとどめを差していく。

『赤獣の王』のメンバーだって、他の召喚士コーラーの眷属をロストさせたことがないわけではない。もっとえげつないことだってやってきた。

　だが、いざ自分達の番になると、その衝撃はあまりにも大きい。

　一つ、また一つと悲鳴があがり、その度に誰かの眷属が光のオーブとなって消えていく。悪夢のような光景に、一人また一人と膝をつく中、唯一サイレントの主だけがここに連れてこられた時と変わらない表情で戦況を眺めている。

　仲間──今この十人の中で最も強力な眷属を持つ、頼りになる大兄貴が声を嗄からして指示を出す。いつもならば信頼できるその言葉すら、今となっては何の意味もないように思える。

　今思い返してみれば、初めてギルドで見かけた時からその男はおかしかった。

　その時、男はナンバースリーである兄貴の陰に隠れていたので気が大きくなっていて気づかなかったが、明らかにおかしかった。

　緊張も戦闘による高揚もない。まるで決まった結果を待つかのような透明な眼差し。

　たとえ名前を知らなかったとしても、五人もの男に囲まれ浮かべた興味のない表情。

　その眷属の力ではなく、こちらに対して向けられる無機物でも見るかのような眼差しこそが恐ろしい。

　獲物を狩る獣の目ではない。まるで足元にいる蟻を見下ろしているかのような目。

　言い訳させてもらえば、男は制裁を加えたくなかった。自分の眷属が半死半生に追いやられた時点で、もう反抗する心なんて折れていたのだ。

　だが、退くわけにはいかなかった。『赤獣の王』には敗北は許されない。痛い目にあったのならば、反抗する者が現れたのならば、制裁を加えなければならない。

　負けたままであることは、リーダーがそれを許さない。ギオルギにとってパーティを虚仮にされることは自身を貶けなされることと同義。そして、貶されて尚黙っているようなメンバーはそのリーダーにとって仲間でもなんでもない。ロストさせられるのが己のパーティのリーダーからか、あるいはこの敵からになるかの違いだけだ。

　選んだ当初はリーダーにやられるくらいなら、と思ったが、今となってはどちらが正解だったのか男には判断がつかなかった。

　ダークナイトが剣を折られ、弾き飛ばされる。壁に叩きつけられた漆黒の装甲に黒の触手が突き刺さる。

　その口から軋むような悲鳴があがる。だが、既に男にできることは何もない。

　佇んだまま何もできない男の脳裏に、この騒動の一番初め、七なな篠しの青葉という少女に絡んだ時のことがよぎる。可愛らしい少女だった。年齢は十代半ば、艷やかな黒髪に目、苦労の欠片かけらもしたことがないお嬢様のような容貌。疲れたような表情をしていたが、それすらもアクセントにしか見えない。

　今まで出会ってきた召喚士コーラーの中で、容姿だけならば一、二を争うだろう。もしも手を出せたのならば恐らく最高の思い出になったに違いない。

　だが、今となっては後悔しかない。

「くそっ……女一人のためになんで──こんな」

　振るわれた黒い触手が兜と身体の隙間を通り抜け、ダークナイトの首が飛ぶ。切断された首がごろりと男の足元に転がってきた。目の部分に空けられた小さな穴が無念の眼差しを男に向けている。

　心臓が痛み、視界がぐにゃりと歪む。身体から力が抜ける。

　男が最後の瞬間に見た敵は、まるで酒場で酒が出てくるのを待っているような退屈そうな表情をしていた。
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「あはははははは、主、敵が──ゴミのようだぁ！」












「まー序盤に発生したクエストだし」

　サイレントの高笑いが響き渡る。

　レア度17。腐っても『一単語の系譜ザ・ワード』の一員と比べたらレアでもない眷属などゴミのようなものだ。

　基本、序盤のクエストは難易度が低めに設定されているのでリセマラで手に入れるレベルの眷属を持った僕が負けるわけがない。

　サイレントはもう半分お遊びモードに入っていた。

　全体攻撃化でダメージが落ちているので一撃で殺せるまではいっていないが、相手の眷属は既にボロボロだ。

　不意打ちで殺せなかった相手の眷属八体の内、既に五体はロストしており、残ったのは比較的頑丈な眷属だけだ。その三体もＨＰは既に三割を切っている。

　眷属がロストした召喚士コーラーは魂を砕かれたかのように床に倒れ伏しピクリともしない。

「ば、化け物めッ！　クソッ、だから俺はやめておけと言ったんだッ！」

　自分の眷属がロストする恐怖との戦いは耐え難いのだろう。残った三体の内の一体──ポーンナイトの召喚士コーラーが吐き捨てるように叫ぶ。

　騎士の名を持つ眷属は防御力が高いことが多い。ポーンナイトが生き残っているのはそのためだが、鏡のように磨かれた鎧は既に幾度も触手が擦り、傷だらけになっている。

　剣も折れ、右腕が変な方向に曲がっていた。次にロストするのは残った三体──重槍兵、アッパーテイル、ポーンナイトの内、一番レア度の低いポーンナイトだろう。

　鞭のようにしなったサイレントの腕をポーンナイトが折れた剣で受ける。その一メートル程の小さな身体が力に押され、壁に叩きつけられる。

　その光景に耐えかねたように、召喚士コーラーが背中を見せて出口に向かって駆け出した。

「うわあああああああああああああああ！」

「逃がしちゃダメだよ。逃走されると経験値入らないかもしれないから」

　背中を見せて走る人間を捕らえるなんて簡単だ。サイレントの触手は僕の指示によって伸びると、一瞬でその背中に追いつき、足首を引っ掛けて召喚士コーラーをひっくり返す。ポーンナイトが攻撃に耐えかねて砕け散ったのとそれはほぼ同時だった。

　オーブが落下して、美しい鈴の鳴るような音が反響する。これで後二体。

　サイレントのＨＰはほとんど減っていない。もう勝ったも同然だ。

　周囲にはアッパーテイルと、それによく似た分身が五体、こちらとの距離を測っている。分身は回避率を上げる優秀なスキルだが全部同時に攻撃できる全体攻撃持ちには意味がない。

　その召喚士コーラーも憔しよう悴すいしており、辛うじて立っているような状態だ。

　まだ正気を保っているのは大兄貴と呼ばれていた男だけだった。

　進化こそしていないが、アイリスの重槍兵はかなり硬いし、レベルもマックスの印がついている。ＨＰも高いし、防御に専念されると削るのに時間がかかりそうだ。

『フォートレス・オブ・フォース』は連続使用できるスキルではないので、後回しにして他の眷属から潰させてもらった。

　しかし、戦闘というのは疲れるものだ。僕は何もしてないけど、眷属が死なないように神経を使わなくてはならない。

　ため息をつき、ぽつりと漏らす。

「なんか疲れたなぁ。ちゃんと経験値入ってるかな」

　まあ戦闘で入る経験値なんて微々たるものなんですが。

　本心から出た言葉に、それを聞き取った大兄貴が僕を睨みつけてきた。

　頰ほおを引きつらせて、切れ切れの息を吐く。

「なに……言ってるんだ？」

「強敵ならまだ達成感があるんだけど、雑魚戦が一番疲れるんだよね。ほら、戦闘スキップって基本できないしさぁ」

　ましてや現実世界の戦闘はゲーム時代よりも時間がかかる。

「……雑……魚？　だと？」

　唇を戦慄わななかせ、信じられないとでもいうかのように大兄貴が呟いた。

「いや、サイレントと重槍兵じゃレア度が違うからさあ……勝てても嬉しくないんだよね。他にもろくな眷属いなかったし」

　数だけだ。本当に数だけだ。だが、僕がナナシノのようにアイリスの単騎兵を引いていたらそれに押しつぶされて負けていただろう。これがアビコルの恐ろしさである。

　まぁ僕がナナシノだったら止められてもリセマラしてたけど……さすがにレア度７はないって。

　まるで虫にじゃれつく猫のようにアッパーテイルと重槍兵に攻撃を仕掛けていたサイレントが、攻撃を続けたまま、どことなく実感の籠もった声を出した。

「主は、恐ろしい男だなぁ」

「……いや、そんなことないけど」

　僕はなるべく穏便に魔導石を集めたいだけの男だ。荒事は本分ではない。が、雑用クエストだけでは石は集まらない。仕方ないのである。

　だが、大兄貴はそう思わなかったらしい。般はん若にやのような形ぎよう相そうで怒鳴りつけてくる。唇を嚙み切ったのか、その浅黒い肌に一滴鮮血が垂れる。

「ふ……ふ……ふざけるな！　俺達が、この『赤獣の王』が雑魚だと!?」

　その瞬間、触手がアッパーテイルの足を捕らえた。そのまま持ち上げると、勢い良く地面に叩きつける。何度も何度も。

　湿った肉が潰れる音と共に、アッパーテイルが沈黙した。召喚士コーラーが泣きわめきながらその死骸の側に駆け寄る。が、どうやら致命傷だったのか、すぐに身体が薄れ光の球に変化した。

　それをしっかり確認し、恐怖と憤怒の入り交じる表情をした大兄貴に向き直る。

「これで大兄貴、あんたでクエスト達成だ。おつかれさん」

　報酬は何かな。

　重槍兵が大兄貴を守るようにその前に移動する。が、召喚士コーラーを狙うつもりはない。アビコルはそういうゲームではないのだ。眷属は死ぬがプレイヤーは死なない。

　ストーリー上ＮＰＣが死ぬことはあるが、僕は外道ではないのだ。

　そもそも、守ろうとしたところで無駄だ。今まで重槍兵が生き残っていたのはサイレントが全体攻撃で攻撃していたからである。

　僕の考えを読み取ったかのように、サイレントが触手を引っ込める。そして、その身体を変化させた。

　不定形の肉体が硬度を持つ。サイレントの身体が変形し、より精密に人型を模した。

　腕の上部が鋭く尖り刃を形作る。

　一見するとその姿は剣士のシルエットのようだった。磨き上げられた鏡のような、滑らかな漆黒の刃が僕の表情を映している。

　全体攻撃にした際の攻撃力の減少率は個体ユニツトによって差があるが、進化していないサイレントの場合、全体攻撃力は単体攻撃力の七割しかない。

　大兄貴はサイレントを見ていなかった。ただ、呪い殺さんばかりに僕の目を睨みつけている。

「ッ……殺すッ」

「やれやれ…………怒りで敵を倒せたら魔導石はいらない」

　サイレントが駆ける。重槍兵がその盾を構え、槍をサイレントに向ける。

　そして、無骨な槍とサイレントの剣がぶつかりあった。

　火花が散る。

　だが、敏捷も攻撃力も防御力も何もかも、サイレントの方が上だ。

　交差は三度しか起きなかった。四度目の交差、サイレントの剣が盾にぶつかり、その力に重槍兵の身体が泳ぐ。瞬間、サイレントの剣が開いた隙を縫うようにして伸び、その頭を打ち付けた。

　甲は飛ばなかったが、重槍兵の動きが一瞬止まる。

「あああああああああああああああああああああああ！」

　運命を感じ取ったのか、大兄貴が咆ほう哮こうし、サイレントがにんまりと笑った。

　その名の如く、音はなかった。振り下ろされたサイレントの刃が重槍兵の身体、半分の位置をまるで抵抗なく通り過ぎる。

「我に逆らおうなどと、千年早いわ」

　サイレントの格好悪い決め台詞と同時に、重槍兵が光に消えた。
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　戦闘終了。

　茫然自失している召喚士コーラー達からドロップを剝ぎ取る。

「主は鬼畜だな」

「いやだって……ねぇ」

　貴金属はいらない。とりあえず欲しいのは金だけだ。貴重なアイテムがあればそれも奪い取るのだが、この程度のストーリークエストのモブは持っていないだろう。

　倒した眷属の主は死んでない。だが、トラウマになってしまったのか、僕がドロップの提出を促すとガタガタ震えながら差し出してきた。ドロップを回収してるだけなのに、まるで僕が悪者みたいである。

　最後に大兄貴のドロップを剝ぎ取る。さすがというべきか諦めが悪いというべきか、大兄貴はまだ戦意が残っていた。

　こちらに殴りかかってきたので、サイレントに気絶させる。いくら大柄の男でも所詮は召喚士コーラー、鋼鉄を紙切れのように切り裂く眷属には敵わない。

　気を失った男の懐を探り、財布を抜き取る。他に何か持っていないか所持品検査をしていると、ふと首から下がっているペンダントに気づいた。

　白金色に輝くメダルがついたペンダントだ。メダルには虹のような意匠が施されている。虹は『一単語の系譜ザ・ワード』の一柱、『虹アイリス』の紋章でもある。

「あー、なるほど。これが今回のクエストの報酬かぁ」

　僕は迷わずペンダントごとそのメダルを剝ぎ取った。

　メダルは『アイリスの信心』というアイテムだ。アイリスに連なる存在を進化させるのに必須なアイテムで、希少品である。ゲーム画面で見たグラフィックそのままだ。

　……まぁ最終進化までさせるにはうんざりするような数求められるんだけど。

　さっきまでノリノリで戦闘していたサイレントが三日月のような口を引きつらせる。

「主は鬼畜だな……」

「もう大兄貴もアイリスの重槍兵ロストしたんだから、いらないだろ」

　追い剝ぎみたいだけど、正当な報酬だからねこれ。

　突発的に発生するクエストはこういうアイテムが手に入る可能性があるから無む下げにできないのだ。今回のように簡単な難易度でレアなアイテムが手に入ることも少なくない。

　まぁ、僕はまだアイリスを召喚できてないからいらないんだけど、いずれ手に入った時のために溜めておこう。

　一通りドロップを手に入れ、クエストの成果に満足していると、後ろから複数の足音が響いてきた。

　もしかして追加がきたのか？

　若干うんざりしながらそちらを向くと、見知った人影が目に入ってきた。

　厚手の白の召喚士コーラーのローブに木製の杖。足元に伴った小さな騎士。

　ナナシノアオバだ。体調が悪いのかふらふらしているがその足取りには迷いはない。

　ナナシノの目が僕と合う。そして、一瞬その表情が固まった。

「ナナシノじゃん。やっほー、どうしたのこんなところで？」

　後ろには召喚士コーラーの団体がついてきている。男女混合で、人数は僕を連れてきた連中よりも多い。僕が倒した連中と比べると少し質が下に見えるが、もしかしたらナナシノも同じクエストで来たのかもしれないな。

「ブ、ブロガーさんッ!?」

　ナナシノがおぼつかない足取りで駆け寄ってくる。棒立ちになっている僕に近づくと、何な故ぜかそのまま抱きついてきた。












　珍しいことだ。ナナシノと僕は毎晩一緒にご飯とか食べているが身体接触は握手を除けばこれが初めてである。

　分厚いローブからナナシノの体温と震えが伝わってくる。

　僕はその理由を考え、その場でとっちらかっている大兄貴達に視線を向けた。

　なるほど、ちょっと汚しすぎたかもしれない。

「ナナシノもクエスト？　悪いね、先に散らかしちゃって。もしもやるならどかすけど」

「ぶ……無事だったんですね……よかった……です」

　抱きついた状態、頭をこちらの胸元に押し付けた状態で出てきたナナシノの言葉を聞き、首を傾げる。

「あれ？　もしかしたら話通じてない？」

「……よくわからないけど、主が悪いと思うぞ」

　サイレントが辛しん辣らつな言葉を吐く。

　なんでお前、僕よりもナナシノの味方するんだよ。

「な、なんだこりゃ!?」

　その時、ナナシノと一緒に歩いてきていた召喚士コーラーの男が地面に転がる連中を見て素っ頓狂な声をあげた。

　僕が今倒した連中とあまり変わらないモブＮＰＣだ。多少、人相が大人しくはある。

　どうやら僕とナナシノの事情は違うらしい。同じモブＮＰＣでもこちらの男はナナシノの味方のようだ。その後ろからぞろぞろついてきた連中も。

「これ、全部あんたがやったのか？」

「接戦だったよ。襲いかかってきたから反撃したんだ」

「接戦って──」

　男が目を見開き、サイレントを見る。確かにサイレントのＨＰは全然減っていないが、まぁ接戦ということでここは一つ何卒……。

　他の召喚士コーラー達も地面に伏す男達を見て、騒ぎ始める。

　概ね恐怖より戸惑いと、歓声が多いようだ。むしろ僕の方が事情を知りたい。

　クエストは終わったはずなんだけど、何が起こってるんだろう？

　首を傾げる僕に、ナナシノがようやく顔をあげ、真っ赤に充血した目で僕を見上げた。
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　ナナシノは馬鹿だなあ。

　ナナシノから事情の説明を受けて出てきた感想はそれだった。

　アビス・コーリングを舐めすぎだ。勝てないという事前情報までもらったのに我が身を顧みず助けに来るとは馬鹿じゃないだろうか。

　アビコルの突発クエストの発生はランダムだが、プレイヤーのランクや所持している眷属のレベルによりある程度難易度が決まると言われている。

　その際、ちゃんと事前に難易度を示唆するような会話が行われることが多い。まぁ前情報なしで殺しにかかってくるパターンもあるのだが、今回のナナシノの場合は他の召喚士コーラーから受けた会話がそれに値している。

　ここにいる全員でかかっても敵わない。

　今回の場合、そんな話が出ていたようなので、どうしても受けなければいけない理由がなければ受けないのが無難である。

　それでも上級プレイヤーならば報酬のために躊躇いなく受けるのだが、それは無知故の蛮勇とは違うのだ。

　僕はナナシノと、仲間ＮＰＣ（パトリック？）から話を聞いて、色々考えて一言返した。

「そっか、ありがとう」

「そ、それだけかよ」

　呆れたようにパトリックが呻く。

　口に出して馬鹿だと言わないだけマシだ。さすがの僕もわざわざ危険を顧みず自分を助けに来てくれた者を罵ったりはしない。

　当のナナシノは本当に気を張っていたらしく、へたり込んでいた。ふうふう大きく息をして自分を落ち着けようとしている。

　ただの突発クエストにこんな調子じゃ先が思いやられるのだが……。

「しかし、まずいなあ……」

　僕はナナシノから視線を外し、ナナシノが連れてきた召喚士コーラーの連中を見た。

『送還デポート』している可能性もあるので一概には言えないが、そのどの眷属も僕が倒した大兄貴達と同じか少し下くらいの性能だ。

　仮に僕が戦闘中に彼らが来たとして、彼らが大兄貴と戦ったとすれば、大なり小なり被害を出しつつも数の差で大兄貴達を倒せていただろう。

　僕の表情に気づき、ナナシノが尋ねてくる。

　ある程度落ち着いたようだがその目はまだ真っ赤だった。

「ど、どうしたんですか？」

　どうしたもこうしたもない。僕は有う象ぞう無む象ぞうの眷属達、一体一体を見て、倒れ伏した大兄貴一派を見て、首を傾げた。

「いや……このストーリークエスト……まだ終わってないよね」

「……え？」

　だって、僕が倒した連中で一番強いのは大兄貴と呼ばれる男だった。しかし、その眷属であるアイリスの重槍兵は数に任せてぶん殴れば戦闘不能に追いやれる程度の眷属でしかない。

　ナナシノの話によると、ボスがいるようだ。ギオルギ──数でかかっても倒せない、そういうボスが。

　そういわれてみれば、大兄貴達は自分から攻撃を仕掛けず何かを待っているようだった。もしかしたらボスの到着を待っていたのかもしれない。

　僕はしばらく首をひねっていたが、なんか面倒になって自分を納得させた。

　サイレントは腐っても『一単語の系譜ザ・ワード』だ。相手が何を連れているのか知らないが、序盤のクエストで負けることはないだろう。

　情報収集と対策を考えるのは後にしよう。

「ま、ストーリークエストだし、三つくらいあるのは当然かぁ……そもそも、ボスにしては大兄貴は弱かったしなあ」

　ストーリークエストでボスが存在するのは珍しいことではない。そして、このクエストが更に続くのは僕にとってある意味好都合である。

　ナナシノが立ち上がろうとしたので、手を差し伸べて腕を引っ張ってやる。

「あ、ありがとうございます！」

「次の報酬何かなあ」

　大兄貴の報酬は難易度の割にかなり良かった。次の報酬も期待できる。

　もしかしたらサイレントの進化素材も手に入るかもしれない。現時点でサイレントの育成に大きな労力を割くつもりはないが、準備はしておくに越したことはない。

　ナナシノが連れてきた召喚士コーラー達が既に抵抗する気力すらなくなった敵召喚士コーラー達を拘束していく。

　どいつもこいつも一体眷属をロストしただけなのに酷い状態だ。精神力が足りてない。

　僕ならサイレントがロストしたらすぐにリセマラするけどね……ＮＰＣにリセマラができるかどうかは知らないけど。

　あと、魔導石手に入らないんだけど、一体どうなってるんだろうか。

「ブロガーさんって……どんな時も全然変わらないですね」

　ふとナナシノが僕の表情を見て言う。

　変わらないのではない。まだ許容範囲なのだ。アビコルは僕の人生の中で最もやりこんだゲームだ。多少仕様が変わったところで、まだ僕の想定の中にある。

　少なくともこんな序盤で躓つまずいたりしない。

「僕には目標があるからね」

　さて、やることもやったしドロップも拾った。

　そろそろ帰って、次に発生するクエストの対策でも立てることにしよう。
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「ほ、本当に心配したんですよ!?　もお！　気をつけてくださいねッ！」

　だいぶ顔色がよくなったナナシノがいつも以上に元気よく声をあげた。

　何故そう親しくもない僕のことをそこまで心配できるのか、僕にはさっぱりわからないが、多分ナナシノは引きこもってゲームばかりしていた僕などとは精神構造が違うのだろう。

　どちらがまともなのかは論ずるまでもない。

　僕は少しだけ面倒になって、おざなりに答えた。

「ああ、わかったわかった。ありがとね」

　召喚士コーラーギルドの酒場は今や祝宴ムードにあった。どうやら余程覚悟してナナシノについてきたらしい。

　僕は大体宿の食堂で食事を取っていたのでここを使うのは初めてである。そして、他のモブＮＰＣの召喚士コーラーの顔をはっきりと確認するのも初めてだった。

　一部のＮＰＣを除き、モブＮＰＣの眷属はゲーム内では描写されていなかったが、本当にひどいものである。レア度も７が殆どで、たまに８か９がいる程度。レベルは上がっているが、進化している眷属が一体もいない。

　眷属にはレベル上限というものが存在し、進化前の眷属はその上限も低い。進化前の眷属では上限までレベルを上げても大して強くならない。

　眷属を進化もさせていないＮＰＣ達は初心者中の初心者と呼べた。そして、その中にナナシノが混じっても違和感がないのがなんとなくやばい。

　もしかしたら戦闘時はもっと他にたくさん眷属を出して戦うのかもしれないが、少しくらい厳選しようぜ。

　僕は周囲を一通り確認してため息をつき、向かい側に座っているナナシノに忠告することにした。

「まぁ僕なら平気だから次は必要ないよ」

「……へ？」

「いや、僕の方がナナシノより強いし、そもそも僕の方がアビコルには詳しいから敵わないようなクエストは受けないし」

　ナナシノの行為は勇敢で称賛されるべきものだが同時に愚かである。

　初心者が僕を助けるために眷属ロストするなんてことになったら、いくら僕のせいではないとはいえ、ちょっと心が痛い。

　まだ僕が負けてリセマラする羽目になったほうがマシである。

　次はサイレントよりも強い眷属引くまでやるぜ。

　ナナシノは僕の言葉にむっとしたように頰を膨らませた。ジト目で僕を見上げる。

「私だって心配くらいしますよ。ブロガーさんは……私の仲間なんですから」

　やばいな。ナナシノのこと仲間だなんて思ったことないんですが……。

　ちょっとだけ居心地が悪い。

　気持ちは嬉しいが、今のナナシノの眷属では僕の足を引っ張ることしかできない。僕にとって役に立たない人間は仲間ではない。

　せいぜいナナシノはフレンドである。互いに利害が一致すれば協力し合うそんな存在で、リスクとリターンが嚙み合わなければ助けにくることもない、そんな存在。

　ゲームのフレンドは現実のフレンドと比べてドライなのだ。大体リアルの接点ないし。

　だから、僕はたとえ死にそうになったとしてもナナシノに助けを求めるつもりはないし、ナナシノが死にかけても助けに行ったりはしない。

　理由が──ない限りは。

　ナナシノを注視する。頭の上に情報が表示される。

　ナナシノアオバ。銅ランクの召喚士コーラーでプレイヤーレベルは７。初心者中の初心者。

　僕はしばらく迷ったが、その件については何も言わないことにした。

　何も気を悪くさせるようなことを言う必要はないだろう。

　アビコルを舐めてるので今のまま動いたら多分遠からず眷属をロストすることになるだろうが、その時はリセマラして新しい眷属を得ればいいだけの話。

　プレイヤーという時点で得難い存在であることは間違いない。

　あと、たった一月で周囲のＮＰＣを巻き込んで助けにくるコミュ力、やばい。

「……まぁ、ナナシノが僕を心配しているのと同じように僕もナナシノが心配だってことだよ」

　選んで出した僕の言葉に、ナナシノはピクリと眉を動かし、瞠どう目もくした。

　しばらくそのまま固まっていたが、目尻を下げて責めるような口調で言う。

「ブロガーさんって……たまに言葉が軽いですよね」

「……また失礼なことを……」

　思ってもいないことを言うのは得意だが、どうやら口調にそれが出すぎていたか……でもじゃあどうしろっていうのだ。

　若干傷ついていると、パトリックが僕の肩を叩いてきた。

　最近のＮＰＣは随分と馴れ馴れしいなあ。

「ブロガー、っていったっけ？　あんた、強いなあ。まさかギオルギの一派を一人で倒すとは思わなかったぜ！　おかげで俺達がやることがなくなっちまった」

「そりゃどうも」

「なんで雑用なんてやってるんだ？　うちのパーティに入らねえか？」

　ハンサムな容貌の青年ＮＰＣパトリック。

　僕はこういう人間が苦手である。ＮＰＣも見た目は人間と一緒なので苦手である。

　他人を害するギオルギ達よりはだいぶマシなんだろうが、僕は好きでぼっちをやってるのだ。大体、連れてる眷属が『深淵の森のゴールド・リンクス』とか、戦闘を共にする必要性を感じない。

　名前に色が入っている眷属は大体碌ろくでもない。シルバー・リンクスとかブラック・リンクスとか、色変えて眷属の種類のかさ増しに使われているからだ、くそったれ。

　僕は内心を出さないように気をつけながら答えた。

「雑用は……好きでやってるんだよ。うちのサイレントが大好きでね」

「!?　あるじぃ、なんか今聞き捨てならないこと、言ってなかったかぁ？」

　身体を縮め、皿の上で自分の身体と同じくらいの大きさの肉の塊かたまりと格闘していたサイレントがこちらを見る。君、そうしてるとまるで料理みたいだね。

　行儀が悪いが眷属が食卓を共にすることは少なくないらしく、誰も何も言っていないので多分これでいいのだろう。

　何が面白かったのか、僕の答えにパトリックが大笑いする。それに釣られるようにナナシノが笑顔になる。

　楽しいならば何よりである。レアアイテムもゲットしたし、僕も満足だ。
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「ゲール……か」

　パトリックから聞かされたギオルギの眷属の名は予想外だった。

　宴も酣たけなわ。酒場は強い酒気と熱気に包まれている。冷静なのは僕だけだ。

　酔いがまわり完全に顔が真っ赤になったパトリックが意外そうに聞いてくる。

「んあ？　知っているのか？」

「……まぁね」

　アビス・コーリングにおいて眷属の種類はかなり多い。僕でも全てを網羅しているわけではないが、有名な眷属は知っている。

　ゲールはその中でも特に記憶に残っている一体だ。

　満腹になったのか、テーブルの上でひっくり返っているサイレントに視線を向ける。

　レベルはまだ１。雑用クエストでは経験値が入らないので眷属のレベルは上がらない。

　考えるまでもない。

「……ないな」

「……ん？」

　どうやらまだ次のストーリークエストを受ける時期ではないようだ。

　相手のレベルにもよるが、今のサイレントでゲールを相手にするのは厳しいだろう。

　獣種でレア度15。サイレントを除き、ゲールはこの世界に来てから見たどの眷属よりもレア度が高い。また、獣種は純粋なステータスに秀でる傾向が強く、ゲールもその例に漏れない。レア度が上のサイレントでも油断はできないだろう。

　決して勝てない相手ではないが、少しレベルを上げなければ死ぬ可能性が高い。

　少なくとも、こんな序盤に出てくる敵ではない。リスクは取るべきではない。

　クエストが出てきたとしてもしばらく受けるのはやめておこう。

　アルコールは入れていないはずだが、漂う酒気のせいかうっすら頰を染めたナナシノを見る。

　今回、結果的にゲールは出てこなかったが、こいつゲールを相手に僕を助けにこようとしたのか。無謀にも程があるわ。

　今のナナシノじゃ、どうあがいても敵わない相手だ。多分ほかのＮＰＣ連中をつれてきたとしても結果は変わるまい。

　たとえ敗北したとしてもプレイヤーが死ぬことはないはずだが、危なっかしすぎる。

　僕の視線に気づいたのか、ナナシノが浮かれたような口調で声をかけてくる。

「ねぇブロガーさん、今度納品クエストでも行きませんか？」

「……雑用クエストがなくなったらね」

「もぉ、そればっかりですね」

　だが、一度は一緒に納品クエストに行ってもいいかもしれない。

　結果的に不要だったとは言え、ナナシノには借りができた。借りはなるべく早く返すことにしている。早く返さないと──僕はすぐに忘れてしまうのだ。

　貸した分は忘れないのに、不思議だね。
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　──しかし、返す機会は予想以上に早くやって来た。




　僕の趣味は日記を書くことだ。この世界に来てからも真っ先にノートを買ったくらいに、それは昔から続いている習慣である。

　部屋の扉が突然壊れそうな勢いで開いたのも、ちょうど日記を書いている時だった。

　足元でちょこちょこしていたサイレントが鎌首をもたげ、そちらを向く。

　入ってきたのはこの間僕を助けに来たＮＰＣ召喚士コーラー──パトリックだった。まるで幽霊でも見たかのような蒼白な顔で、開口一番に言う。

「ブロガー、青葉ちゃんが……攫さらわれた」

　その言葉を聞いた瞬間、僕はすべてを理解した。

　なるほど、べったべたなクエストである。アビコルにはこういう王道を踏とう襲しゆうしているところがある。攫った奴が誰であるかなんて聞くまでもない。

　だが、予想外だった。何しろ、ストーリークエストの二個目が終わったのは昨日である。一個目と二個目に一ヶ月近い時間差があったので、三つ目もそのくらい後に起こると思っていた。思い込んでいた僕が悪いのだが、やらしいクエストである。

　情報は聞いているが、準備が全然できていない。レベル上げもできていない。

　対策なんてしなくてもなんとかなるだろうと気軽な気持ちでクエストに挑んでしまうのはアビコル初心者がやってしまいがちなミスである。

「主、行くぞ！」

　サイレントが眼がん窩かを釣り上げた間の抜けた表情、険しい口調で僕を見上げる。僕はため息をつき、仕方なく腰をあげた。

「そうだね……さっさと片付けようか」

　だが、人生とは何が起こるのかわからないものだ。

　準備していないから、なんて言い訳は通じない。ゲームの世界だなんていっても、それは変わらないのだ。





[image: ]







　アビコルはクソゲーだ。ゲームバランスが課金前提になっている。

　ギルドの中は昨日とは変わってお通夜のような有様だった。人気者なナナシノの非常時に、皆が皆沈痛な表情をしている。

　その最たるものがパトリックだ。青ざめ歪められた表情には悔かい恨こんと怒りがあった

　ナナシノを攫さらったのは聞いた瞬間に思い浮かべた通り、ギオルギという召喚士コーラーだった。

　どうやら街中を歩いている最中に攫われたらしく、ちょうど同行していた召喚士コーラーの女友達に手紙を預けたようだ。

　なんでナナシノを守れなかったのか、そう思わなくもないが、モブＮＰＣの顔色を見れば本意ではないことはわかるし、そもそもクエストなので文句を言っても仕方がない。

「わ……私が、弱かったから……」

　ナナシノの友達はナナシノよりも更に背の低い少女ＮＰＣだった。連れている眷けん属ぞくのレア度も低く、古都周辺のフィールドで戦うのがやっとくらいだろう。

　テーブルにはギオルギから渡されたという手紙が置いてあった。

　集合場所と時間、それまでに来ないとナナシノを健全なゲームでは出せない目に遭わせると下品な言葉で書き殴られていた。

　だが、何よりも重要なのはパトリックがあげたギオルギの情報だ。

「もうダメだ……ギオルギの野郎を完全に怒らせた。ここまで来てしまえば説得も通じねえ。全員で取り戻しに行っても、ゲールには敵わない」

　召喚士コーラーの男の一人が悲嘆にくれた声で呻うめく。

『ゲール』。短いその名前だけで、配下達が連れていた眷属とは一線を画していることがわかる。

　召喚士コーラー達の絶望の表情もわかるというものだ。そのくらいに、今酒場にいる召喚士コーラーの眷属と比べてゲールは強い。

　昨日聞いていたので衝撃はなかったが、何の慰めにもなっていなかった。

　こんな序盤に出てくんなや。せめてもうちょっと間空けてから出てこいや。

「……『ゲール』かぁ。レベルは幾つだろう……進化はしてるのかなぁ？」

　正味、サイレントを使っても敗北を覚悟しなくてはならない相手だ。

　サイレントのレベルはそう簡単に上がらない。これから上げるのも現実的ではない。

　問題は『ゲール』のレベルがどの程度なのか、そして進化を何度行っているか、だ。それによって同じゲールでも強さが異なる。

　幾つか追加でパトリックに質問するが、僕の望むような回答は返ってこなかった。

　レベルも進化も不明──相手の名前がわかっているだけマシだろうか。

　相手のレベル次第だが、レベル１ではないだろう。

　脳内に残っていたゲールのデータを元に冷静に彼我の戦力を分析する。

　サイレントを殺さずに勝てるかどうかは五分五分……よりもちょっとだけ下だろうか。

　序盤に起こったクエストだし一個前の大兄貴は雑魚だったので、どうあがいても勝てない程強くはないと思うが、逆にそれを狙ってきている可能性もある。

　アビコルではユーザーに対する悪意が見え隠れしているクエストは決して少なくない。

　考え込む僕を、パトリックが静寂に耐えかねたかのように凄まじい剣幕で怒鳴りつけてくる。

「ブ、ブロガー、お前……何を落ち着いているんだッ！　青あお葉ばちゃんが攫われたんだぞ？　わかっているのか!?」

「そうだね。ちょっと行ってくるよ」

　まぁ、迷っても仕方ない。さっさとテーブルの上から脅迫状を取り上げる僕をパトリックが呆然としたように見た。

　酒場が静まり返り、僕に視線が集まる。

「行って……くる？　助けに？」

「うん。まぁ助けられたし」

　僕の答えに、パトリックが目を瞬かせ凝視してきた。

　まさかこいつらは僕が見捨てるとでも思ったのか。笑止。ナナシノは貴重なプレイヤーなのだ、ここにいるＮＰＣ共とは価値が違う。どうして見捨てたりするだろうか。

　何よりも、借りを返す機会だと思えば悪くない。

　大体、昨日話を聞いてからずっと思ってたんだよね。普通助けに来る側と助けられる側、逆だろって。なんで年下の女の子が僕を助けに来るんだよ。

「お前、昨日ないなって──」

「ああ、そうだね」

　だが、だからなんだというのだ。少なくともアイリスの単たん騎き兵へいでゲールに挑むよりは無謀じゃない。

　サイレントが真剣な目で僕を見ている。命令すればすぐさま従うだろう。

「相手は……あの獣王……ゲールなんだぞ!?　勝てるのか？」

「獣王……？　知らないよ。序盤にしては難しいクエストだからなぁ……でも、ここでクエスト放棄したらナナシノがどんな目に遭うかわからないじゃん？」

　パトリックの押し殺したような声、震える声に軽く答える。

　アビコルはあくまで健全なゲームなのだ。ちょっとばかり布面積が少ないキャラが数え切れないくらいに出るがそれは変わらない。エロ展開は同人誌の中だけである。

　しかも、クリアできそうもないならまだしも、クリアできる可能性があるクエストなのだ。報酬も期待できる。万が一相手がとてつもなく強くて、サイレントがロストしたとしても、まだ序盤だ。初めからリセマラするだけなので気楽なものだ。

　ＮＰＣの召喚士コーラーの目は様々だ。僕の言葉が予想外だったのか、見開かれた目、そして自分の力不足を理解しているのか唇を嚙み締める者もいる。

　ギオルギはどうやら嫌われているらしい。レア度７程度の眷属では表立って逆らうわけにもいかないんだろうが、消極的に嫌われているようだ。

　人気者のナナシノが攫われてこれなのだ。殆ほとんど他の召喚士コーラーと関わってこなかった僕が連れ去られた時にはどんな反応をされたのか想像もできない。

　そしてそんなモブＮＰＣをつれて助けに来てくれたナナシノのコミュ力、マジ凄い。どういう手段を使ったのか知らないが、きっと僕とは適性が違うのだろう。

　一応、酒場全体に聞こえるよう大声で尋ねてみる。

「一緒に助けに行く人ー？」

「……」

　僕の問いに、ＮＰＣ達がびくりと震え、静まり返った。

　パトリックが険しい表情で隣の仲間の女召喚士コーラーと顔を見合わせる。ナナシノが攫われた時に一緒にいたＮＰＣが今にも泣きそうな表情で怯えたように肩を震わせる。

　最近はナナシノと行動を共にしていなかったが、話は聞いていた。

　幾つものパーティに入れてもらって楽しくクエストをこなしていること。友達ができたこと。クエストに慣れてきたこと。

　今この場にいる連中の中にもナナシノの知り合いは多いだろう。

　ゲールに勝てそうな眷属を持っている者はいなかったが、僕が自信満々に助けに行くとか言ったのがよかったのか、少し待てば数人立ち上がりそうな雰囲気がある。

　なので、僕はさっさと締め切ることにした。

「はい、締め切り。じゃーいってきまーす」

　聞いてみるだけ聞いてみたが、レア度10以下のゴミユニットの助けなんていらない。

　無駄死にするだけだ。壁にしかならないぜ。

「な──ちょ、ちょっと待て──」

　今更パトリックが声をあげかける。何人もの召喚士コーラー達が絶句する。

　もしかしたら締め切ると思っていなかったのだろうか？

「待たないよ。大人しく待機してなよ、ＮＰＣなんだから」

「ＮＰ……Ｃ？」

　パトリックの問いに答えず、ひらひらと脅迫状を振ってみせる。

　アビコルはゲームだ。当然だがＮＰＣでも強い弱いがある。中にはプレイヤー顔負けの力を誇る化け物のようなＮＰＣだっている。だが、この場にいるＮＰＣはモブだけだ。

　そもそも、他の連中が来たら……報酬が減ってしまうかもしれないではないか。

「無駄死にするだけだからついてこなくていいって言ってるんだよ。危ないしね」

　連中が絶句する。有う象ぞう無む象ぞうの眷属なんて心底どうでもいいが、無駄にすることもないだろう。

　頭の上に乗ったサイレントがそれを見て、ぺちぺちと僕の頭を叩いて聞いてくる。

「本当にいいのか、主あるじ？」

「いいんだよ。ま、戦うのはサイレントだけどね。悪いけど死ぬ気でやってね」

　下手したら本当に死ぬから。

　ゲールという眷属は僕にとって因縁のある眷属でもある。個人的な感情としても負けたくない。

　僕の思いを感じ取ったのか、サイレントが力のある声で答えた。

「……もちろんだ。ななしぃがいないと被害者の会が我だけになってしまう」

　……でもその会は廃止したほうがいいと思う。

　なるべく自信満々に言ってやったのだが、パトリック達はまだ不安そうだ。ナナシノの友達の女の子もびくびくしながら僕を見ている。

　僕が負けた時のことでも考えているのだろうか。

　眷属の死がユニットのロストを意味するアビコルにおいて、その見極めは非常に重要だ。久方ぶりの戦闘だが、そのあたりはさんざん地獄を見たので鈍っていないつもりだ。

　ふとその時、いつも僕に討伐クエストを受けるよう忠告してくる職員ＮＰＣ、ゴンズさんがカウンターから出てきた。

　状況は聞いていたのだろう。険しい表情で一枚の依頼クエスト表を出してきた。

　日付は昨日だ。真新しい依頼表だ。難易度は星五つ。難易度は星七つが最大なのでそこそこ難しいと判断された依頼のようだ。

　依頼タイトルはギオルギ・アルガンに連れ去られた召喚士コーラーを救え。

　達成条件は連れ去られた召喚士コーラーの救出あるいはギオルギ一味の撃退。

　思わずその内容を二度見する。

「……自分のギルドのメンバーを撃退する依頼なんてあるんだ」

　ついさっき攫われたことがわかったばかりのはずなのに、なんと素早いことか。

　目を丸くする僕に、ゴンズさんが押し殺すような声で言う。

「……依頼主を見ろ」

「……」

　依頼主の項目には『七なな篠しの青葉』と記載されていた。よく見ると起票日付が昨日だ。

「これは……」

「ナナシノの嬢ちゃんが昨日出した依頼だよ。お前を助け出すために、な」

　ゲームではできなかったのだが、まさかプレイヤーがクエストを出せるとは思わなかった。これもしかしたら無限に魔ま導どう石せき手に入っちゃう？

　何の因果か、内容は今の状況に合致している。

　報酬はルフとギルド評価、そして──『七篠青葉の献身』。

　聞いたことのないアイテム名である。レアアイテムだろうか。

「これ、いいの？」

　本来想定した内容ではないはずだ。

「……ああ。ギオルギはうちのメンバーだ。ギルド主体での依頼を出すには時間がかかる。昨日はお前は一人でなんとかしたようだし、嬢ちゃんも文句は言わないだろう」

　僕のもっともな問いに、ゴンズさんは眉を顰ひそめ、はっきりと言った。

　どうやら彼もギオルギの敵らしい。なんでギオルギ、野放しになってるんだよ。

　依賴票の報酬の部分を指でなぞる。こういったクエストでは基本的に報酬が多ければ多い程難易度が高いので、報酬はある種の指標になる。アイテムが何なのかはさておき、そこに書いてある金額はかなり低い。雑用クエスト数回分の額と大体一緒だ。

　ゲールが弱いということだろうか。あるいはナナシノが貧乏だったからこんなに低いのだろうか。眉を顰めて考えていると、僕の表情を見て何を思ったのか、パトリックがぴくりと頰ほおを動かして言った。

「俺も……依頼を出そう！」

「……え？」

　何言ってんだこの人。

　理解できない僕を他所に、その後ろから同じような声があがり始める。

　革袋から金貨を取り出し数え始めている者もいる。ナナシノの友達の女の子も慌てたように袋をひっくり返す。

　そんな依頼されなくても行くって。そう突っ込む間もなくあっという間にテーブルの上にルフの山が出来上がる。どうやら難易度が上がってしまったようだ。

「どうか……青葉ちゃんを、頼む……」

　パトリックが唇を強く嚙み、頰を強張らせたまま頭を下げた。

　ナナシノどれだけ人気者なんだよ。感心するよりも先に呆れてしまう。

「ギオルギは厄介者だが強い。気をつけろよ」

「はーい、じゃあ行ってきます」

　さっさと終わらせて、また雑用クエストしよう。
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「ん……こ……こは……」

　目を覚ました青葉の視界に入ってきたのは青空だった。ローブの下から湿った地面の感触が伝わってくる。

　身を起こそうとして、青葉は自分が拘束されていることに気づいた。手足には鉄色の手錠がはめられ、力を入れてもピクリとも動かない。

　何がなんだかわからず、呆然としながら、顔を横に向ける。生い茂る背の高い緑の草が見える。古都の外に広がる草原。そこに生えていた草に似ていた。

　混乱する青葉に、ふと頭の上から声がかけられた。

「ようやく……目を覚ましたかぁ」

　かけられた男の声に、一気に青葉の記憶がフラッシュバックのように蘇る。

　街中で買い物をしている最中に突然現れた数人の男。青葉と友達の召喚士コーラーの女の子──シャロリアを取り囲みブロガーへの報復を宣言し、襲い掛かってきた男達の姿が。

　青葉ももちろん戦った。アイリスの単騎兵は奮戦し相手の眷属を二体戦闘不能に追いやったが、勝てると思った瞬間に『召喚コール』された眷属には歯が立たなかった。

『ゲール』。

　青葉の倍以上の体長を持つ狼の戦士。召喚士コーラーの仲間が怯えた表情で噂うわさしていた獣の王。

　その姿を思い出し、ぞくりと体を震わせる。

　今ならばその理由がわかる。

　今まで見たことのあるどの眷属よりも凶悪な見た目に、アイリスの単騎兵の一撃を真正面から受けても身じろぎ一つしない巨体は絶望そのものだった。

　それは、青葉がこの世界に来て見た中で明らかに突出した眷属だった。

　もしかしたらブロガーの召喚した『静寂サイレント』と同様に。

　突然、伸びてきた手の平に、青葉が短い悲鳴をあげた。

「ッやぁ」

　手を伸ばしてきたのは、炎のような赤髪に真紅の瞳をした男だった。

　ギオルギ・アルガン。中肉中背、ブロガーよりも少し年上に見える青年。

　人相の悪い取り巻きとは異なり、一見そんな恐ろしい男のようには見えない。

　だが、その目に灯る光を見れば誰しもがその意見を翻すだろう。

　狂気的にてらてらと光る輝きは今まで青葉が会ったことのあるどの男とも違う。淀み煮えたぎる炎のような眼だ。

　ギオルギと共にいるその部下もどこかギオルギを恐れているように見えた。

　赤獣の王。ギオルギの作ったパーティ名にふさわしく、その笑みはどこか獣のように見えた。

　荒々しい手つきで身体をひっくり返され、青葉の目とその目が合う。

　その眼光に萎縮する青葉に、ギオルギはそれ以上触れることなく、青葉を見下ろしたまま、まるで昔話でもするかのように言った。

「昔よぉ、俺は──剣士になりたかったんだ。召喚士コーラーなんていう、眷属をこき使って戦うクラス、臆病者がつくようなクラスじゃなくてよぉ。なぁ、わかんだろ？　だから、召喚士コーラーギルドはいつまでたっても魔導師ギルドと剣士ギルドよりちっちぇえんだ」

　手には幾つもの金の指輪がはめられ、真紅のローブも青葉の物より仕立てがいい。ベルトも手に持った杖も、その全てがギオルギが成功者であることを示している。

　ぎょろぎょろとその目が動く。まるで蛇のようだ、と青葉は思った。

「まぁ、生まれつき魔導石を持って生まれたからって召喚士コーラーになるなんて決まったわけじゃねえ。剣士目指して修練もしたぜ。だが、俺には才能がなかった。体格も良くねえし、いつまでたってもいつまでたっても中級止まり。しまいにゃ後から来た後輩に抜かれてよぉ……辛かったぜえ、魔導石持って生まれたから、剣士にゃふさわしくねえなんて言われてよぉ」

「ボス。さっさとやらないんですか？」

「黙ってろぉッ！　今、俺が話してるんだッ！」

「ひ、ひぃッ──」

　後ろからおずおずと声を掛けてきた仲間を、ギオルギが怒鳴りつけた。

　ギオルギよりもずっと図体の大きな男が怯える様はいっそ滑稽だ。だが、青葉はとてもじゃないがそれを笑う気にはならなかった。

　一触即発。いつ爆発するかわからない爆弾のような、ギオルギからはそんな危険な気配がした。

　荒々しく熱い息を吐き出しながらギオルギが続ける。

　青葉に向けられた胡う乱ろんな視線はしかし青葉本人を見ていないように見える。

「んでよう、後輩に訓練でぼこぼこにやられたある日──思ったんだ。ああ、覚えてるぜえ。赤月が──獣じゆう種しゆの棲む月が輝いているいい夜だった。召喚士コーラーならば、召喚士コーラーとして持った才能のせいで、弱えってんなら──召喚を試してやろう、とッ！」

　ギオルギが立ち上がる。その杖が掲げられ、その甲高い笑い声が空に響き渡る。

　ローブの内側、そこに帯剣された一振りの剣が青葉の目には何な故ぜか鮮明に映った。

「ひゃっはははっははははっははっはははッ！　それ以来、俺は、最強だっ！　剣士も、魔導師も、俺と獣王ゲールには敵わねえッ！　今まで俺を下に見ていた連中が、揉み手して寄ってくるんだ。滑稽だったぜぇッ！」

「どいつもこいつも、俺には敵わねえッ！　バイライトの騎士もラザレースの魔導師も、そして俺と同じ召喚士コーラーの連中だって──どいつもこいつも、雑ざ魚こみてえなもんだ。弱肉強食が唯一の法、赤獣界で生まれたゲールにとっちゃこの世界のすべては食われる側だぁッ！」

　ギオルギが天を仰ぐ。

　部下が強張った表情でそれを見る。まるで嵐が過ぎ去るのを待っているかのように。

　その頭が青葉を向く。真紅の瞳はまるで赤月そのもののように輝いていた。

「そして、ナナシノアオバ。ゲールに選ばれた俺は──王だ。誰も逆らえない。誰にも逆らわせねぇ。古都の連中も、そして何も知らねえ外から来た奴らも、全員まとめて俺が潰す」

「な、なんで、そんなことを──」

　青葉の出しかけた声に、しかしギオルギは答えない。

　草を踏みつけ、青葉に殺意の籠もった目を向ける。

「ブロガーは俺の邪魔をした。部下がいくら傷つこうが俺には関係ねえがぁ、叛逆者を許しちゃおけねえ。見せしめだ。報復だ。ブロガーの眷属は俺が殺し、そしててめえをブロガーの目の前で──犯してやる」

　その目に情欲はなかった。あるのは底知れない怒り、どろどろした負の感情だけだ。

　ほぼ反射的に、青葉は唯一自由になる口を動かした。

「っ……『召喚コール』！」

　召喚士コーラー、七篠青葉の言葉に従い、光が発生する。

　名状しがたい空間にいたアイリスの単騎兵が主の求めに従い姿を現す。

　白い光が集まり、白い騎士の姿を形作る。攫われる直前に抵抗したため、装甲は傷だらけだが、とっさに送還デポートしたので動けなくなる程の傷ではない。

　転がる青葉を守るように現れた小さな騎士を見て、しかし、ギオルギは鼻で笑った。

「ふん……凡ぼん百びやくな召喚士コーラーめ」

　杖を握ったその手が大きく上に上げられる。そして、ギオルギが唱えた。

「『召喚コール』」

　その言葉と同時に、光が発生する。青葉の言葉で発生したものとは異なる、強い赤の光だ。

　光はみるみる内に巨大に膨れ上がり、怪物を生み出した。

　一度見たはずのその威容に、青葉が息を呑む。心なしか、アイリスの単騎兵も緊張しているように見える。

　現れたのは獣の頭を持った騎士だった。

　身の丈は青葉の倍、燃えたぎる炎を思わせる真紅の毛色をした狼頭の騎士。全身に纏まとった黒鉄の鎧。背に背負った巨大な黒の剣は禍々しくも美しい。

　暗色をした瞳が青葉を、正確に言えばアイリスの単騎兵を見下ろす。その瞳に青葉は知性の光を感じ取った。もしかしたらその主であるギオルギより余程強い知性の光だ。

　サイレントも人語を解するしアイリスの単騎兵も青葉の言うことを理解している節があるが、ゲールから垣間見えた知性に青葉は何故か言いようのないショックを受ける。

　そして、狼騎士がその顎を開く。白い牙の生えそろった口内にちらりと炎のような舌が見えた。

「ギオルギ、何用か」

「『餌えさ』だ。準備運動くらいにはなるだろう」












　ギオルギの目は青葉の眷属を敵とみなしていなかった。

　そもそも、ゲールとアイリスの単騎兵では身体の大きさが違う。ゲールに比べればアイちゃんなんて赤ん坊みたいなものだ。

　身体の大きさが戦闘力に直結しないことはわかっているが、青葉にも、自分の眷属がこの怪物に勝てるようにはとても思えなかった。

　それでも単騎兵が剣を抜き、その切っ先をゲールに向ける。ゲールはそれを見て、つまらなそうに鼻を鳴らし、背負った黒鉄の直剣を抜いた。

　その剣身はまるで血に濡れているかのように艷やかで、陽光を吸い込んでいる。

「この程度の天てん種しゆを相手にこの私を使うとは……」

「召喚士コーラーは殺すな。使いみちがある。眷属は消失ロストまで追い込め」

　消失ロスト。

　その単語に、青葉の胸の奥がきゅーっと苦しくなる。頭ががんがんと痛む。

　ブロガーは死んだら終わりだと言った。あの時は当然だと思ったが、その言葉の重みが今になって青葉にのしかかってくる。

　アイリスの単騎兵がいなくなってしまっては、青葉はもうこの世界でどう生きていったらいいのかわからない。

　そこで、今まで黙っていたギオルギの部下──一番初め、初日に青葉に手を出そうとしてきた男が恐る恐る声をだす。

　どうやらサイレントにやられた傷は塞がったらしく、その後ろには眷属のブレードキマイラがゲールに恐怖しているかのように伏せていた。

「ボス、まだ約束の時間までは間が──」

「だからなんだッ！」

「ひッ……」

　ギオルギが距離を詰め、その腰から堂に入った動作で剣を抜いた。

　磨き上げられた刃が部下の男に脅すように突きつけられる。赤の目が睨めつけるように部下を見上げる。そこで、ギオルギが声を落とした。

「大体、なぁ、てめえは、本当にブロガーが来ると思うか？」

「えっ……と……それは──」

「この、ゲールを相手に、召喚士コーラーになりたての男が立ち向かってくると思うか？　こいつの力は誰だって知ってる。俺が、思い知らせてやった」

　ギオルギの言葉が、青葉の耳に入ってくる。

　助けに来る。ブロガーさんが助けに来る？

　今更になって青葉はその言葉を吟味する。

　ギオルギの言葉からすると、ギオルギは青葉を人質にブロガーを呼び出したのだろう。だが、ブロガーは青葉の知る限り、そういった情に訴える手法が通じる相手ではない。

　何よりも青葉とブロガーはそれほど深い関係ではないのだ。

　ただ偶然同じ場所にいた、同郷の人間。青葉はなんとか仲良くなろうと立ち回っていたが、その青年が何を考えていたのかはわからない。

　助けには行ったが、結局それも意味がなかった。青葉にはその青年が、例えば自分を人質にして呼び出されたところで、助けに来てくれるのか想像がつかなかった。

　青葉が青褪めたのに気づき、ギオルギが唇を歪めた。刃を下ろし、愉快そうに言う。

「助けに来なかったら……所詮それまでよ。てめえを犯した写真を街中にばらまいてやる。その後でゆっくり搜せばいい」

「……ッ……」

　きっと助けに来てくれます。その言葉を青葉は飲み込んだ。

　助けに来てくれたとしても、ゲールに敵うとは限らない。

　サイレントは『一単語の系譜ザ・ワード』と呼ばれるレア度の高い眷属のシリーズの一体だと聞いた。ゲールも名前からしてその一体のように思える。

　少なくとも、目の前の存在から感じられる力はサイレントに匹敵、ともすれば超えていた。ならば、現れたところで無駄なだけ。その上、ここにはゲールだけではない、その仲間もいるのだ。

　そして、サイレントが負ければギオルギを止める者はいなくなる。

　唇を結び、毅き然ぜんとした表情で睨みつける青葉を見て、ギオルギがつまらなそうに眉を顰めた。乱暴な口調で部下達に命令する。

「おい、お前ら。こいつを押さえつけておけ。てめえがいつまで俺に反抗できるか確かめてやる」

「……」

「おい、何を黙っている!?」

　ギオルギが部下達を振り返る。そして、目を見開いた状態で固まる部下達を確認した。

「どうした!?」

「あ……」

　ぽっかりと開いた口からかすれた声が出る。間の抜けた表情というよりは生気のない表情。上げられた腕、差し出された指先が草原に転がったものを指差した。

　光の灯らない見開かれた瞳。半端に開かれた顎はまるで断末魔の声をあげようとしているかのようで、しかしもはやピクリとも動かない。

「ひぃッ!?」

　状況を忘れ、青葉が小さな悲鳴をあげる。それは、キマイラの首だった。ブレードキマイラの首。その主が呆然としている間に首が消え、光のオーブが残る。

　立ち直った部下達が怯えた声をあげる。

「な、なんだ!?　何が起こった!?」

「首？　兄貴の眷属が……ここ、殺され──」

　その時、動揺する部下達を一括するように鋭い声が飛んだ。

「落ち着け、サイレントは奇襲値のパラメータが高いんだ！　奇襲値が高いユニットは高確率で一撃目にクリティカルを与えてくる。態勢を立て直したほうがいい！」

　聞きなれない言葉に、ギオルギが声の方向を向く。

「奇襲値……だと!?」

「そ。まぁもう遅いけどね」

　言葉を待っていたかのように、何かが草原に崩れ去る音が聞こえた。

　聞き慣れたその声に、青葉の思考が止まる。

　穏やかな声には緊張も動揺もなく、まるで道理を語るような声は今しがた青葉が絶対に助けに来ないと思った人のものだ。青葉が首を動かし、そちらを向く。

「やっぱり使い勝手いいんだよね、サイレント。これでもうちょっと強かったら文句なかったんだけど……」

　初日から変わらない地味な灰色のローブ。人畜無害そうな容貌に、感情の見えない目。

　足元から伸びる黒い影が乱雑に生えた草の間を縫うように不条理に広がっている。

「ずっと思ってたんだが。主は、我に、つめたくないか？　贅ぜい沢たく者ものめ」

　呆れたような声。遅れて、悲鳴があがる。

　ゲールの視線がアイリスの単騎兵から唐突な乱入者の方に向く。

　ギオルギが驚愕と憤怒を込め、そちらを睨みつけた。

「……誰だ。何故ここにいる？　いや……違うな。そうか、お前が──」

「何故って、クエストに決まってるじゃん。さすがに、偶然通りかかったりしないって。物語の主人公でもないんだから」

　ギオルギの殺意、ゲールを目の前にして、ブロガーは疲れたような笑みを浮かべた。
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「ななしぃ、助けに来たぞぉ」

　サイレントが緊張感のない声を上げる。

「いいからさっさと助けなよ」

　呆れ果てながら、僕は心の中でガッツポーズした。

　奇襲が成功した。現実で奇襲値がどう処理されるのか不安だったが、こっそり行けばなんとかなるだろうという浅はかな思惑は正しかったらしい。

　奇襲値は先制値とも呼ばれる。一撃目に判定がかかり、成功すれば回避率を無視してクリティカルダメージを与えることができる。相手が格下ならば一撃で倒せる。

　そう──今回のように。

　遅れて幾人もの悲鳴があがる。眷属がロストしたのに今更気づいたのだろう。

　さすがに一対一でも勝てるか怪しいゲールを相手に多対一をやる気にはなれない。

　ギオルギが指定してきた場所は街の外だった。街の中だと流石さすがに問題が起こるからだろう。草原のど真ん中で巨体のゲールは目立つ。おまけに皆が皆ナナシノの方に注意していたらしく、接近も簡単だった。もしかしたらこれもサイレントの奇襲値が高かったのが良かったのかもしれない、が検証は後回しでいいだろう。

　待ち合わせ場所には男達が何人もいたが、ギオルギを見分けるのは簡単だった。豪華な装備でいっちゃった目をした奴がギオルギで間違いあるまい。

　怖気の奔るような目で僕を睨みつけている。その目はちょっとだけ大兄貴に似ていた。

　こちらに注目している隙すきに、僕の足元、影に溶け込むように平面になり、地面に触手を走らせていたサイレントが、倒れていたナナシノとアイリスの単騎兵の身体に触手を巻きつけ、強く引っ張る。

　ナナシノの身体が宙に浮き、引き寄せられた。

　飛んできた身体を抱きしめるようにして全身で受け止める。

　柔らかい感触が腕の中に入る。ナナシノは華きや奢しやでそれほど重くなかったが、少しだけふらついてしまった。ちょっと情けない。身体鍛えよっかな。

　呆然としているナナシノにウィットに富んだジョークを飛ばした。

「ハロー、ナナシノ。こんな所で奇遇じゃん。ナナシノもクエスト？」

「え？　ええ？」

「主、ちゃんと時と場合を考えないと」

　眷属にダメ出しされてしまった。凄く『送還デポート』したいがそういうわけにもいくまい。

　腕を放すと、ナナシノはふらつきながらも二本の足で立った。よく見ると足と手に金属製の枷がはめられている。

　本当に虜りよ囚しゆうのようだが、どうやらまだ成人指定の展開にはなっていなかったらしい。

　よかったよかった、急いで来た甲斐があった。アイリスの単騎兵まで無事なのは予想外であるが……。

　ギオルギが戦慄わななく声で僕の名を呼ぶ。

「てめえが……ブロガーか……」

「初めまして、ブロガーだ。君は──名ありのＮＰＣか」

　注視すると、男の頭の上にはギオルギ・アルガンの名が表示される。プレイヤーの場合はプレイヤーランクが表示されるが、男の頭の上に表示されるのは名前だけだ。

　ギオルギ・アルガン。ゲーム内で聞き覚えはないが、まぁＮＰＣの名前なんて本当に一握りしか覚えていないので、もしかしたらいたのかもしれない。何分、ゲームが終わったのは随分昔だし、名ありＮＰＣもそれなりの数いたので底辺まで覚えていないのだ。

　その隣にはゲールがいた。ゲーム内では数え切れないくらいに見た眷属だ。

　ゲールがギオルギを守るかのようにその前に立ち、こちらを睥へい睨げいしてくる。

　狼の頭を持つ黒騎士。ゲーム内では縮尺がわかりづらかったが、こうして実際に見ると相当な威圧感がある。

　何気なく揺れた刃が生えていた草を断ち切る。僕はゲールを注視して舌打ちをした。

「進化なし、レベルマックスか……厳しいかなぁ、これ……」

　鍛え上げているというのは本当だったらしい。レベル１のゲールなら余裕を持って勝てたかもしれないのに、これだと勝利に運が絡む。

　サイレントが手錠と足枷を破壊し、ナナシノが拘束から解放される。

　だが、ナナシノは自由を喜ぶこともなく、まるで珍妙な動物でも見つけたような目で僕を見上げていた。こういう時は白馬の王子様を迎えた乙女のような目つきをするべきではないだろうか。まぁ僕は王子でもなんでもないんだが。

「え……？　な、どうして、ブロガーさんが？」

「僕がナナシノを助けに来るのがそんなに不思議か？」

「!?　……え……あっと…………すいません……不思議です」

　ナナシノは目を白黒させて、酷いことを言った。

　僕よりもナナシノの方が余程辛しん辣らつだと思う。僕はそれを辛辣だと自覚して言っているだけマシだ。

「……後で覚えとけよ。まぁ、仲間を助けるなんて当然だよね。僕はナナシノと違って自信あるし」

　軽口を叩きながら、戦術を考える。といっても、事前に考えてはいたので相手の強さをちょっと修正するだけだ。純粋なステータスを考えると割と不利だが、勝負はステータスだけで決まるわけではない。

　サイレントが触手を身体に戻し、僕の前に立った。

「あれがゲールか……主、かなりの力を感じるぞ」

「サイレントは臆病だなぁ」

「!?　な、どういうことだ!?　ねぇ、ねぇねぇ、あるじぃ!?」

　サイレントが僕の服を引っ張ってくる。こういう場ではやめてほしいぜ。

　だが、そんな光景を見てもギオルギの目に油断はない。仲間の眷属を何体もロストさせられればそうもなろう。そして、その傍らのゲールの目にもまた侮りはなかった。

「サイレント、単体攻撃で」

「む……そうだな」

　僕の指示に従い、サイレントが全体攻撃から単体攻撃モードに変わる。剣士の形に変化するサイレントを、ゲールが冷たい目で見ていた。

　ギオルギが高圧的に僕を見る。まるで王のような態度だ。仲間と比べて随分と痩そう身しんだが、召喚士コーラーの力は見た目では決まらない。

「随分と……はええじゃねえか、ブロガー」

　確かに、まだ待ち合わせの時間までは一時間近くある。軽く肩をすくめて答える。

「十分前行動を心がけているんだ。これでも、社会人でね」

「ッ……舐めやがってッ……」

「ナナシノがぼろぼろにされてたら心痛むしね……」

　軽口を叩きながらゲールを観察する。

　レベルマックスのゲール。進化していないだけマシだが、その佇まいにはレア度15とは思えない一騎当千の貫禄がある。レア度だけならサイレントの方が上なはずなんだけど、なんだろう負けた気分だ。

　ギオルギがぎょろりとした目で僕とその周りを見る。

「てめえ一人か？」

　肩を竦めてみせる。

　壁にしかならない味方を連れてきて報酬を減らされたらたまったものではない。そもそも、彼らの意志はクエストの依頼という形で僕と共にある。

　唇を舐め、ギオルギを挑発する。

「足手まといはいらないんだよ。僕一人で十分だ」

「ッたった一人、……このゲールを前にして、いい度胸、だ」

　サイレントには事前に隙があれば一撃与えるように言ってあった。が、動いていないのは隙がないからだろう。

　やはり正面からの単体戦闘で冥めい種しゆは獣種に一歩劣る。

　サイレントは物理攻撃全般にある程度の耐性を持っているが、あくまである程度だ。ゲールの攻撃をまともに受ければ一撃で死ぬことはなくてもダメージは免れない。

　……やっぱりこれ、序盤に起こるようなクエストじゃないよなぁ。

　少なくとも雑用クエストばかりやっていて発生するようなクエストではない。

　僕は仕方なく舌なめずりした。

「……報酬には期待できるな」

「主はマイペースだなぁ」

　いや、だってもう報酬を考えることくらいしか好材料が見つからない。赤字だけはどうか免れてくれ……。

　サイレントが真剣な声で聞いてきた。

「なぁ、主。勝てると思うか？」

「攻撃力とＨＰと守備力はゲールが上、敏捷はサイレントが上だ」

「……それは不利ってことか？」

「後はサイレントの頑張り次第かな。僕は勝算のない戦いはしないよ」

　文句言ってないで戦えや。

　僕は眷属の能力……ステータスが数字として具体的に見えるわけではない。

　サイレントもゲールも、僕に見えるのはゲーム内でもそれぞれの眷属の頭の上に表示されていたレベルと名前、ＨＰバーだけだ。

　だが、サイレントもゲールも育てたことがあるのでなんとなくその力は把握してる。

　確かに不利は不利だが、進化していないのは僥ぎよう倖こうだった。サイレントとレベルマックス・進化前ゲールの差は時と場合によって勝敗が決まる程度でしかない。

　鼓こ舞ぶするようにサイレントに言う。

「大丈夫、サイレントがロストしたら次はサイレントよりも強い眷属を引くから」

「……多分、我がロストしたら主に次のチャンスは訪れないと思うが……」

　サイレントがぶつくさ言いながらも前に出る。ゲールもまた一歩前に出た。

　サイレントが膨れ上がる。僕の頭の上に乗れる程度の大きさから、ゲールに匹敵する大きさに。

　アビコルには『大きさ』という概念がある。ステータスが同じでも眷属の大きさによって与えるダメージや受けるダメージにペナルティが発生するのだ。

　サイレントの特性である『形状自在』に含まれる『拡縮』は彼ひ我がの大きさの差により発生するペナルティを無効にする特性である。本来小さな眷属では大きな眷属にダメージを与えづらいが、サイレントならば問題ない。

　ゲールが唸り、剣を構え、吠えた。強い風が吹き、生えそろった草の先端が揺れた。

　主のギオルギが僕を睨めつけ、にやりと唇を歪めて笑った。

「ブロガー、気が変わった。今ならまだ許してやれる。地べたに這いつくばり許しを乞え。なかなか強力そうな眷属じゃねえか。てめえならば俺の片腕にしてやってもいい。てめえが眷属をロストさせた俺の片腕に代わって、な」

　名前ありとはいえ、どうしてＮＰＣの分際でそこまで大言を吐けるのだろうか。その言葉に呆れてしまう。

　僕はため息をついて、震えているナナシノの肩を抱き寄せて言った。

　たとえ初心者プレイヤーだったとしても、プレイヤーがＮＰＣに怯えるなんてあってはいけない。

「ギオルギ・アルガン。残念ながら僕は君を片腕にするつもりはないよ。レア度15、獣種、赤き獣騎士のゲール。まぁそこそこいい線いってるけど──」

　ナナシノの震えが止まる。僕はギオルギに負けないように、にやりと口端を持ち上げ、偉そうなＮＰＣを嘲ちよう笑しようした。

「──僕なら間違いなく『リセマラ』だ」





　　　　§






　そして、戦いが始まった。

「負けるなよ、サイレント。僕はゲールに因縁があるんだ」

「ゲールッ！　王に逆らうものをねじ伏せろッ！」

　振り下ろされたサイレントの刃をゲールが迎え撃つ。黒鉄の剣と影の剣がぶつかり合い、激しい音が草原を駆け抜けた。

　狼頭の異形の騎士と、騎士の振りをしている不定形の怪物が激突する。

　サイレントの嵐のような剣戟をゲールが剣で丁寧に受ける。技術はゲールが圧倒しているが、サイレントの構造は生き物のそれとは異なり、関節による制限が存在しない。縦横無尽に放たれる剣に、ゲールは隙を窺うかがっているようにも見えた。

　鎧を装備しているゲールの防御力は大兄貴が使っていたアイリスの重じゆう槍そう兵へいよりも高い。

　レア度の格差が如実に出ていた。奇襲でゲール本体を狙わなかったのは、全体攻撃で攻撃を仕掛けても殆ほとんどダメージが通らないと思ったからだ。そして、実際に戦いを見てその予想が正しかったことを実感した。

　ゲールの踏み込みで地面が揺れ、土埃が巻き起こる。サイレントの剣が嵐ならばゲールの剣は雷だ。一撃一撃の重さはサイレントの比ではない。

　初撃を剣で確かめ、受けきれないことを理解したのだろう。サイレントは剣を回避することにしたようだ。

　肩を抱かれ固まっていたナナシノがその光景に我を忘れたように呟つぶやく。

「す、凄い……でも──」

「やっぱりサイレントがちょっと不利かなぁ」

　予想通りだが、こうして実際に見ると落胆させられる。

　サイレントの一撃は速い。ゲールの一撃は重い。

　ほんのちょっとの差だ。ちょっとの差だが、敏捷性を除いて負けているというのはいただけない。ゲールはサイレントの攻撃をまともに当てたとしても、一撃で倒せる程弱くはない。逆もまた然りだが、ＨＰも防御も負けているとなるとジリ貧になる。

　サイレントのレベルを少し上げていたら結果はもうちょっと違っただろう。

　実際に遠くから見ているとほんの少しのステータス差がよくわかる。

　サイレントの頭上からの一撃が腕をかすり、サイレントが小さく呻く。

　本当に小さな声だったが、苦痛の声だ。

「サイレントはまだレベル１だからなあ……」

　ナナシノも不利がわかっているのだろう。いい目を持っている。

　顔色がだいぶ悪化していた。

「サイレントさんでも──勝て……ない……？」

　こらこら、戦闘中に嫌なことを言うなよ。

「『一単語の系譜ザ・ワード』なんだからもうちょっと頑張ってもらいたいよね」

　サイレントは特殊能力型の眷属である。特殊能力は強力だが、ステータスは他の『一単語の系譜ザ・ワード』と比較すると低い。

　もしも僕が引いたのがサイレントじゃなかったらレベル１でも進化前ゲールくらい倒せたはずだ。まぁ、サイレントを責めるのは筋違いなんだけど、リセマラ終了キャラとして誇れる能力を見せてもらいたいものだ。

　僕の言葉が聞こえたのか、サイレントが気勢を取り戻す。不意打ちで放たれた蹴りがゲールの腹に命中しその巨体を数メートル吹き飛ばす。が、装甲のある腹に蹴りを当てたところで大してダメージはないだろう。戦況は概ね拮きつ抗こうしている。

　そこで気づいたように、ナナシノが僕を見上げた。

　至近から長い睫毛の下、輝くような黒の瞳が覗いている。

「で、でも、相手も──『ゲール』って、同じなんじゃ……」

「……え？　ん……ああ……そういうことね」

　どうやらナナシノは勘違いしているようだ。

　随分不安げな表情をしていると思っていたが、ナナシノはゲールがサイレントの同類だと思っていたらしい。

『ゲール』。確かにナナシノのアイリスの単騎兵などとは異なり、単一の言葉に聞こえる。が、ゲールは『一単語の系譜ザ・ワード』の一員ではない。

　ナナシノには眷属の中には特に強力な『一単語の系譜ザ・ワード』って呼ばれるキャラがいて、そいつらは単語の名前を持っていると、簡潔に説明してあったが──。

「違う違う。ゲールはねぇ……『名持ちネームド』っていうんだよ。ゲールって単語じゃないじゃん？」

「『名持ちネームド』……？」

　僕の言葉に、ナナシノが不思議そうな表情をした。

　まぁ、元プレイヤーじゃなければそうなるよなあ。

「そそ」

　正式名称『名持ちの勇士ネームド・ブレイブ』。

　プレイヤーの中ではネームドと呼ばれていた、忘れもしない、アビス・コーリングの第三次大型アップデートにより実装された眷属のシリーズである。
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　剣と剣がぶつかり合う。意気と意気がぶつかり合う。

　その壮絶な戦いに、ギオルギも目を見開き食い入るように見守っていた。

　恐らく、今までここまでゲールに食い下がった眷属はいなかったのだろう。

　僕はその様子を眺めながら説明を続ける。

「アビコルってさー、頻ひん繁ぱんにアップデートがあったゲームなんだよね。運営チームがいい意味で勤勉なのか悪い意味で勤勉なのかわからないけどさぁ。それで、アビコルは育成ゲーだったから何のアップデートが一番多かったのかっていうと、眷属の種類が増えるのが一番多かったわけだよ」

　最終的には星の数程存在していた眷属だが、初めからそれほどの数の眷属が実装されていたわけではない。

　最終的な数は累積だ。幾度ものアップデートを積み重ね、幾千幾万の喜劇や悲劇を繰り広げた結果である。

　そして、『名持ちの勇士ネームド・ブレイブ』は、アビコルの数年続いたサービス期間の中でも最初期に実装された眷属のシリーズだった。

「『名持ちネームド』が実装される前はさ、種類が名前になってる眷属しか出なかったんだよ。ホワイトリザードとかブレードキマイラとか。懐かしいなぁ……」

「……」

　目を細め、かつての光景を思い描きながらため息をつく。

　ナナシノはどう答えて良いのかわからないのか、居心地悪そうに身を縮めていた。悪いけど、少しばかり思い出話をさせてもらおう。

「ナナシノは知らないかもしれないけど、アビコルみたいなソシャゲーのガチャで出てくるキャラって基本的に後から実装されたものの方が強いんだよ。だってほら、弱いキャラ実装しても誰も課金しないじゃん？　だから、『名持ちネームド』の実装は当時画期的だった」

　ゲールが吠える。その豪腕がはちきれんばかりに膨れ上がり、振り下ろされたその刃がサイレントの肩を浅く切り裂く。その様は確かに勇士の名に相応しいだろう。

　サイレントが滑るような動きで後退する。ゲールが踏み込みで距離を詰める。

「まぁその名の通り、『名持ちの勇士ネームド・ブレイブ』って、名前がついている眷属なんだけど、能力が高くてさぁ。当時の他の眷属を圧倒的に引き離していたんだよ。だから、プレイヤーはこぞって課金したんだ。ゲールはその中でも特に人気でさ、攻撃力も守備力も高いし、何よりグラが格好いいじゃん？　騎士だから騎士系の眷属を強化する魔法とか装備も使えるし、初心者でも扱いやすくて、わかりやすく強かった」

　わかりやすく強い。これは重要な要素である。眷属の中にはある特定眷属と組み合わせることで真価を発揮する者や、特定シチュエーションでのみ有用な者などいるが、ゲールはそういう眷属ではない。

　育てたら強い。引けたら勝てる。単純で素晴らしい話だ。

　当時は召喚対象の眷属の種類も少なかったので、ちょっと頑張って課金すれば何かしらの勇士ブレイブは引けた。今思えばいい時代である。

「あ……あの……ブロガーさん？　サイレントさんが──」

　僕の話を聞きつつも、ナナシノが悲鳴のような声をあげる。

　サイレントが不利な状況に追いやられていた。全く、かつての最強クラスのキャラが相手とはいえ、情けないもんだ。

「サイレントッ！」

　僕はサイレントを鼓舞するように名前を呼んだ。

　既にゲールの情報は伝えてある。ここまで来てしまえば僕にできることは何もない。

　負けてはいけないことを思い出したのか、サイレントの腕に力が戻る。押されかけていたのを強く踏み出し押し返す。

　サイレントのＨＰはまだ五割残っていた。ゲールの方は七割。

　アビコルでは眷属はＨＰの減少割合によりステータスにペナルティを受けるが、冥種はＨＰが減っても受けるペナルティが軽いのでまだ戦えるはずだ。

　それを確認して話を続ける。

　何を言うべきか……次に出した言葉には、図らずも強い感情が籠もってしまった。

「ゲールってレア度15なんだけど……当時のアビコルではレア度15が最高だったんだ」

　それが、サービス終了前のレア度のトップは21である。インフレも甚だしい。
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「昔はｗｉｋｉとかにもゲールを引けたらリセマラ完了とか書かれてたんだけどなぁ……」

　ソシャゲーはコンシューマーゲーとは違う。サービスが続くにつれ、新たな眷属が実装されるにつれ、記述は目まぐるしく変わっていった。

　アビコル運営は熱心な運営だったから、ゲールの時代は長くは続かなかった。

　最強クラスだった攻撃力はより強い眷属の実装により、高めなキャラに変わり少し高めなキャラに変わり、まあまあ高めなキャラに変わった。

　そして、第十六次大型アップデート──『一単語の系譜ザ・ワード』の実装により、『名持ちの勇士ネームド・ブレイブ』は完全に過去の栄光となった。なまじ似たような名前だったため、初心者からは区別がつきづらいとクレームまでもらっていた。

　僕達、ゲールの栄光を知る古参プレイヤーはそれを見て嘆かわしいと涙を拭いたものだ。当たりだったキャラが外れになった瞬間程やるせないものはない。

　サイレントの刃がゲールの手甲の隙間に入り込み、ＨＰゲージが目に見えて削れる。

　ゲールが咆ほう哮こうをあげる。怒りのようでもあり、悲鳴のようでもあった。

　ゲームで言う致命打クリテイカルという奴だろう。サイレントはクリティカル率もかなり高いのだ。

　ゲール実装当初はクリティカル率が高いキャラは攻撃力が低めに設定されていたが、サイレントの時代はその法則が半ば形骸化していた。まぁそれでもサイレントの攻撃力は他の同シリーズの眷属と比べれば高くないんだけど、それでも元攻撃力特化キャラより少し低め程度の攻撃力があるのだからゲールからすればたまったものではないだろう。しかもサイレントはまだレベル１だ。

　ダメージを受けながらも尚、ゲールが凄まじい速度で剣を振り下ろす。だが、明らかにそれに対応するサイレントには余裕が見え始めていた。

　一撃をするりと回避し、反撃する。それをゲールがぎりぎりで防ぐ。

　ゲールの動きが鈍くなっているのだ。一方でサイレントの動きは戦闘開始直後からほとんど変わっていない。

　それに気づいたのか、ギオルギがいらいらしたように叱しつ咤たの声を上げる。

「ゲエエエエエエエエエエエルッ！　獣王よ！　何をやっている、とっとと殺せ！」

「ぐッ──」

　ゲールが低く唸る。袈け裟さ懸がけに放たれた斬撃がサイレントの刃を強く打ち払い、その力にサイレントの体勢が崩れる。

　その隙に全力で振り下ろされたゲールの一撃を、サイレントが本来不可能な動きで横にずれて回避した。カウンター気味の斬撃がゲールの肩を穿うがつ。致命打クリテイカルだ。

　そう、サイレントは回避率も高いのである。まぁ肉の身体じゃないし。

　ゲールが苦痛を誤魔化すかのように高く吠える。

　まだゲールのＨＰは半分残っている。サイレントよりも少しだけ多いが、クリティカルの女神が微笑んでくれたお陰で予想よりも優位に戦況を進められている。

　身体の底から震え上がるような獣の咆哮に、ナナシノが身を震わせた。小さく呟く。

「い……いける……？」

「んー」

　運がいいな……いや、サイレントが頑張っているというべきか。

　やはり取り巻きを先に倒しておいてよかった。いくらなんでもゲールプラスアルファを相手にするのはサイレントじゃ無理だ。死んでしまう。

「あ……」

　落ち着いたのか、今更僕に肩を抱かれていることに気づいたのか、ナナシノが恥ずかしそうに頰を染めて身体を離す。少しだけ乱れていた服を整えると、恥ずかしさを誤魔化すかのような口調で僕に聞いてきた。

「あ、あれ？　で、でも、因縁って……」

「あー、それね」

　言うか言わないか迷っていたが、聞かれてしまったのだから答えざるを得ない。

　目を閉じると、当時の悪夢が蘇るようだった。恐怖、憤ふん懣まん、虚脱感、苦々しい記憶を嚙み締めながら答えた。

「僕さぁ…………ゲール、めっちゃ引いたんだよね」

「……え？」

「……最終的には三十六体いたかな」

　アビコルではいらない眷属を、とあるアイテムに変換できる『解放リリース』というシステムが存在する。ゲールも何体か『解放リリース』した記憶があるので実際に召喚で出てきた数は三十六体程度ではないだろう。

「……ええええええええええええええ!?」

　ナナシノが目を見開き、素っ頓狂な声をあげる。

　一体でサイレントと互角の眷属が三十六体もいたなどと言えば、何も知らないナナシノからしたら信じられない話にも感じるだろう。

　だが、これはアビコルのシステムを考えると何も不思議な話ではない。

「いやー、アビコルの眷属召喚アビス・コールの種類って増えるけど減らないから……」

　ネームドが実装されたのは第三次大型アップデート、序盤も序盤、最序盤である。そこからアビコルのサービスは数年続いたのだ。新たな眷属が実装されるたびにガチャガチャしていた僕がゲールを数十体持っていても何もおかしなことはない。

　まぁ十回召喚して半分がゲールだった時にはさすがにおかしいと思ったけど。絶対偏ってたわ、あれ。

　正直、ゲールを複数持っていてもゲール軍団編成して遊ぶくらいしかメリットがない。

　大体、僕がゲールを目的に召喚したのは実装直後だけで、それ以降は違うもっと強力な眷属を求めて召喚していたのでゲールは瞬く間に僕の中で外れの代名詞になった。

　もっと雑魚な眷属は腐る程いたのだが、ゲールはなまじ半端に強いので印象に残っているのだ。くそがぁッ！

「クソがッ！　ゲールッ！　何をやっているッ！　お前は最強だ、そうだろッ!?」

　過去の思い出に憤る僕をよそに、ギオルギがゲールに八つ当たりしていた。

　僕はあまりに滑稽なその光景に自省した。

　ダメだね、ゲールに八つ当たりしちゃ。ゲール悪くない。悪いのはインフレさせたアビコル運営チームだ。

　罪を憎んで人を憎まずでいこう。

　ゲールは主の言葉に応えるかのように天地が震える程に吠え、その剣戟に一層力を込める。しかし、その動きは最初と比べて精彩を欠いている。

　ＨＰ減少や致命打クリテイカルを受けたことによりステータスにペナルティがかかっているのだ。獣種の弱点の一つである。

　一方で、サイレントの方はＨＰこそ減っているものの動きはそこまで鈍っていない。

　サイレントとゲールを中心に、草がなぎ倒されていた。飛び散った血が、肉片がそこをコロシアムのように彩っている。

　決着が近い。

　ギオルギも僕と同様、召喚士コーラーとしてそれを悟ったのか、声を嗄からす程にゲールの名を叫ぶ。僕もそれに負けじとサイレントの名を叫んだ。

「ゲールッ!!」

「サイレントッ!!」

　サイレントが身を低くし、滑るようにゲールに近づき刃を左下から右上に振り上げる。

　ゲールが大地を深く踏み込み、両手で握った黒鉄の剣を振り下ろす。

　巨大な二つの影が交差し──

　ゲールの剣がサイレントの左腕を肩から切り落とし、サイレントの刃がゲールの喉を貫いていた。

「くふっ……」

「ッ……」

　サイレントが空気の漏れるような苦痛の声をあげ、ゲールが呆然と目を見開く。そして次の瞬間、即座に翻ったサイレントの剣がゲールの首を刎はね飛ばした。

　その光景に、ギオルギが瞠どう目もくし、その名を叫ぶ。血走った目だ。

「げええええええええええええええええるッ!!」

　ゲールの首がごろごろと転がる。

　一抱えもある大きな首、光を失った瞳が僕の方を向いていた。

　無念の目だ。

　それに対して強い罪悪感を覚えるのは、僕が彼の全盛期を知っているからだろうか。

　サイレントが剣を下ろし、ゆらりと揺れる。意図的なものではない、疲労からくるものだろう。頭上に浮かんだＨＰバーはもう一割しか残っていない。

　レア度が二個も上で後期実装のサイレントをここまで追い詰めたのだ、ゲールも『名持ちネームド』としての力量を見せつけたのではないだろうか。

「や、やった！　勝ちましたッ！　勝ちましたよッ、ブロガーさんッ！」

　ナナシノが両手を上げ、喜びの声をあげる。僕の手を取ってぴょんぴょんと跳ねる。

　ナナシノってけっこうたくましいよなぁ。

　ゲールの首が、そして首を切り落とされた身体が光の粒となって消え、光のオーブが残った。ギオルギはその光景を茫然自失したように見ている。

　レベルを上げた眷属──自分の力の象徴がロストしたのだ。その力を誰よりも知っていたからこそ、他の召喚士コーラーからの畏い怖ふを一身に受けていたからこそ、信じられまい。

　まぁ、確かにそれだけの力はあった。ゲールは強かった。今回の勝利は幸運の女神に微笑まれたようなものである。

　もう一度同じ条件で戦ったとしても勝てるかどうかはかなり怪しいだろう。

　ふらふらとおぼつかない足取りでこちらに戻ってくるサイレントを見ながらほっと息をつく。

「なんとか死なずにすんだなぁ、よかったよかった」

「ほ、本当ですよ！　私のせいでサイレントさんがロストしていたらと思うともう……」

　ナナシノが潤んだ目でサイレントを見る。




「『召喚コール』」




　そして、サイレントが頭の中心から唐から竹たけ割わりに両断された。

「……は？」

「へ？」

　何がなんだかわからなかった。予想外の状況に思考が停止し、ただ目を見開く。

　一言もあげる間もなく、サイレントが地面に崩れ落ちた。

　先程までの激しい攻防が──噓うそだったように、あっさりと。

　恐らく、サイレント本人も何が起こったのかわからなかっただろう。

「くそッ、くそがああああああああッ！　俺の、ゲールをよくもおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　ギオルギが狂ったように地団駄を踏む。

　ナナシノが悪夢でも見ているかのような表情で呟いた。

「な……なんで、さっき倒したはずなのに──」

　サイレントを背後から一刀両断にした狼頭の騎士が、振り下ろした剣をゆっくりと上げる。先程のものとは異なる白銀色の剣がサイレントの体液なのか、漆黒で汚れていた。

　磨き上げられた漆黒の鎧。血のように赤い毛はしかし、その毛先が先程までのゲールとは異なり、新雪が降り積もったように白くなっている。

「どうして──またゲールが……」

　ギオルギが髪を掻きむしり、ぎょろりとした目で僕を見る。そして、叫んだ。

「くそおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ、まさか──この俺に真のゲールを出させるとはッ！」

　ゲールは白銀の剣を持っていた。それはそのゲールがただのゲールではない証だ。

　一回進化ステージアツプを果たしたゲール──『白銀の牙王　ゲール』である。

　文句を言いたいのは僕の方だった。怒りというよりは強い脱力感が身体を襲う。

　状況を理解し、深々とため息をつく。

「……はぁ。それ、僕が言いたいわ。……マジクソゲーだわ。ゲール二体持ちとか序盤に出てくるクエストじゃねーだろ」

　しかも一体は進化済みとか、どんな嫌がらせだよ。

　うんざりしている僕に対して、ギオルギが殺意に満ちた咆哮をあげた。
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「な、どういうこと……？　なにがおこったんですか？」

　ナナシノが震える声でいやいやと首を振る。

　僕は努めて平静を保ちつつ、真っ二つになって地面に伏したサイレントを見た。

　ＨＰバーは完全にゼロになっている。傷ついているところで進化ゲールの一撃、耐えきれるわけがない。

　くそがああああああああああああッ！

　僕は怒りを嚙み締め、戦慄く声で答える。

「……ギオルギは、もともとゲールを二体持っていたってことだよ」

　一体目がロストしたので、『送還デポート』していたもう一体を出してきた、ただそれだけの話……なのだが。

　なんでＮＰＣがゲールだぶってんだよ、おかしいだろッ！

　完全に難易度を見誤っていた。

　確かにＮＰＣ召喚士コーラーの中には後出しで他の眷属を出してくる者もいたが、よもや序盤でそんなキャラが出てくるとは誰が予想できようか。

　心の中で文句を言いまくる僕をよそに、ギオルギが叫ぶ。餓死寸前に餌を見つけた狼のように、壮絶な笑みを浮かべて。

「く……くくけけけけ。そうだよ。俺は──二度目の召喚で二体目のゲールを引いたんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！　俺が、獣王である証だぁぁぁぁぁッ！」

　眷属召喚アビス・コールは魔導石が五個あれば何度でも行える。

　が、一度目はともかく二度目は普通の魔導石だったはずだ。見かけたＮＰＣ召喚士コーラーの眷属は皆レア度７以上だった。恐らく魔導石のルールはプレイヤーと同じなのだろう。

　初回はレア度７以上眷属確定魔導石だからまだゲールを引いたというのもわかるが、二度目の普通の眷属召喚アビス・コールでレア度15のゲールが出たというのは──。

　僕は死にたい気分でため息をついた。

「納得できなくもないんだよなあ、これが」

「……へ？」

　アビコルでの眷属召喚アビス・コールの確率はランダムだが、完全なランダムではない。

　ゲーム内のイベントやキャンペーンなどでも確率に偏りが発生するが、それ以上に大きな原則が一つある。

「アビコルって自分が持っている眷属と同じ眷属の召喚確率、けっこう大きく上がるんだよねえ……」

「……え？」

　プレイヤーの間では『きっと仲間がいないと寂しいんだろう』とか揶や揄ゆされていた。

　アビコルがクソゲーとされた理由の一つである。

　一度召喚したことのある眷属且つ、現在所持している眷属は召喚確率が上昇する。

　運営からの公式発表は当然なかったが、有志の検証によりそれはほぼ確実だとされている、公然の秘密だった。逆に言えば、検証で確定できる程に確率が上がるのだ。

　だからアビコルでは一体目を引くのが一番難しいのだ。そして、だからこそ、一体目引くのに十万円課金したのに二体目は五千円くらいで出たりする。マジふざけんな。

　しかしそれにしてもゲール二体は酷い。勝てないってこんなの。

「な、ど、どうして冷静なんですか!?　ブロガーさん!?」

「……ナナシノって、これが冷静に見えてるの？」

「ッ……ご、ごめんなさい」

　きっと鏡を見たら今の僕は酷い表情をしているはずだ。

　ショックのせいか頭がふらふらする。朦もう朧ろうとした意識の中、大きな足音が響いた。

　白銀の牙王、ゲールだ。その側にはギオルギが付き添っている。

　余程一体目のゲールをロストしたことが腹に据えかねたのか、唾を吐き散らし、ギオルギが叫ぶ。

「ぶろがああああああああ！　てめえは殺すッ！　俺に歯向かったことを後悔させてやるッ！　七篠青葉を犯しつくし、てめえら二人の死体をぐちゃぐちゃにすりつぶして古都中に写真と死体をばらまいてやるッ！」

　叫びたいのは僕の方である。

　だが、しょうがない。ＮＰＣ相手に文句を言ったってしょうがない。

「ッ……ア……アイちゃんッ！」

　ナナシノが動揺しつつも眷属の名を呼んだ。犯すとか言われたら動揺もするだろう。

　アイリスの単騎兵が恐怖のない足取りでナナシノの前に立った。

　進化１ゲールと戦えば負けることはわかっているだろうに、覚悟しているのか。

　もう半ば諦めの境地でいると、ナナシノが悲壮な表情を無理やり笑顔にして叫ぶ。

「ブ、ブロガーさんは……逃げてくださいッ！　ここは、私が食い止めますッ！」

「いやいや……ナナシノ一人じゃ……無理だよ」

　一人どころか十人いたって無理だ。ゲールは腐ってもかつて最強だったのである。

　ナナシノはしかし、引く気配がない。その姿はどこか神話に登場する戦女神ワルキユーレを思わせた（もちろんアビコルの眷属にも似たような者はいる）。

「一人じゃ……ありません。私には……アイちゃんがいます……」

　その声には迷いはない。手足は震え、大きな瞳には涙が溜まっているが、必死に唇を結び前を向いている。

　狂ったように殺意を振りまく男を前にして引かない強い意志を秘めた瞳。

　緊張したように荒い呼吸を漏らしながらも、僕を庇かばうかのように前に立つその姿に、思わず目を見開く。

　自分を犯して殺すとか言ってる相手に凄いな。

　僕はその様子に心底、感動を覚えた。

　今までずっとただのお荷物だと思っていた。何も知らずただ状況に流されるだけの、ちょっと人の好い女の子だと思っていたがその姿は印象を反転させるに足るものだった。

　ふと右手が硬いものに当たる。ポケットの中に手を突っ込む。

　昨日手に入れた──『アイリスの信心』。

　アイリスに連なる存在を進化ステージアツプさせるアイテム。

　アイリスの単騎兵の進化はアイリスに対する信心を示し、それに連なるアイテムを奉納することにより達成される。

　アイテムにより設定ポイントがあり、一定ポイントまで貯めると進化させられるのだが、アイリスの信心は高ポイントのレアアイテムなのでこれを使えば単騎兵を一段階進化ステージアツプさせられるだろう。

　毅然としたナナシノの様子、その表情が絶望に染まる様子を想像しているのか、ギオルギが歓喜と憤怒の混じった壮絶な笑みを浮かべている。

　ちょっと迷ったが、ポケットからそれを取り出し、前に立つナナシノの手を取ってアイリスの信心を握らせた。

「ナナシノ、この『アイリスの信心』を使えば単騎兵を進化させられるはずだ」

「え……？　っと……」

「まぁ、お礼だよ。ちょっと感動したからさ」

　ナナシノは自己犠牲の精神を持っている。高潔だと言い換えても良い。

　僕が狭量なだけかもしれないけど、自己を犠牲にして赤の他人を守るなんてただの人間には無理だ。少なくとも僕には無理。

　不覚にも少しうるっとしてしまった。今ならば、アビコルプレイヤーではないナナシノがここにいる理由もなんとなくわかる。きっと、利己的なプレイヤーだけじゃなくて彼女のようなプレイヤーも必要なのだ。

　僕には全然理解できないけど。

　ナナシノは二、三度アイリスの信心と僕を交互に見ていたが、大きく頷いた。

「わ……わかりました。アイちゃんを進化させたら──ゲールを、打ち倒せるんですね？」

　そして、馬鹿なことを言った。

「……いやいや、そんなわけないじゃん。向こうも進化済みなのになんでアイリスの単騎兵を一回進化させただけで倒せるのさ」

　アイリスの単騎兵が超強くなるのは最終まで進化させた場合、である。もしも最終進化までいけたら進化１ゲールなんて雑魚だが、一回進化したくらいじゃそこまで強くないし、そもそも進化したら眷属ってレベル１に戻るし。

　相手の進化１ゲールもレベル１のようだが、同じ条件ならば単騎兵ではレア度の高いゲールには敵わない。理屈に合わない。そんなんじゃクレームくるわ。

　ナナシノが目を見開き、震える声で聞いてくる。

「じゃ、じゃあ──なんで──どうやって」

「くく……けけけけけ……相談は、終わったか？」

　ギオルギが甲高い声で聞いてくる。僕はナナシノの手を放し、ギオルギの前で構えていたアイリスの単騎兵の前に立った。

　ナナシノが息を呑む。ギオルギが目を見開く。

　これは僕のクエストだ。ここまでやって退くなんて考えられない。

　僕はベルトにくくりつけていた革袋から魔導石を取り出しため息をついた。

「いや、もちろんそんなの──『コンティニュー』するに決まってるでしょ」

　僕の宣言と同時に、手の平の魔導石が一個消失した。
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　ログインボーナスのない世界。魔導石が減るのは身を切られるかのように辛かった。

　が、ナナシノがぐちゃぐちゃにされるよりはずっとマシである。リセマラするのも面倒臭い。僕の宣言と同時に、今まで死亡を保留にしていたサイレントの死骸がびくりと動く。

「……へ？」

「ッ!?　な、なんだ……何をやった!?」

　ナナシノの表情が凍りつく。ギオルギが我を忘れたように呟く。

　何度も言うが、アビス・コーリングは札束で殴り合うゲームだ。

　眷属の死亡でそのユニットがロストするなんていう馬鹿げたペナルティがあったのに何故アビコルがサービスを継続できたのか。

　それがほぼすべてのプレイヤーにとって──余程油断しなければ回避できるペナルティだったからである。

『再生コンテイニユー』。

　アビコルでは眷属が死亡した際──魔導石を一個消費することで完全蘇生できるのだ。そして、何事もなかったかのように戦闘を再開できる。

　だから、魔導石のストックもなしにクエストに挑んで眷属をロストした連中は自業自得であり、嘲笑の対象だった。

　せっかく貯めた魔導石の消費により、胃がきりきりと痛む。その痛みを、自らの身を顧みずに前に立ったナナシノのことを考えて耐える。

　元々、無傷で勝てるかどうかは五分五分だった。だからクエストを受けると決めた段階でコンティニューは覚悟していたが、こうして実際にするとなるとかなり辛い。

　地べたに伏すサイレントの切断された両半身がペタリと付着し、切り落とされた左肩がくっつく。細かい傷が消えると、サイレントがゆっくりと立ち上がった。

　震えるギオルギとゲールの前に立ち上がると、不思議そうな口調で呟く。

「んん？　わたし……なんでまだ……ここにいる？」

「あーあ……僕の魔導石がぁ……せっかく貯めてたのに」

　基本的にクエストクリアで貰える魔導石は難易度が高くても一個だけだ。これでクエストをクリアして魔導石が手に入ったとしても差し引きゼロである。

　血の涙が流れなかったのはきっとナナシノのおかげだ。ギオルギ、死なす。

「サイレントッ！　戦闘だッ！」

　手の平を爪が食い込む程に握りしめ、怒鳴る。ぼんやりしている間にまた殺されたらこっちとしてはたまったものではない。

「むッ！」

　サイレントがその声にぴしっと背筋を伸ばす。そして、僕の前に立った。

　ぽっかり開いた目が進化１ゲールに向けられる。

　ナナシノが目をぐるぐるさせて、サイレントを見る。

「なななんあ、さいれんとさんが……ふっかつしたぁ？」

　あれ……コンティニューできるって言ってなかったっけ……。

　記憶を掘り起こすが、興味なかったせいか全然覚えていない。ロストしたら終わりってのは言ったはずだが……。

　隠したつもりはなかったんだけど……うーむ。

　後で色々教えてあげよう。思えば、ちょっとばかり無関心だったかもしれない。

　そう心に決め、今はクエストに集中する。

　ＮＰＣはコンティニューなどしない。ギオルギもコンティニューされたのは初めてなのか、呆然としていたが、刃を持ち上げるサイレントを見てすぐに立ち直った。

「ッ……だ、だが、俺の白銀ゲールは最強だッ！」

　相手のレベルは１。進化１ゲールは当然、進化前よりも強いが、レベル１だと強さは進化前のレベルマックスと同じくらいだろうか。

　だが、進化したゲールは攻撃に光の属性を付与できる力がある。光はサイレントの弱点だし、そもそも、先程も辛勝だったのだ。多分次は負けるだろう。

　死ぬなってあれほど言ったのに一死ワンデスしたサイレントさんが何故か自信満々に胸を張る。

「何が起こったのかわからんが、ちょっとばかり姿が変わった程度で我に勝とうなどとは片腹痛いわ」

　いや、そのゲール、さっきまで君が戦ってたゲールじゃないから。

　もうサイレントは信用できない。今回の死はしょうがないと言えばしょうがないのだが……ともかく、ナナシノをこれ以上怖がらせるのも忍びなかろう。

　何よりも、今回一死ワンデスしたのはケチケチしてたせいだ。ストーリークエストのボスで魔導石を節約しようだなんて、ばちが当たったのだろう、多分。

　長らくアビコルをプレイしていなかったせいで勘が鈍っているようだ。

　僕は続いて魔導石を取り出した。何個くらい必要だろうか？

　ええい、念のため一個残して残り全部使ってしまえ。

　八個の魔導石を手の平に乗せ、宣言する。

「なんかもう勝てそうもないから『促成成長レベルブースト』します」

　ゲールなんてなんとかなるだろうとか軽く考えていた僕が全て悪い。

　魔導石が消える。手の平にあった八個の魔導石が──一時の力のために消失する。

　前に立っていたサイレントがびくりとその身体を痙けい攣れんさせた。そのシルエットが白く明滅し、サイレントが腕を振り上げて叫ぶ。

「な、なんだこれは──力が……みなぎる……ぞおおおおおおおおおお！」




　アビス・コーリング。

　そのゲームでは眷属の能力は二番目に重要な要素だと言われている。

　ならば最も重要な要素は何か？




　それは──資金力。




　寝食忘れ汗水たらし、顧客にペコペコ頭を下げ、強いストレスを代償に稼いだ金をいくら魔導石につぎ込めるか。それこそが最も重要な要素。アビス・コーリングのアビスたる由縁。

　アビス・コーリングはあらゆる要素に魔導石が絡む。眷属召喚アビス・コールは基本として、戦闘も育成も進化も合成も編成も、何もかもに魔導石の有無が絡んでくる。ログインボーナスで毎日魔導石が配られてもまるで足りない。

　運営は僕達にこう問いかけているのだ。

　お前はその架空の栄光にどれだけの価値を見出しているのか、と。

　証明せよ、己の力を。

『奈落アビス』より勝利を『呼コール』せよ。

　だから稼いだ金をすべてそれにつっこみ、むしろ、まだ当時学生だったにも拘らずそのゲームをプレイするために働いていた僕はその世界で──英雄の一人だった。

「お……おおおおおおおおおおおッ！」

　魔導石八個。一時的に八百万の経験値を得たサイレントが一気にレベル上限に達し、それでも経験値が溢れ、余剰の経験値で進化を果たす。

　サイレントの顔面部分に白い涙のようなマークが浮き出る。

　これがサイレントの第一進化──『穢けがれに生まれし者　サイレント』

　手抜きだろおおおおおおおおおおッ！　もっとちゃんとグラフィック作れやあああああああああああああああッ！

　僕の心の叫びを無視し、さらに成長は止まらない。第一進化形態でもレベル上限に達したのだろう、サイレントが第二進化を遂げる。

　サイレントの背中が薄く剝はく離りし、まるでマントのように広がる。

　これがサイレントの第二進化──『静空を駆ける者　サイレント』

　サイレントが悪役のような笑い声をあげる。

「ふふふ……はははははははあああああああああああ！　器が──満ちる。これが、我の力の片鱗ぞ！」

　……サイレントのグラフィックは本当に手抜きだ。運営め、逆に新しいとか思ってたんじゃないだろうな。

　そこで経験値を全部使い切ったのだろう。サイレントがその場にとんと降り立つ。見た目は馬鹿みたいだが、今のサイレントの力は先程の比ではない。

　ギオルギが唇を戦慄かせ、なんだかよくわからない空を駆けるサイレントさんを睨みつけた。

「くっ……多少、姿が変わったところでッ──ゲールに敵うものかッ！」

　促成成長レベルブーストは魔導石を消耗し一時的に経験値を与えるシステムだ。経験値はもれなく消費され、レベルマックスまでいってまだ余っていたら進化する。本来ならば進化は色々な条件を満たさなくてはならないのだが、そんなの関係なしに進化する。魔導石一個で経験値が百万入るが、期間はワンバトルだけだ。バトルが終了したらレベルも進化も戻ってしまう。どうしても勝てないクエストにぶつかった時にだけ使うべきシステムである。

　理論上、『再生コンテイニユー』と『促成成長レベルブースト』を駆使すればクリアできないクエストは存在しない。

　全く状況を理解できていないナナシノが呆然として目を瞬かせている。

　ちょっと魔導石を使いすぎた。半分でも良かったかもしれないが、時既に遅しである。

　さすがの僕でもサイレントがどれくらいの経験値でレベルが上がるのかとか、そもそもどれくらいレベルを上げれば良いのかなんて覚えてないし、促成成長レベルブーストは足りなかったから後から追加とかできない不親切なシステムになっている。

　より多くの魔導石を使わせるための仕組みだ、しょうがないね。

　ギオルギがその銀色の杖を掲げる。召喚士コーラーには杖なんていらないはずだけど、そうしていると凄い召喚士コーラーっぽいから不思議だ。

　だが、やる気満々の召喚士コーラーとは異なり、その眷属たるゲールの方は警戒したように進化２サイレントから距離を取っていた。

　白銀の剣の切っ先がサイレントに向いている。距離はまだ数メートルあるが、今のサイレントにその程度の距離、意味がないことを察しているのだろう。ゲールの表情には先程までとは異なり、焦りが見て取れた。目を大きく見開き、はぁはぁと荒く呼吸をしている。

「っ……どういうことだ？　なんだ、その力は？」

　課金の力である。効果期間はバトル一回分なので、ゲールを倒すまでは続くはずだが、早めに終わらせた方がいい。

　僕が指を鳴らすと、サイレントが剣士のシルエットに変化した。

　影色の鎧に影色の剣。手甲に脚甲、目の部分が開いたヘルム。心なしか細部が以前より精密に作られているように見える。

　そして、サイレントがその剣の切っ先をゲールに向け、自信満々に宣言した。

「遊んでやろうぞ、狼の騎士よ」

「いや、さっさと倒せよ」

　ないと思うが、三体目のゲール出してきたらどうするんだよ。

「……わ、わかってるぞぉ……」

　サイレントはしばらく沈黙し、すぐに情けない声を出す。進化ステージアツプしても性格は変わらないらしい。

　サイレントは肩を落とすと、何気ない仕草でゲールの前まで来た。

　まだ状況がわかっていないのはギオルギだけだ。いや、わかっていて現実逃避しているのか。

「殺せええええええええッ！　げええええええええええるッ！　獣の王よッ！」

「いや……獣王って他にいるし……」

　強い風が吹き、僕の今更なつっこみをかき消す。

　それとほぼ同時に、サイレントが剣を振った。奔った光の線をゲールが剣で受ける。

　もはやその一撃は目で見ることすら敵わない。刹那の瞬間、響いた金属が交わる二度の音。三度目はなかった。

　ゲールのＨＰが一瞬でゼロになり、その首がずれる。

　ギオルギの表情が憤怒のまま固まる。サイレントが剣を下ろすと同時に、ギオルギの目の前にゲールの頭が落ちた。

　続いてゲールの身体が倒れ伏す。重い肉が地面とぶつかる鈍い音。

　ギオルギが頭を押さえ、頰を引きつらせた。

「馬鹿な……この俺の、白銀ゲールがッ……」

「……どうやら三体目はいないみたいだね」

　ギオルギの様子に、ほっと息をついた。

　一体でもけっこう強敵なのに、三体もいたらそれこそバランス崩壊だ。

「お……おお……？　力が……抜ける……ぞ」

　戦闘が終了したためだろう。精密な騎士像のようだったサイレントの身体が溶け、のっぺりとした元の姿に戻る。力抜けてるんじゃなくて元に戻っただけだから。

　しかし、僅か数分のために魔導石八個か……燃費が悪すぎる。

　腑に落ちない表情で自分の手の平を見るサイレントに、ナナシノが駆け寄った。

「サ、サイレントさん……だいじょうぶですか!?」

「ななしぃ……無事だったのか！　な、なーに、我にかかればこんなものよッ！」

　手を取り合うサイレントとナナシノ。サイレントには後で嫌という程お説教してやろう。僕がアビコルに迷い込んでからの一月がほぼほぼ無駄になってしまったのだ。

　さて、それではクエスト報酬でもいただこうか。まずは何を置いても魔導石である。

　再生コンテイニユーと促成成長レベルブーストで九個も使ったので赤字確定なのだがないよりはマシだ。

　さて、魔導石どこかな……雑用クエストの時はすぐに現れるんだけど……。

　辺りを見渡すが現れる気配はない。

　そこで、死体にすがっているギオルギに目をつけた。

「な、何故だ。何故復活しない！　奴のように復活しろ、ゲールッ！」

　慟どう哭こく虚しく、ゲールの死骸は赤の光に包まれて消失した。残るのは光のオーブのみ。

　それを使ったところで、再びゲールを召喚できる可能性は高くないだろう。確率が大きく上がるのは保持している眷属だけなのだから。

　地べたに跪ひざまずくギオルギを見下ろして、僕は優しい言葉をかけた。

「残念だったねー。まー、また一から頑張ったら？」

「ッ──きさまあああああああああああああああッ！」

　ギオルギがふらつきながら立ち上がる。その腰から召喚士コーラーには似つかわしくない美しい剣を抜く。赤と金で装飾された銀の剣だ。武器ではない、一種の芸術品にも見える。見たことないアイテムだが、クエストの報酬に違いない。

　ギオルギはそれを随分と様になる動作で構えた。もしかしたら剣術の心得でもあるのだろうか。

「ッ……ブロガー！　貴様は、貴様だけはッ、この手でッ！」

　ナナシノがそれを見て小さく悲鳴をあげる。

　鋭い踏み込みで剣を振りかぶるギオルギを、僕は冷めた気分で見返した。

「いや、僕、召喚士コーラーだし」

　剣も杖も持たないよ。眷属が僕の剣であり杖なのだ。

　アビコルは剣士になるゲームではない。召喚士コーラーになるゲームなのだ。

　ギオルギが剣を振り下ろすより早くサイレントが僕とギオルギの間にするりと入り込む。丸く開いた目をギオルギに向けた。

　ギオルギの動作は様にはなっていたが、ゲールと比べれば話にならない。

　ギオルギの剣がサイレントの腕と交差する。銀の刃はサイレントの物理耐性を貫くことなく表面を滑り、サイレントの拳がギオルギの鳩尾みぞおちを打ちつけた。

　衝撃にギオルギの身体が浮く。目がぐるりと反転、一瞬で意識を奪われたのかそのまま地べたをバウンドして転がっていった。

　サイレントが拳を振り上げた姿勢のまま、呆れたように言う。

「？　なんだ？　こいつ、まさかばかなのか？　召喚士コーラーが剣で攻撃しかけてくるなんて、初めて見たぞ？」

「全くだね。強力な眷属を召喚したって本体が強くなるわけないのに」

　しかし、魔導石はどこにあるんだろう。
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「ギオルギを倒したのかッ！」

　ゴンズさんが目を大きく見開き、僕と頭の上のサイレント、そして後ろについたナナシノをジロジロと見る。

　サイレントは一死ワンデスしたが魔ま導どう石せきで復活して無傷。ナナシノもちょっとローブが汚れているが、衣類は乱れていないし傷などもついていない。

　息を潜めこちらを遠巻きに窺うかがっているＮＰＣ召喚士コーラー達を一度見回し、ゴンズさんに向き直る。ちょっと言葉を選んで答えた。

「まぁまぁの難易度のクエストだったかな。ギオルギは外で転がってる。後は任せたよ」

　石を消費する羽目になったが、そもそもこういう時のためにせこせこ雑用クエストをやっていたのだ。後悔はない。

　そもそもアビコルの後半のクエストはコンティニュー前提の難易度である。

　アビス・コーリングでは逃げるコマンドが存在しない。

　戦闘に入ったらプレイヤーにあるのは勝利するか眷けん属ぞくロストの二択だ。

　迂う闊かつにクエストを受けて千回コンティニューする羽目になった記憶もある。

　確かに強かったし二体目のゲールには驚いたけど、それと比べればギオルギ程度なんということもない。

　僕の答えに、ゴンズさんは呆れたような驚いたような微妙な表情をしたが、結局何も言わずにナナシノの方を見た。

「青あお葉ばちゃんも無事だったか」

「はい……ご迷惑おかけしました」

　青葉がぺこりと頭を下げる。ゴンズさんの厳つい表情がその仕草に少しだけ緩んだ。

　ほっと息をついていたが、僕が見ていることに気づき、しかめっ面を作る。

「救い出すだけでなく倒してしまうと……」

　確かに依頼クエストはナナシノの救助だったが、まさか僕が勝てないとでも思っていたのか。

　周りを確認するが、ＮＰＣ召喚士コーラー達も随分と驚いているようだ。それほどギオルギの強さは有名だったということだろう。

「報酬の支払いはギオルギの状況を確認後になる。問題ないか？」

「ああ任せるよ」

　ギオルギからのドロップは見たこともないアイテムだった。が、クエストの性質上、大兄貴がドロップしたアイリスの信心よりはレアなのだろう。財布……お金も剝ぎ取ったし、ギルドからの報酬は急いでない。魔導石が結局手に入っていないが、ギルドからもらえたりはしないだろう。

　ナナシノも疲れているし、なんだかんだ僕もクタクタだ。さっさと休みたい。

　僕の表情から察したのか、ゴンズさんが一度頷き、目を細めて言う。

「ギオルギの討伐、よくぞやってくれた。感謝する。詳細は後程連絡しよう」

　息を殺して聞き耳を立てていたＮＰＣ召喚士コーラー達がようやくざわつき始める。

　申し訳なさそうな目でこちらを見る者。興奮したような口調で会話を交わすもの。

　ナナシノの友達の女の子が涙を浮かべ、ナナシノの所に駆け寄ってくる。

　戦後処理は後でいいだろう。感謝なんていらない。僕はただ、ゲームの時と同様にクエストをこなしただけだ。

　僕は大きく背筋を伸ばし、さっさと帰ることにした。
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　そして、僕は全身筋肉痛になった。

　どうやら、自分でも気づかなかったが随分緊張していたらしい。久し振りのボス戦だったからだろうか。

　いつもの宿に戻り、一泊して目を覚ました僕を待っていたのは脚、腰、背中、肩、引きつるように奔る痛みだった。

　全身くまなく感じる痛みに、ベッドの上に起き上がることすらできない。

「ったたたたた……助けて、サイレントッ！」

「……主あるじに助けを求められたの、これが初めてなんだけど……」

　ベッドの上に転がる僕に、魔導石のおかげで全回復、ぴんぴんしているサイレントが呆れたような声をかけてくる。その便利な身体が今はただひたすらに羨ましい。

　サイレントはレア度が高いそこそこ強力な眷属だが、回復魔法などは使えない。

　誰も頼ることができず、ただ苦痛を嚙み殺していると、今の状況では何の役にも立たないサイレントがぽつりと言った。

「あれ？　これ……仕返しのチャンス？」

「……念のため言っとくけど、口は動くから」

『送還デポート』するぞ。

「い、いや、じょ、冗談……冗談だぞ。やだなぁ、あるじ」

　サイレントが慌てたように腕をぱたぱた振る。

　主が寝込んでいるのに、とんでもないことを言い出す眷属だ。

　結局、ギオルギ一味は全員まとめて逮捕された。評判が悪い上に余罪が山程あったらしい。人数が多く眷属の力も強かったので誰も手を出せなかったそうだ。

　確かに、ゲールを二体も持っていれば、僕がこの世界に来て出会ったＮＰＣ召喚士コーラーでは全員でかかっても倒すのは難しいだろう。だがそれも、その戦力たる眷属がロストしてしまえば彼らを守るものは何もない。因果応報とでも言おうか。

　力を失ったギオルギ達がどうなるのかは神のみぞ知る。僕も気をつけよう

　安宿の硬いベッドの上でひーひー言うこと数時間。ふと扉が小さくノックされた。

　僕の部屋に来訪する者なんて数える程しかいない。サイレントが動けない僕の代わりに鍵を開けると、小綺麗な格好のナナシノとその眷属たる小さな騎士が入ってきた。

「ブロガーさん、大丈夫ですか？」

「……まーまーかな」

　僕よりも余程修羅場にいたはずのナナシノは、しかし全くのいつも通りだった。

　誘拐されたり地面に転がされたり犯されかけたり散々な目に遭ったはずなのに、表情には全然陰がない。

　これが若さってやつだろうか、筋肉痛にもなっていないようだ。本当に羨ましい。

　何をされたわけでもない僕が一番後を引いているのはどういうことなのだろうか。

　……まぁ、もともと僕はあまり運動が得意な方ではなかったが。

「主、無理はしないほうがいいぞ」

　サイレントが大仰な動作でため息をつき、僕の背中を軽く叩く。

　肉がねじきれるような痛みに思わず悲鳴をあげる。

「っつああああああ！」

「だ、大丈夫ですか……？」












　ナナシノが心配そうな表情でベッドの側の椅子に座った。

　これじゃまるで陸に打ち上げられた魚だ。枕から顔を上げることしかできない。サイレント、死なす。

「じょ、冗談なのにぃ、主ぃ」の言葉を最後にサイレントが『送還デポート』される。

　ナナシノはそれに何も言わず、持ってきた籠かごを床に置き、僕の顔を覗き込むようにして、尋ねてきた。

「マッサージでもしましょうか？」

「ナナシノは僕を、殺すつもりか？」

「そんな大げさな……」

「放っておいてくれ。僕は好きで打ち上げられた魚をやってるんだ」

「ええ……」

　ナナシノの表情が心配そうなものから呆れたような表情に変化した。

　若いナナシノにはわかるまい、この痛みが。

　アビコルはただでさえクソゲーなのに、現実になったらより一層クソゲーのようだ。少なくともスマホゲーだった頃はどんなに困難なクエストに立ち向かっても筋肉痛になったりはしなかった。

　僕は無我の境地で呟つぶやいた。

「これが……老いってやつなんだ……」

「……ブロガーさん、私と年齢、あまり違いませんよね？」

　僕はもうとっくに成人している。ナナシノはまだ学生だろう。けっこう離れているはずだが、ナナシノの中ではどうなってるんだろうか。

　でももしも僕がナナシノと同じ年齢だったとしても筋肉痛になっていた気もする。僕は昔からあまり身体が強くない。

　ナナシノは唇に人差し指を当てしばらく何か考えているようだったが、何気ない動作で持ってきた籠を持ち上げた。微かに甘い香りが漂ってくる。

「ギルドからお見舞いの品らしいです。ブロガーさんに渡すようにって」

「新しいシステムだ……アビコルにはそんなのなかった。アップデートかな？」

　筋肉痛になったのもアップデートかな？

「ブロガーさんは動じないですね。……えっと、果物です」

　お見舞いといったら果物。大怪我でも病気でもなくただの筋肉痛なのだが、この世界でもそれは変わらないらしい。痛む背中に顔を顰しかめ、一言で返す。

「僕はりんごが好きだ」

「……なんかホッとしました」

　ナナシノが籠の中から真っ赤なりんごを取りあげる。顔が映りそうなくらいに磨かれた艷やかなりんごだ。

　腰から大ぶりのサバイバルナイフを抜くと、それで器用に皮を剝き始める。

　多分召喚士コーラーになってから手に入れたものだろう。何この子凄い。

　随分と慣れた手つきでくるくるとりんごを回転させながらナナシノが続ける。

「ブロガーさんも……人間なんだなって」

「……」

　失礼な話である。人間味という意味で言えばナナシノよりも余程僕の方が人間味に溢れていると言えるはずだ。

　僕は弱い。我欲に従い行動し、損得を基準に判断する。自己犠牲なんて欠片かけらも考えたことはないし、自分以外の人類全部滅べばいいと思うことだってある。そしてそれを治そうとも思わない。多分、人を眷属のように幾つかのタイプに分けるとするのならば、僕のようなタイプの方がずっと多いだろう。

　少なくとも、僕はナナシノのような人間を他に知らない。我が身を顧みず、知人とはいえほとんど見ず知らずと変わらない僕を助けようとする。恐らくそこには損得の感情などもないだろう。

　ナナシノの献身はただ高潔で憧しよう憬けいを抱かないでもないが、真似をしようとしても真似などできない。真似しようとすら思わない。生まれか育ちか、あるいは魂なんていうオカルティックな何かか、根本的なものが違うのか。

「い、いえ。すいません……」

　黙っていると、ナナシノが慌てたように謝罪してきた。謝罪しつつもりんごを解体する手は止めない。そのまま続ける。

「その、私、ブロガーさんは私が攫さらわれたとしても、助けに来たりしない人間だと思っていました。関心のない相手──何の利益もないことはしない、そんな人だと」

「…………一体ナナシノは僕を何だと思っているんだ」

　抗議するように言いながら、僕は内心ナナシノの慧眼に驚いていた。

　その通りだ。僕は自分に関係のない人間が何千何万死のうと気にせずに美味しくご飯を三杯は食べられる人間だし、見返りのない行動はしたくない。ゲーマーとはシビアな目を持っているものなのだ。

　だから、どこかでボタンを掛け違えてたら、僕はナナシノをあっさりと見捨てていた。多分、見捨てたなどという自覚も持たずに、だ。

　僕がナナシノを助けたのは単にナナシノが僕を助けようとしたから、という理由に過ぎない。情けは人のためならず、ということだろう。

　だが、今の僕は魔導石九個と引き換えにしてもナナシノを助けてよかったと思っている。……思っているったら思っている。

　僕の抗議に、ナナシノが少しだけ責めるような目で僕を見た。濁りのない黒ダイヤのような瞳に僕のぱっとしない顔が映っている。

「だって、ブロガーさん、私をずっと冷たい目で見てたじゃないですか？」

「そんなことない。生まれつきこういう目つきなんだよ」

「……口を開けば噓うそばっかり」

　本当にナナシノは失礼な奴だ。思っていたとしても、たとえそれが真実だったとしても、言ってはいけないことがあるというのに。

　膝の上に皿を置くと、皮を剝いたりんごを切り始めたナナシノに言う。

「そう言えば、パトリック？　だっけ。彼が謝罪に来たよ。一緒に助けに行けなくて悪かったって」

　僕の言葉を聞き、ナナシノが視線を皿に落とす。どこか申し訳なさそうに言う。

「そう……ですか。私も……皆に謝られました……」

　ナナシノは何を感じているのだろうか。怒りか、悲しみか。あるいはそれ以外の感情なのか。

　そもそも、彼らの助力は僕が止めたようなものだ。もしかしたら、ギオルギがゲールを二体保有していたのはＮＰＣ召喚士コーラーを仲間として連れて行くことを前提としたクエストだったからなのかもしれない。アビコルはそういった点で自由度がかなり高いゲームだったし、現実ならば更に自由度は跳ね上がるだろう。

　少なくとも、止めなかったら何人かはついてきたはずだ。それが役に立つかどうかは……別として。

　パトリックはＮＰＣだ。他の者達も、ＮＰＣ。まぁ、ゲームの中ではＮＰＣだっただけで、この世界でプレイヤーとの差異はわからないが、彼らが一部を除いてプレイヤーよりも力を持たないことは知っている。

　むしろ、力がない故に助けに行くことを躊躇ためらい、全てが終わった後に後悔する彼らはナナシノよりも余程人間じみている。彼らの罪は『無能』だったことだけだ。

　謝罪に来たパトリックの表情は酷く辛そうだった。自分で助けに行けなかったことが心残りだったのだろう。慰めてはおいたが、その表情は結局変わらなかった。

　だから、僕はちょっとだけ助言してやった。

「まぁ、許してあげたら？　僕は許したよ。まぁ、彼らも悪気があって助けにこなかったわけじゃないしね」

「……そうですね。私も、凄い謝られて……気にしてないです」

　言葉とは裏腹に、ナナシノの顔色は晴れない。

　きっと気にしていないという言葉は本心なのだろう。残っているのは恐らく感情の問題だ。そして、それをすぐに解決するにはナナシノはさすがに若すぎる。

　僕はちょっとだけそのことについて思いを馳せ、全て投げ捨てることにした。

　悩んでも仕方のないことは悩まないことにしているのだ。僕が生きていく上で身につけた自己防衛術の一つである。ナナシノならきっといつか自己解決するはずだ。

　目を伏せるナナシノに話しかける。

　既にりんごは完全にばらされ、綺麗に桂剝きにされた皮が皿の上に薄く積もっている。

「ナナシノ、りんご」

「……ブロガーさん、空気読めないって言われません？」

「僕は自分が人一倍空気を読む能力に長けていると思ってる」

　なるべく身体を動かさないようにしながら答えると、ナナシノは深くため息をついた。

　白い指先がりんごをつまみ上げる。ナナシノは小さく微笑むと、冗談めかして言った。

「では、たった一人で私を助けにきてくれたブロガーさんに、クエスト報酬です」

「しけたクエストだぜ」

「ブロガーさんは素直に人の好意を受け取れないんですか？　……ほら、あーんして」

　結局、魔導石は見つからなかった。よく考えてみると大兄貴達を倒した時にも見つからなかったし、そういうクエストなのかもしれない。丸損である。

　魔導石九個使って手に入るのがりんごとは。ナナシノが食べさせてくれたとしてもまったく割に合わない。

　だが、受け取らなかったらそれはそれで更に損なので、僕は大きく口を開いた。

「今度、もっと召喚士コーラーについて教えて下さいね」

「……」

　僕は少しだけ考え、いつも通り適当な言葉でお茶を濁すことにした。

「気が向いたらね」
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「え？　当たりって何かって……？」

　ナナシノの言葉に、僕は開いていた日記帳から顔をあげた。

「ほら、最初に言ったじゃないですか。りせまら？　したほうがいいって」

「あー、言ったね」

　すっかり見慣れたローブ姿のナナシノが砕けた声で言う。

　見ず知らずの地に何もわからず放り出されてからまだそれほど経っていないのに、本当に逞たくましい少女だ。格好も装備も既にこの世界に溶け込んでいる。恐らくこのまま何年も過ごせと言われても平気でこなしてみせるだろう。彼女にはそれだけの資質がある。

　足元にはその眷けん属ぞくである『アイリスの単たん騎き兵へい』が静かに佇んでいる。

「アイちゃんでも十分戦えてます。他の人達より劣っているようには見えません」

　どうやらナナシノは以前の僕の忠告に疑問を抱いたらしい。

　少し不満そうにナナシノが頰ほおをふくらませる

「古都は一個目の街だからね。それ、アイちゃんが強いんじゃなくて他の連中が弱いだけだから」

「……一個目の街ってなんですか？」

「ゲームで一番最初に訪れる街ってこと」

　基本、どのゲームでも最初の街は難易度が易しめになっているものだ。ソシャゲーである『アビス・コーリングアビコル』もその例に漏れない。

　現実世界に当てはめると不思議な話だが、この世界の古都もゲーム通り、全体的にレベルが低い。比較する相手として不適切だろう。

　テーブルの上に大人しく座っていたサイレントが感慨深げな声を出す。

「主あるじの言うことは難しいなぁ」

「大体、ナナシノ、ゲールに勝てなかったじゃん」

　ゲール。ギオルギ・アルガンの眷属はアイリスの単騎兵よりもずっと強いが、当たりではない。ギオルギに宣言した通り、もしも僕がゲールを召喚コールしていたらリセマラしていただろう。

「それは……そうですけど。でも、ゲールは皆勝てないって……」

「大した数いないからなあ、古都のＮＰＣ召喚士コーラーって」

　見る限りでは百人かそこらだろうか。確かに最初に手に入る魔ま導どう石せきはレアな眷属が出やすいが、リセマラなしでゲールよりも強い眷属を得られる可能性は低いだろう。

　そういう意味で、僕が最初にサイレントを召喚できたのは幸運だった。まぁ半端にレアなせいでリセマラを諦める羽目になったんだけど……。

　その時、ナナシノが何かを思いついたように目を見開いた。

「……もしかして……あの……ゲールより強い眷属っていっぱいいます？」

「うん」

「…………サイレントさんより強い眷属……とかも？」

「当然いるよ。ナナシノさ、アビコルの眷属数、全部で何体いると思う？」

　ナナシノはゲームに疎うとい。予想もつかないのだろう。戸惑うように視線を彷徨さまよわせている。サイレントも何も答えずに、アイちゃんと顔を見合わせている。

　アビコルはソシャゲーの王として数年に渡り君臨していたゲームだ。実装された眷属の数も他の似たようなゲームと比べて遙かに多い。

「えっと……」

「正解は二百七万五千三百七十七体だよ。しかもサービスが続いてたらもっと増えてただろうね。もちろん、進化ステージアツプとかも含むから実際に眷属召喚アビス・コールで出る数はずっと少ないけど、それだけいれば強いのなんていくらでもいるよね」

　色や修飾語でわかれてるとはいえ、膨大な種類だ。狙って欲しい眷属を引くのは奇跡か莫大な資金が必要だった。

　ナナシノが絶句している。多分ナナシノの想像していた数よりも桁が幾つか違ったのだろう。二百七万五千三百七十七体。それらそれぞれに絵があって名前があって能力があって相性があるのだ、とても片手間で覚えてはいられない。

　ナナシノが思案げな表情をしている。

　どうやら最初にリセマラを勧める前に教えておくべきだったらしい。

「つまり、そんなにたくさんいるのに我が主に召喚コールされたというのは、運命だということだな」

「いや、ただの確率だと思うけど」

「あるじはいけずだなあ。あ、ちょ……だめぇ……」

　変なことを言うサイレントを手の平でぺっちゃんこに押しつぶす。

　まぁ確かにナナシノは色々クエストをやっていたし、アイちゃんのレベル上げもやってしまったがまだリセマラするのは遅くない。アイちゃんは本当に初心者向けの眷属ではないのだ。

　ギオルギにひどい目に遭わされそうになって、ようやく現実を察したか。初心者にありがちなことだ。この手のゲームは本当に所持ユニットによって差があるから……。

　勝手に納得する僕に、ナナシノが深刻そうな声を出した。

「ってことは、ブロガーさんもしや……何度も自殺するつもりだったんですか？」

「……いや、自殺じゃなくてリセマラ──」

「お、同じことですよ……？」

　もちろん、やるつもりだった。サイレント以上の眷属を出すまで何回でも何十回でも何千回でも試すつもりだった。

　ナナシノが前髪をちょこちょこいじり、何か言いたげな表情をしている。

　彼女のおせっかいさは既にわかっていた。話を変える。

「えっと……当たりだったね。そうだな……ナナシノももうわかってると思うけど、このゲーム色々な眷属がいるからな」

　一口に当たりと言われても、選択肢が多すぎて難しい。

　アビス・コーリングは相性や状況に応じて眷属を入れ替えて戦うものなのだ。

　ゲームだった頃はステータス画面を開けばレア度が数字として確認できたが、この世界では画面を開けない。僕のようにデータを覚えていればすぐに判断がつくが、素人のナナシノでは無理だ。

　しばらく唸うなっていたが、ナナシノがじっと僕を見ているのに気づき、いたたまれなくなって答えた。

「まぁ基本的に線が多かったら当たりかな……」

「線……!?」

「レア度が高いキャラっていいイラストレーターさん使ってるからさ、なんというか……線が多いんだよね。あと配色とかも凄くいい」

　線の少ないサイレントを両手で引っ張りみょんみょん伸ばしながら続ける。

　レア度が上がれば上がるほど線が多くなり、強力な眷属であればあるほど線が多くなる。豪華なイラストの眷属ほど強い。これ基本。

「……」

　ナナシノが微妙な表情をしている。

　望んでいた答えと違ったか。本当なんだけど。

「そうだなぁ、あと可愛かったら当たりかな」

「じゃあアイちゃんは当たりですね」

「……まぁ感性は人それぞれだから」

　アイちゃんも確かにマスコット的な可愛さはあるが、僕の言う可愛さとは違う可愛さである。少なくとも僕はアイリスの単騎兵が実装されたとしても、それを狙って課金しようとは思わない。

「あとは声かな」

「声……？」

「可愛い声してたら当たりだよ。いい声優さん使ってるから」

「……なんか想像してた答えと全然違う……」

　もっとも、ゲーム中に眷属が声を出す機会は一部のイベントくらいでほとんどない。

　そして声が設定されていない眷属も多かったので、この判断基準で行くと、レベルマックスまで育成することで声があるイベントが発生する『アイリスの単騎兵』は当たりになってしまう。

「他に……もっとないんですか？」

　わがままだなぁ、ナナシノは。

　だけど、知識を得ようとする意志は買う。

　人差し指を立てて答えた。

「あー、具体的に言うとあれがレアかな……神様系」

「神様!?」

「悪魔もレアかな。有名どころは一通り揃そろってるし」

「悪魔……!?　ど、どういうことですか？」

　こういうソシャゲーのガチャキャラのラインナップなんて大体たかが知れている。色々なところから名前を引っ張ってきているのだ。アビコルも同様である。

　違うのはアビコルがそれら有名キャラを出し惜しみしていることである。端的に言うと後半少しずつ少しずつ実装され、レア度もかなり高くてまず出てこない。

　でもナナシノってあまりそういうのにも詳しそうじゃないな。

「ナナシノが知っているところで言うと……織お田だ信のぶ長ながとかもレアかな」

「はぁ？　えええ!?　織田……信長って……武将の？」

「どこでも引っ張りだこの人気だよね。ちなみにアビコルだと性別が二種類ある」

「？？？？？？？？？？？」

　男と女で二キャラ出すことによってＴＳ反対派の意見を封殺すると同時に眷属の種類をかさ増ししているのだ。クソッタレ。

　いくらなんでも、やっていいことと悪いことがあるだろ。

　ナナシノが目を白黒させている。全くわかっていないようだ。

　その様子が少し可愛らしい。ナナシノが眷属だったらレア度はいくつだろうか。

「あとは……そう、コラボキャラとか」

「コラボ……？」

「季節限定とか」

「季節限定……？」

「水着キャラとかハロウィン仮装とかお正月とか」

「……ちょっと待って。それ、眷属の話ですよね!?」

「イベントごとにキャラが実装されるなんてどこにでもあるもんだよ」

「よく……わからないんですが、そういうものですか？」

「そういうものだよ」

　ナナシノが混乱しながらもなんとか自分を納得させようとしている。

　僕はこほんと一度咳せき払ばらいをしてトドメをさした。

「僕のおすすめはメイドイベントで出てきたメイド信長かな」

「冥めい……土ど……？　え？」

　ナナシノが目を見開いたまま、固まってしまった。

「主さ、もうちょっと、ななしぃにやさしくするべきだぞ」

　伸ばされひしゃげた顔をしながらサイレントが進言してくる。

「噓うそは言っていないんだけど……」

　まだまだアビコルの深しん淵えんはこれからなんだが、この分だと、メイドゲールの話はしない方がいいんだろうな。

「……わ、私、やっぱりアイちゃんで十分です」

　ナナシノが再起動し、なんとかといった様子で声を出した。

　ナナシノアオバの『アビス・コーリング』はまだ始まったばかりのようだ。









あとがき






　この度は本作品を手にとって頂き本当にありがとうございます。作者の槻つき影かげです。

　当作品は某Ｗｅｂサイトで投稿していた『アビス・コーリング』の書籍版になります。




　さて、執筆のきっかけは、とあるソシャゲーのガチャで爆死したことでした。

　私はガチャが好きです。登録直後にしか回せないスタートアップガチャはとりあえず回しますし、課金に対する抵抗も強くありません。あまりプレイしないゲームでもなんとなくガチャを回したりしますし、友人がレアなキャラを引いたら羨ましくなって回したりもします。それでも、世間一般からは私は微課金者に区分されるでしょう。

　ガチャの世界は恐ろしいものです。




　昨今、ソシャゲーは沢山あります。ＲＰＧやリズムゲーやパズル、ＳＬＧなど、ジャンルは様々ですが、プレイしたことのない人でも一つくらい名前は知っているでしょう。

　本作品はサブタイトルの通り、そんなソーシャルゲームの一つ、課金前提のゲームバランスを持つとんでもないゲーム世界に召喚された廃課金者主人公と、ゲームなどほとんどやったことがないド素人のヒロインの物語になっております。

　何がなんだかわからない世界で必死に生きようとする七なな篠しの青あお葉ばと、ゲームをゲームと割り切り周囲から見れば狂気的な行動理論で動いていくブロガー。そこに『アビス・コーリング』の深淵が降りかかる。ソシャゲー経験者はあるあると頷うなずきながら、ないないと笑いながら読んで頂けると、とても嬉しいです。

　一巻では『アビコル』のクソゲー要素は一部しか出てきませんでしたが、まだまだとんでもない要素は目白押しなので、機会があれば出していきたいと思っています。

　何度か色々な人に聞かれましたがゲームのモデルはありません。ホントだヨ。




　最後に、謝辞で締めさせていただきます。

　この度出版にあたり尽力して頂きましたファミ通文庫編集部の皆様と、担当編集の川﨑様、本当にありがとうございました。毎度夜中にメールを送ってごめんなさい。多分次も送ると思います。電話も出られなくて申し訳ないです。なぜか鳴らないんです。

　ふんわりしたキャラ設定を元に主人公の狂気を見事に中和する可愛らしい七篠ちゃんとサイレントを描いて下さったイラストレーターの桜さくら木ぎ蓮れん様。本当にありがとうございます。次があったら次もふんわりしていると思います。

　そして最後に、この本を手にとって頂きました皆様と、Ｗｅｂでの連載当初から長きに渡り応援頂きました読者の皆様方に深い感謝を申し上げます。
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